


i 
 

 

 目次  

 
 
 

1. はじめに 1 

2. プログラムの目標と進捗 2 

3. 運営体制の整備 5 
3.1 運営体制と教育研究プログラム 
3.2 委員会・部会組織と人員配置 
3.3 事務局体制の整備 
3.4 平成 20 年度予算と配分状況 

4. 運営委員会の活動 7 
4.1 概要 
4.2 特定助教（G-COE）および特定研究員（G-COE）の採用 

5. 人材育成センターの活動 8 
5.1  大学院教育部会および若手養成・研究部会の組織運営 
5.2 新専攻「グローバル地域研究」持続型生存基盤論講座の設置について 
5.3 海外派遣助成 
5.4 アジア・アフリカ人材育成  

5-1. 大学院教育部会の活動   12 
    5-1.1 ASAFAS 新専攻「グローバル地域研究」および「持続型生存基盤論講座」につ

いて 
  5-1.2 TA・RA プログラム 
  5-1.3 フィールド・ステーションを活用した若手研究者の育成 

5-2. 若手養成・研究部会の活動 21 
  5-2.1 特定助教（G-COE）・特定研究員（G-COE）の活動 
    5-2.2 次世代イニシアティブ・研究助成の交付 
    5-2.3 研究会・シンポジウム等の開催 
    5-2.4 インドネシア・チビノンで開講された生存圏科学国際スクールとシンポジウム

への若手部会のメンバー派遣 
  5-2.5 G-COE 国際シンポジウムでの発表 



ii 
 

6. 研究イニシアティブ  27 
6.1 パラダイム研究会 
6.2 研究イニシアティブ１ 
6.3 研究イニシアティブ２ 
6.4 研究イニシアティブ３ 
6.5 研究イニシアティブ４ 

7. 広報成果発信部会の活動 42 
7.1 研究成果発信 
7.2 ニュースレター 
7.3 ウェブページ 

8. 拠点基盤整備部会の活動  55 
8.1 情報基盤 
8.2 データベース 
8.3 図書  
8.4 展望  

9. 国際アドバイザリーボード部会の活動 60 
9.1 国際シンポジウムとの連携 
9.2 国際アドバイザリーボードによる外部評価 

10. 平成 20 年度 主要獲得外部資金 63 

11. 自己点検評価委員会 66 

11. おわりに－今後の展望－ 68 
 
Appendix  

1 G-COE ワーキング・ペーパーリスト 
2 G-COE 19-20 年度業績リスト 

 



 1

 
１．はじめに 

 
 本プログラムは、アジア・アフリカ地域の持続的発展に関する学際的研究を、グロ

ーバルで長期的な視野から、多面的に行うために創出された。われわれは、アジア・

アフリカの地域研究に携わる研究者と、先端技術の開発に関わる科学者との学問的対

話を促進するために、「持続型生存基盤パラダイム」という新しい考え方を提案し、地

球温暖化のアジア・アフリカの地域社会への影響といった緊急の課題に対応しつつ、

ローカルな、あるいはリージョナルな持続的発展径路を追究したいと考える。 
 本プログラムの主幹部局である東南アジア研究所は、強い学際的な志向を持った京

都大学の地域研究の伝統のなかで発展してきた。本プログラムは、アジア・アフリカ

地域研究研究科が東南アジア研究所と協力して行った 21 世紀 COE プログラム（2002
－2007 年）の成果を受け継ぎ、フィールドワークと臨地教育にもとづく大学院教育を

継続するとともに、「持続型生存基盤コース」を新設し、若手研究者の養成を図る。さ

らに、生存圏研究所などから森林科学・木質科学、気象学・大気圏科学、物質循環論、

エネルギー科学など「サステイナビリティ学」に関連するハードサイエンスの領域を

加えて、地域研究における科学的研究の幅を広げる。それによって、先端科学技術の

知識を、伝統的な地域研究を支えてきた生態学、政治学・経済学、社会学・人類学、

歴史学、医学の知識と融合させ、これまでの体制よりもはるかに幅広い人文科学、社

会科学、自然科学の諸分野につうじた地域研究の専門家や科学者を養成する。 
2 年目にあたる平成 20 年度の第一の目標は、研究活動を本格化し、中間的な成果を

生み出すとともに、パラダイム形成の方向を見出すことだった。まず、広い学際性を

維持しつつ共通の枠組を作るために、パラダイム研究会を 12 回、国際シンポジウム・

セミナーを 19 回、その他、イニシアティブ研究会・ワークショップを多数主催・共催

した。また、その成果を速報として公開するワーキングペーパー73 冊を刊行した。さ

らに、新しいパラダイムの形成を現段階で総括した論文集を編集した。来年度前半に

刊行の予定である。 
 もう一つの特筆すべき進展は、本プログラムの開始を契機として、大学院アジア・

アフリカ地域研究研究科において、新しい専攻である「グローバル地域専攻」が設置

され、そのなかに「持続型生存基盤論講座」が設置されたことである。新しい教授ポ

ストが二つつくことになり、定員 8 名（新専攻全体）で 2009 年度からスタートした。 
 このように、共同研究によるパラダイム形成と人材育成のための制度改革を両輪と

する本プログラムの構想は着実に進展している。次年度においては、上記論文集のほ

か、いくつかの本格的な研究成果を出すとともに、パラダイム形成の成果を東南アジ

アにおける森林プロジェクトなどの具体的な研究に反映させることによって、さらに

その射程を広げていきたい。 
平成 21 年 5 月 31 日 

拠点リーダー 杉原 薫 
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２．プログラムの目標と進捗 

 
パラダイムの形成 

本拠点形成の第一の目的は、自然生態、政治経済、社会文化を包摂した総合的地域研究

に人類の生存基盤を左右する先端的科学技術研究を融合させて、「持続型生存基盤パラダイ

ム」研究を創成することである。 
 近年のアジア・アフリカにおける総合的地域研究の成果から、人間の活動範囲が政治経

済のグローバリゼーションによって地理的・空間的に拡大しつつあることに加え、地域は

グローバリゼーションの単なる受け手ではなく、地域間交流などを通じて、グローバリゼ

ーションそのものに影響を与える能動的な主体であることが明らかになった。一方、現代

社会の要請に応え、地球環境問題、エネルギー問題を視野に入れた 21 世紀世界を展望す

るには、資本主義が前提としてきた私的所有権からの発想を相対化し、地表から宇宙まで

の空間的広がりをもった「生存圏」の物質・エネルギー循環に関わる研究を取り込み、ロ

ーカルにもグローバルにも持続可能で、かつ、科学技術・社会制度・価値観の考察を包摂

した、新たな生存基盤持続型発展径路を構築するためのパラダイムを創出する必要がある。 
 具体的には以下の４つの研究イニシアティブを通じてパラダイム研究を推進する。イニ

シアティブ１「環境・技術･制度の長期ダイナミクス」は、人類が「生存基盤の確保」を主

たる課題としてきた社会から、生活水準の向上や人口の増加、国力の増大を目指す「開発」

型の社会に変化してきた過程を歴史的に解明し、先端科学の知見とつきあわせることによ

って、現代のアジア・アフリカ地域の環境、技術、制度にかかわる問題群を再検討する。

イニシアティブ２「人と自然の共生研究」は、従来の地域に根ざした資源利用システム研

究と、物質・エネルギー循環の危機を背景にした新しい研究･知見を融合させて、社会文化

的に実現可能な資源利用システムを提言する。イニシアティブ３「地域生存基盤の再生研

究」では、より大きな一地域（スマトラ・パレンバンなど）をとりあげ、森林の再生、第

一次産品輸出経済の発展と周囲の植生、制度、雇用、地方政治との絡み合いを総合的に考

察し、持続型発展のモデルを追究する。イニシアティブ４「地域の知的潜在力研究」は、

人類の多様性を保証してきた文化、価値観のなかに、生存基盤の持続的発展の要因を探る。 
これら４つの研究イニシアティブにおける取り組みの成果として、これまでに明らかに

なった知見は、次の二点にまとめられる。その第一は、人間と自然環境の関係を、これま

でのように人間（開発）の側からだけ、あるいは自然環境の維持の立場だけから考えるの

ではなく、両者の相互関係を考慮した上で、人類の「生存基盤」をどのように持続させて

いくかという視点が重要だということである。われわれは、そうした視点を確立するため

に、グローバル・ヒストリーを書き直したり、人間開発指数に代わる「生存基盤指数」の

開発を試みたり、生命を連鎖体として見る在来の「生存基盤の思想」を読み解いたりした。 
第二は、人間と自然環境との関係を二項対立的に捉えるのではなく、「地球圏」、「生命

圏」、「人間圏」という、長い歴史と固有の運動の論理をもった三つの圏が交錯して成立す

る「生存圏」として捉えることによって、これまで注目されていなかったさまざまな領域

の問題を可視化し、総合化することができるのではないかということである。具体的には、

大気の動きと降雨、植生の関係を学際的に研究することによって「熱帯生存圏」の諸相を
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理論的に解明するとともに、東南アジアの大規模植林をとりあげて、そこにおける生態系

と生物多様性の維持、地域社会との関係、バイオエネルギーの開発などのテーマを総合的、

体系的に解明しようとした。これらの作業の中間的な成果は、近く刊行される『地球圏・

生命圏・人間圏－持続型生存基盤とは何か－』(京都大学学術出版会、印刷中)にまとめら

れており、本プログラムを通じて新しいパラダイムの萌芽が見えてきている。 
 

成果の発信 
平成 20 年度においては、本プログラムメンバーに加えて、国内外から関連研究者を招

へいして、パラダイム研究会を 12 回、国際シンポジウム・セミナーを 19 回、その他、イ

ニシアティブ研究会・ワークショップを多数主催・共催し多。また、その成果を速報とし

て公開するワーキングペーパー73 冊を刊行した。国際学会での招待講演も、Santa Fe 
Institute Conference on ‘History, Big History and Metahistory: An Approach through 
the Sciences of Complexity’における“The West, East Asia and the Tropics in Global 
Economic Development”（杉原薫）等、積極的に実施している。また国際誌への投稿論文

に関しても、“Transparent nanocomposites based on cellulose produced by bacteria offer 
potential innovation in electronics device industry”（Advanced Materials、矢野浩之）

等、本プログラムの成果が現れ始めている。これらの成果を、「生産から生存へ」、「地表か

ら生存圏へ」、そして「温帯から熱帯へ」の３つの視点を柱としてとりまとめた単行本『地

球圏・生命圏・人間圏－持続型生存基盤とは何か－』（京都大学学術出版会）を印刷中であ

る。さらに、本プログラムによるこうした刊行物に加えて、『東南アジア研究』、『アジア・

アフリカ地域研究』、Kyoto Review of Southeast Asia, African Study Monographs などに

おいても徐々に、本プログラムに関係する論考が現れ始めている。 
 
教育・人材養成 

本拠点の第二の目的は、パラダイム形成の現場に触れた、本格的な文理融合型研究を担

う若手研究者を養成することである。本プログラムの特徴は、21 世紀 COE プログラム「世

界を先導する総合的地域研究拠点の形成」によってアジア・アフリカ地域に設置した 14
ヶ所のフィールド・ステーションを継承・発展させ、フィールドワークから国際ワークシ

ョップにいたるまで、研究パラダイム形成の現場に博士後期課程の大学院生・ポスドク研

究員・助教からなる若手研究者を主体的に参加させることによって、人材育成と研究を融

合させるところにある。そのために、「生存基盤地域研究人材育成センター」を設置して、

グローバルな人材発掘からはじめ、研究・教育を経て、国際キャリア支援にいたる、文理

融合型の国際的人材育成システムを構築する。 
また、海外の地域研究拠点（コーネル大学・ロンドン大学・ライデン大学・オーストラ

リア国立大学等）と連携し、アカデミック・ディベートを通じて地域研究や専門分野を超

えたパラダイム形成能力を養成する。国際的発信能力強化のために、国際学術雑誌への論

文掲載や単行本出版のための支援を行うとともに、コミュニケーション能力の向上や研究

会・プロジェクトの企画運営能力の向上を目的とした人材育成プログラムを推進する。 
 これらのプログラムによって、これまでの実績以上の博士修了者を、世界の学術界を先

導する大学・研究機関そして世界で活躍する民間企業に送り込む。また、国際連合、世界
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銀行、世界自然保護連合などの国際機関、政府行政機関、世界各地で活動を展開している

NGO にもアジア・アフリカ研究の専門家を輩出し、持続型生存基盤の構築に向けた国際

的な公論形成に貢献する人材や、地域に根ざした技術開発をリードできる人材を供給する。 
平成 20 年度においては、大学院生を対象としたフィールド・ステーション派遣、海外

観測拠点派遣支援や論文投稿料支援、若手研究者を対象とした次世代研究イニシアティブ

助成や海外派遣助成を実施した。またアジア・アフリカ諸国の優秀な若手研究者を対象と

して、本拠点に招へいし、最先端の研究現場での議論への参加を促進する若手研究者交流

を実施するとともに、修士号取得者を対象とした博士号取得支援の準備を進めている。 
これらの成果を踏まえて、新しいパラダイムのもとでの人材育成を制度化するため、平

成 21 年４月より、大学院アジア・アフリカ地域研究研究科にグローバル地域研究専攻を

新設するとともに、新専攻に設置される持続型生存基盤論講座に新規で教授２名を採用す

る。本講座は、「持続型生存基盤研究の方法」や「国際環境医学論」、「熱帯乾燥域生存基盤

論」、「熱帯森林資源論」、「人間環境関係論」、「生存圏科学論」等の科目を提供するととも

に、本プログラム終了後の教育・人材育成の中核を担う。 
 

世界拠点の形成 
生存基盤地域研究人材育成センターは、大学院アジア・アフリカ地域研究研究科におけ

る「持続型生存基盤講座」の新設を全面的にサポートした。 
本プログラム終了後、このセンターを、京都大学の将来構想と連動させ、持続型生存基

盤パラダイムによる科学技術研究融合型地域研究の展開と戦略的な人材育成を目的とする

京都大学地域研究グローバルユニット（仮称）として再編する。本ユニットは、アジア・

アフリカ地域だけでなく欧米を含む世界の関連教育研究ネットワークの中心となる。将来

的には学内の新たな教育研究組織として発展・改組を構想している。 
 持続型生存基盤パラダイムの創出により、地域研究が国際的に活性化され、世界の学術

イニシアティブにおける地域研究の地位が向上し、さらにこれらを通じて日本の総合的学

術研究の国際的プレゼンスが強化される。また国際機関などにおける環境・エネルギー研

究をアジア・アフリカ地域の実態を踏まえたものにし、アジア・アフリカの地域社会にお

ける価値観や政策を持続型発展へと方向づけ、それらの転換における日本の発信力の向上

に貢献する。 
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３．運営体制の整備 

 
３.１ 運営体制と教育研究プログラム 

本プログラムは、地域研究を核とした幅広い文理融合による持続型生存基盤パラダ

イムの構築、パラダイム形成の現場における教育・人材育成、そしてこれらを通じた

世界に類を見ない学際融合の拠点形成を目指すものである。そのために、以下の 3 点

に配慮した運営を実施した。 
1) プログラムに参加する研究者の研究領域間、そして所属する教育研究組織間での円

滑で効率的な連携を推進すること 
2) 国内での教育・人材育成とアジア・アフリカ地域でのフィールドワークの現場での

教育・人材育成をリンクさせること 
3) 最先端の研究活動と大学院教育・若手研究者の育成をリンクさせること 
 
運営体制は、平成 19 年度と同様である。プログラム全体を総括し、運営の基本方針

に関する意思決定を担う運営委員会のもとに、人材育成センターと大学院教育部会、

若手養成・研究部会、広報成果発信部会、拠点基盤整備部会の４つの部会を配置した。

これらのセンター・部会が、大学院教育制度の整備、海外拠点を活用した臨地教育、

若手研究者のイニシアティブによる研究活動の支援などの人材育成と拠点整備を担っ

ている。研究活動については、持続型生存基盤パラダイムの構築に向けて、研究領域

を横断するテーマを掲げる４つの研究イニシアティブとそれらを統合するためにパラ

ダイム研究会を組織した。パラダイム研究会、４つの研究イニシアティブ、さらにそ

のもとで展開される個別の研究プロジェクトと重層的な研究推進体制とすることによ

り、研究領域間の融合を促進している。 
 
さらに、これらの諸活動を点検・評価するために、自己点検評価委員会と国際アド

バイザリーボードを設置した。自己点検評価委員会は、毎年度、自己点検評価報告書

を取りまとめ、プログラム運営の絶えざる改善に努める。また国際的に活躍する研究

者をメンバーとする国際アドバイザリーボードからは、世界に類を見ない学際融合の

拠点形成の推進に向けたアドバイスをお願いしている。 
 
３.２ 委員会・部会組織と人員配置 

本プログラムは、23 名の事業推進担当者に加えて、東南アジア研究所、大学院アジ

ア・アフリカ地域研究研究科、生存圏研究所、地域研究統合情報センター等に所属す

る多数の教員、研究員および大学院生の協力によって実施している。そこで、これら

の関係者全員がいずれかの研究イニシアティブに参加し、研究活動を展開するととも

に、中核メンバーはセンター・部会に参加し、本プログラムの運営を担っている。い

ずれのイニシアティブ、あるいはセンター・部会に関しても、人員配置が研究組織・

領域横断的になるよう配慮した。 
 



6 
 

３.３ 事務局体制の整備 
事務局は、総務、会計などの一般事務のみならず、情報基盤やホームページ、ニュ

ーズレターなど、拠点形成にとって不可欠な研究支援業務の補佐も担っている。そこ

で、複数の教員、研究員に加えて、一般事務に事務補佐員２名、研究支援業務に技術

補佐員４名を配置した。事業推進の日常活動のエンジンとして、健全に機能している。 
 
３.４ 平成 20 年度予算と配分状況 
 
平成 20 年度予算は、直接経費１６１，３００千円、間接経費２４，１９５千円で、

合計１８５，４９５千円であった。これを、プログラム開始後、４つの部会と研究グ

ループ、事務局で配分した。ほぼ当初の予定通りに予算を執行することができた。 
 
表３－１ 平成 20 年度予算と配分状況               （単位：円） 
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４．運営委員会の活動 

 
４.１ 概要 

運営委員会は、拠点リーダーと人材育成センター、４つの部会、自己点検委員会、国際

アドバイザリーボードの担当者、パラダイム研究会と４つの研究イニシアティブの幹事、

事務局長によって構成し、本プログラムの活動計画について審議するとともに、活動内容

を確認した。プログラム開始以来、毎月一回、定例で開催した。開催日は以下のとおりで

ある。 
 

第 10 回運営委員会   2008 年 4 月 7 日 
第 11 回運営委員会   2008 年 5 月 12 日 
第 12 回運営委員会   2008 年 6 月 2 日 
第 13 回運営委員会   2008 年 7 月 7 日 
第 14 回運営委員会   2008 年 9 月 1 日 
第 15 回運営委員会   2008 年 10 月 6 日 
第 16 回運営委員会   2008 年 11 月 10 日 
第 17 回運営委員会   2008 年 12 月 1 日 
第 18 回運営委員会   2009 年 1 月 6 日 
第 19 回運営委員会   2009 年 2 月 9 日 
第 20 回運営委員会   2009 年 3 月 2 日 

 
４.２ 特定助教（Ｇ-ＣＯＥ）および特定研究員（Ｇ-ＣＯＥ）の採用 

本プログラムを推進するために、2007 年８月と 2008 年１月に、特定助教（G-COE）およ

び特定研究員（G-COE）を公募し、2007 年 10 月１日に特定助教（G-COE）1 名と特定研究

員（G-COE）３名、2008 年４月１日に特定助教（G-COE）2 名と特定研究員（G-COE）４名

を採用した。このうち、2007 年 10 月１日に採用した特定研究員（G-COE）１名は、2008 年

３月 31 日付けで埼玉大学経済学部に専任講師として異動し、また 2008 年 4 月 1 日に採用した

特定助教（G-COE）は 2009 年 4 月 1 日付けで東南アジア研究所准教授に昇進したので、2009
年４月１日現在の人員は、G-COE 助教２名と研究員（G-COE）６名である。 
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５．人材育成センターの活動 

 
人材育成センターの主たる責務は、本プログラムにおいて展開される先端的な研究

と人材育成を融合させるとともに、文理融合型の国際的人材育成システムを構築する

ことである。そのために推進すべき柱として、３つを掲げてきた。すなわち、（１）ア

ジア・アフリカ地域に設置したフィールド・ステーションをさらに発展させ、そこに

おいて博士後期課程の（またはそれに相当する）大学院生の積極的な参加を得て、フ

ィールドワークや国際ワークショップを活発に展開すること、（２）博士後期課程の大

学院生・ポスドク研究員・助教からなる若手研究者がプログラム全体に主体的に参画

することを促進して、彼らを新世代研究者として育成するとともに、若手研究者がパ

ラダイム形成から個別研究に至るまで実質的に貢献できるよう支援すること、（３）地

域研究の全国的・国際的な拠点としての京都大学の将来構想と連動しつつ、新世代研

究者の育成を図るための制度設計をおこない、文理融合型の地域研究の国際的拠点を

発展させる戦略立案をおこなうこと、である。 
  
５.１ 大学院教育部会および若手養成・研究部会の組織運営 

（１）（２）のために、大学院教育部会および若手養成・研究部会を設け、集中的な

活動展開をおこなってきた（詳細については、5-1 および 5-2 を参照のこと）。また、

若手育成を推進するための具体的施策として、選抜した若手研究者を長期に海外に派

遣することをおこなった（詳細については、5.3 を参照のこと）。 
 
５.２ 新専攻「グローバル地域研究」、持続型生存基盤講座の設置について 

（３）については、本プロジェクト終了後に構想していた「京都大学地域研究グロ

ーバルユニット（仮称）」に関連して、初年度に、研究と人材育成を融合するための構

想の立案を集中的におこなった結果、大学院教育において研究成果を還元すると同時

に、本プロジェクトが開拓する新分野の若手研究者を育成していくことがもっとも重

要であるとの結論を得た。そのため、プロジェクトの終了を待たずに、ただちにその

実現に向かって着手することとなった。 
 具体的には、本プロジェクト参加部局の中で、大学院教育に特化している京都大学

大学院アジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）において、他の本プロジェクト

参加部局、特に東南アジア研究所、生存圏研究所、地域研究統合情報センターの協力

を得ながら、「グローバル地域研究」専攻を新設することを企画し、文科省、大学設置・

学校法人審議会に申請をおこなった。その結果、「グローバル地域研究」専攻が平成

21 年４月より新設されることになった。この新専攻では、本プロジェクトによる持続

型生存基盤研究と連動する「持続型生存基盤論」講座、従来から ASAFAS の東南アジ

ア地域研究専攻にあった連環地域論講座（南・西アジア地域研究）を発展させた「イ

スラーム世界論」講座、「南アジア・インド洋世界論」講座が設置されることになった。

後者の２講座も、持続型生存基盤に関する研究において、持続型生存基盤論講座と緊

密に連携する体制がとるものとなっている。２月には新専攻のための大学院入学試験
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を実施し、第１期生となる受験生が合格した。 
 本プロジェクトの全体的な進展との関連で言えば、当初の計画では、第２年度をめ

どに「持続型生存基盤コース」を設置することをうたっていたが、「コース」の段階を

超えて、第３年度に一気に持続型生存基盤論を研究する大学院生に博士号を授与する

ことができる制度的な発展をなしえたことは、特記すべき成果であろう。プロジェク

ト終了後に設置を予定していた「京都大学地域研究グローバルユニット（仮称）」につ

いても、その基幹部分の機能がすでに実現したことになり、成果の制度化という観点

から見ると、予定を大きく前倒しすることができた。また、新専攻を通じて本プロジ

ェクトの発展や成果をただちに大学院教育に直結させることによって、さらに所期の

目的をよりよく達成していく見通しがたった。 
 
５.３ 海外派遣助成 

国際的なディベート力を向上するために、若手研究者海外派遣助成を実施している。

平成 20 年度には、特定助教１名を半年間、ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス

に派遣した。これにより、派遣者の英語での発表およびディベート能力が格段に向上すると

ともに、研究ネットワークをヨーロッパ諸国へと広げる効果があった。派遣された特定助教

については、帰国後の国際発信がおおいに期待されている。 
 
５.４ アジア・アフリカ人材育成 

優秀な大学院生に対する経済的支援は本プログラムの目的の一つである。そこで、

平成 20 年度より博士号取得支援と若手研究者交流を開始した。 
博士号取得支援については、平成 21 年 1 月に 3 名の若手研究者（マレーシア、バ

ングラデシュ、インドネシア各１名）を招へいし、ワークショップを開催するととも

に、大学院アジア・アフリカ地域研究研究科への編入を推薦した。3 名とも編入が認

められ、平成 21 年 4 月から当大学院に編入した。このうち１名については、編入後、

本プログラムの RA として採用、1 名は日本学術振興会特別研究員（DC）（グローバ

ル COE 枠）に採用、そして残りの 1 名は本国政府からの奨学金を財政的基盤とする

ものである。 
若手研究者交流については、日本学術振興会より若手研究者交流支援事業の助成を

得て、平成 21 年 3 月に 2 週間、本プログラムが運営しているフィールド・ステーシ

ョンのカウンターパート機関の若手研究者 14 名（インドネシア、ミャンマー各４名、

カンボジア、ラオス、インド各 2 名）を招へいし、本プログラムにおけるパラダイム

形成のための最先端の研究現場に参画させるとともに、本学大学院生との研究交流を

実施した。 
 

若手研究者交流による招へい者は以下のとおりである。 

ラオス国立大学：Mr. Saithong Phommavong, Mr. Saychai Syladeth 
林業大学（ミャンマー）：Mr. Tin Htun, Mr. Hla Maung Thein 
イェジン農業大学（ミャンマー）：Dr. Theingi Myint, Ms. May Thuzar Moe 
王立農業大学（カンボジア）：Mr. Kim Soben 
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王立プノンペン大学（カンボジア）：Mr. Thol Dina 
タミルナードゥ農業大学（インド）：Dr. Arunachalam Ramasamy, Mr. Periyar 
Ramasamy Duraiyappan 
ハサヌディン大学（インドネシア）：Dr. Novaty Eny Dungga, Mr. Hamzah Tahang, 
Mr. Subhan Amir, Mr. Supratman 
 

また主な活動内容は以下の通りである。 

1) オリエンテーション（3 月 2 日） 
各招へい研究者が京都大学に参集し、プログラム日程および活動内容についての説

明を受ける。各フィールド・ステーション（インド、ミャンマー、インドネシア、

ラオス、カンボジア）ごとに日本側若手研究者（京都大学大学院アジア・アフリカ

地域研究研究科大学院生およびポスドク研究者）をファシリテーターとして配置し、

招へい研究者とファシリテーターとの協力のもとにワークショップの準備を行っ

た。 
2) 若手ワークショップ（3 月 3 日～4 日） 

（一日目）各招へい研究者が、若手ワークショップ”New Paradigm for Human 
Beings and Nature: Frontier of Asian Area Studies”にて研究発表および討論を

行う。五か国から参集した政治学、文化人類学、農学、林学等の学問的背景を有す

る研究者のあいだで、地域横断的かつ学際的な地域研究のありかたについて討論を

行った。 
（二日目）招へい研究者とファシリテーター（京都大学大学院アジア・アフリカ地

域研究研究科の大学院生およびポスドク若手研究者）との共同により、各フィール

ド・ステーション HP のコンテンツを拡充。その成果を発表するとともに、研究フ

ィールド紹介を、五か国のフィールド・ステーションごとに行った。 
3) エクスカーション（3 月 5 日～7 日） 

京都大学が国内に有する京滋フィールド・ステーションを訪問し、日本の農村にお

ける現在の問題、および地域おこしの現状について視察するとともに、日本国内の

フィールドワーク拠点での活動に参加した。 
（一日目）亀岡フィールド・ステーション（京都府亀岡市）を訪問。NPO プロジ

ェクト保津川と保津川遊船企業組合の協力を得て、保津川下りの実演と参与観察を

行い、川下りを利用した地域おこしに関する説明を受ける。夕刻には同南丹市を訪

問し、同市美山町北集落の「かやぶき屋根の里」にて民泊。 
（二日目）午前は南丹市美山町北集落にて、かやぶき集落の見学、および民俗資料

館の見学を行い、資料館長より伝統的集落景観の保全について説明を受ける。午後

は滋賀県琵琶湖環境科学研究センター（滋賀県大津市）を訪問し、琵琶湖の環境問

題の現状と水質保全のための官民の取り組みついて説明を受ける。夕刻に守山市に

移動し宿泊。 
（三日目）午前中は守山漁業協同組合婦人会を訪問し、琵琶湖の伝統的食文化に関

する説明を受け、その実演を見学する。午後は同漁協の協力を得て琵琶湖の伝統的

漁法に関する参与観察を行う。同日夕刻に京都に帰着。 
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4) 国際シンポジウム（3 月 9 日～11 日） 
5) 総括討論会（3 月 13 日） 

本プログラムの成果について、各参加者が最終レポートを提出するとともに意見交

換を行う。 
 

若手研究者交流の成果は、若手人材交流の双方向化、交流相手国（または機関）の

若手人材育成への協力、若手研究者の知的ネットワーク形成に要約することができる。 
 
第一点については、日本と東アジア諸国（含インド）との若手人材交流は、これま

で、留学などの場合を除けば主に日本から相手国へという一方的な人の流れとして実

現される傾向にあった。そうした傾向を、人材交流の双方向化によって是正するとい

うのが本プログラムの目標のひとつであり、今回の招へい実績はその重要な一歩とみ

なしうる。各招へい研究者は、日本での若手ワークショップや国際シンポジウムへの

参加のみならず、エクスカーションでは日本国内のフィールドワーク拠点の活動への

参加なども行い、成果発表やフィールドワークなどにおける人の流れの部分的な双方

向化を実現した。また今回の交流事業に際し、交流拠点となったフィールド・ステー

ション（インド、ミャンマー、ラオス、インドネシア、カンボジア各国）の拠点機能

の強化もあわせて行われた。これらフィールド・ステーションは従来、日本側研究者

による一方的な研究拠点としての性格が強かったが、今回の若手ワークショップの一

環として日本側、相手国側双方の若手研究者の協力により、フィールド・ステーショ

ンＨＰのコンテンツ拡充など発信機能の強化が実現した。以上の活動について、ワー

クショップの成果は論集 New Paradigm for Human Beings and Nature: Frontier of 
Asian Area Studies として京都大学東南アジア研究所より公刊し、フィールド・ステ

ーションの発信機能強化についてはウェブサイトの更新版として反映した。 
第二点については、今回の招へいメンバーは、政治学、文化人類学、農学、林学な

ど多様な学問的背景をもつ研究者によって構成されているが、若手ワークショップや

国際シンポジウムでの討論への参加を通じ、研究分野や国家の壁を越えた分離融合型

の学際的・国際的地域研究という視角から相互に知的啓発を行った。またエクスカー

ションに際しては、日本の農村における問題や地域おこし活動の現場を見ることを通

じ、日本の農村との比較という新たな視点を提供した。 
第三点については、各フィールド・ステーションごとに、そこでの活動に関連のあ

る大学院生（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）およびポスドク若手

研究者をファシリテーターとして配置し、招へい者へのオリエンテーション、若手ワ

ークショップ、フィールド・ステーションＨＰのコンテンツ拡充といった作業を行っ

た。これは招へい者の日本滞在を円滑ならしめることのほかに、各招へい者と問題関

心を共有する京都大学の若手研究者とのあいだに人的パイプを形成することを目的

とするものである。そのほか、レセプション・ディナーやプログラム終了時の送別パ

ーティーなど、学術活動の外でも京都大学の若手研究者と交流する機会を公式非公式

に設けることで、人的ネットワークの強化を行った。  
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５-１ 大学院教育部会 
 

大学院教育部会では今年度大きく分けて二つのことを行った。一つは、①大学院ア

ジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）で、G-COE『生存基盤持続型の発展を目

指す地域研究拠点』が掲げる持続型生存基盤に関する講義および演習を実現するため

の検討の開始であり、いま一つは、②21 世紀 COE で ASAFAS の臨地教育で大きな成

果を上げたフィールド・ステーションを活用した、若手研究者の育成を推進するため

の学生の現地派遣である。 
 

５-１.１ ASAFAS 新専攻「グローバル地域研究」および「持続型生存基盤論講座」に

ついて 
 
大学院アジア・アフリカ地域研究研究科はカリキュラムの改善を進めている。本プログ

ラムで創出しようとしている持続型生存基盤論（Humanosphere Studies）の中核科目と

して、平成 20 年度から、大学院アジア・アフリカ地域研究研究科の共通科目として「持

続型生存基盤研究の方法」、「イスラーム世界生存基盤論」、「国際環境医学論」の提供を開

始した。その講義内容は以下のとおりである。 
 

持続型生存基盤研究の方法 I（前期 2 単位、杉原薫） 
 
アジア・アフリカ地域の生存基盤（人間社会とそれをとりまく「生存圏」－森林や水域。

大気圏なども含む－）の構造と変動を考察するためのさまざまなアプローチを紹介しつつ、

歴史的な観点からの総合化を図る。理科系、文化系を問わず、地域研究の側から環境問題

に関心を持つ大学院生を対象とする。 
 
持続型生存基盤研究の方法 II（後期 2 単位、河野泰之） 
東南アジアを中心とする熱帯における農業開発、水利開発、農村開発委、農業生産と環境

保全の競合などを含む自然資源の利用と開発、管理に関する基本的な視点を考察し、社会

経済的側面を含む総合的な調査研究手法を学ぶ。 
 
イスラーム世界生存基盤論（後期 2 単位、小杉泰） 
乾燥オアシス地帯である中東に、イスラーム的なシステムがいかに成立、発展したかを歴

史的に考察すると共に、現代において、固有の地域的特徴のなかで、いかに生存基盤を持

続させながら、政治・経済・社会の維持・発展を試みているか、実証的に検討する。特に

湾岸産油国や、オルタナティブとしてのイスラーム経済にも注目する。 
 
国際環境医学論Ａ（前期 2 単位、松林公蔵） 
疾病と老化に関する基本的事項を総論的に解説したのち、人の疾病、老化と自然生態系な

らびに文化に関する諸問題について、各受講生の関心領域との関連で、自由討議をおこな

う。この過程を経て、各自のテーマと医学は関連する事項を考察する。 
 
国際環境医学論Ｂ（後期 2 単位、松林公蔵） 
東南アジア諸国における地域在住高齢者の健康実態に関するフィールド医学的知見を紹介

し、個々の問題点に関する各論的討論を通じて、より具体的な課題の発見とその解決法を

模索する。 
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加えて、平成 21 年４月に大学院アジア・アフリカ地域研究研究科グローバル地域研究

専攻および持続型生存基盤論講座を新設した。また同講座に新規で教授ポスト２ を措置し

た。事業推進担当者を中心とする他部局の関連教員も、この講座の教育研究活動に協力教

員として参画することにより、本プログラムで創生する持続型生存基盤研究

（Humanosphere Studies）を自主的・恒常的に継続・発展させることができる。同講座

では、平成 21 年度に、「持続型生存基盤研究の方法 I」、「持続型生存基盤研究の方法 II」、
「熱帯乾燥域生存基盤論」、「熱帯森林資源論」、「人間環境関係論」、「国際環境医学論 I」、
「国際環境医学論 II」、「生存圏科学論」の 8 つの講義を開講し、自然生態、政治経済、社

会文化を包摂した総合的地域研究と人類の生存基盤を左右する先端的科学技術研究を融合

させた教育研究活動を継承・発展させる。 
 
熱帯乾燥域生存基盤論（前期 2 単位、小杉泰） 
熱帯乾燥域である中東・北アフリカについて、歴史的にどのような生存基盤持続型の社会・

経済・政治システムが展開してきたのか、その特徴とは何か、またそのような文明的な遺

産を現代的に展開しつつあるイスラーム金融などの発展からいかなる将来的な展望が描き

うるのか、考察する。 
 
熱帯森林資源論（後期 2 単位、小林 繁男） 
熱帯林における生態資源の現状を地域住民の生活との相関で説く。森林生態資源を生物資

源と環境資源に区分し、前者を住民の生存基盤として人間の安全保障、後者を生存基盤と

して地球環境問題との関連性を言及し、熱帯林生態資源の持続的利用について考察する。 
 
人間環境関係論（前期 2 単位、田辺 明生） 
人間と環境の相互作用的な関係について、社会と技術と生態の連関に注目しながら論じる。

持続型生存基盤の構築に向けて、人間と環境の関係をどのように再構築できるかを地球と

地域の両方の視点から考察する。 
 
生存圏科学論（後期 2 単位、山本衛 他） 
人類の生存圏である人類生活圏、森林圏、大気圏、宇宙圏などにおいて、人類社会の持続

的発展を考える上で重要となる自然あるいは人為起源の現象がどのように生起しているの

かについて明らかにする。特に、地球大気環境の精密な計測手法について紹介するととも

に、観測情報の統合的な解析を通してそのメカニズムを総合的に分析する。また、森林の

作用に注目しながら、生命科学的観点から森林資源としての木質の形成機構の解析・統御

方法について考察するとともに森林の環境修復を目指した研究を紹介する。 
 
また、これらを補完するために、地球環境学舎を受け皿として全学的な講義体制を構築

している京都サステイナビリティ・イニシアティブ（KSI）のサステイナビリティ学コー

スにおいて、以下の講義を提供している。 
 
生存圏開発創成科学論（前期 2 単位、川井秀一・矢野浩之・大村善治 他） 
人類の生存圏である人類生活圏、森林圏、大気圏、宇宙圏などにおいて、人類の生存を脅

かすさまざまな事象が発生している。この生存圏の悪化の現状を打破し「治療」に結びつ

く方策について考察するとともに、宇宙空間から地表に至る生存圏の新たな開発創成の可

能性について、太陽エネルギーの利用を軸として、持続的社会の構築に向けた木質資源の

循環システム構築のための技術開発、および宇宙太陽発電や人類の宇宙活動を左右する宇

宙電磁環境の衛星観測や計算機シミュレーションなど人類の宇宙への生存圏の拡大のため

の技術開発の現状と展望について述べる。 
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東南アジアの環境と社会（平成 20 年度は前期、平成 21 年度は後期 2 単位、速水洋子・河

野泰之・水野広祐・松林公蔵 他） 
東南アジアとその周辺域における自然資源の持続的利用、およびより広く環境と人間生活

に関わる諸問題について、技術的・生態学的観点からのみならず、民族、開発、社会経済

システムやポリティクスといった点からも幅広くとりあげ、南アジア、日本との比較の視

点を含め個別事例的に検討する。 
 
大学院アジア・アフリカ地域研究研究科は、5 年一貫性大学院なので、これらの科目はい

ずれも、前期課程・後期課程に関わらず履修することができる。多くの大学院生は、第一

年次や第二年次にこれらの科目を履修し、第三年次以降は、研究分野を横断する 3 名の指

導教員による指導のもと、博士論文に向けた研究に専念する。 
 
５-１.２ ＴＡ・ＲＡプログラム 

 
RA については、以下の要領で公募した。 

 
京都大学 

GCOE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」 
平成 20 年度リサーチ・アシスタント募集要項 

 
平成 20 年 5 月 1 日 

 
 
GCOE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」では、アジア・アフ

リカ地域におけるフィールド調査にもとづいた地域研究を推進する目的で、広く学内よ

りリサーチ・アシスタント（RA）を募集します。 
 

1. 採択予定者数：4 名 
 

2. 採用期間： 10 ヶ月（平成 20 年 6 月～平成 21 年 3 月） 
 

3. 勤務時間および待遇： 
週 19 時間を上限に勤務予定を組んで頂きます。勤務日および時間は相談に応じます。

時給は原則として 1,407 円です。 
 

4. 応募資格： 
(1) 大学院博士後期課程（5 年一貫制の場合は 3 年次以上）に在籍し、本プログラムの

趣旨に沿った研究補助に従事することができる者は、所属研究科を問わず応募資格があ

ります。 
(2) 国費留学生、日本学術振興会特別研究員、および他のプログラム等で RA に採用さ

れている者は応募資格がありません。 
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5. RA の職務および責務： 
海外フィールドワークの実施およびその成果の公開に関連した研究補助が主な職務です。

加えて、GCOE が主催する研究会に積極的に参加することが望まれます。 
 

6. 応募方法 
RA 申請書に必要事項を記入の上、<gcoe_eduoffice@cseas.kyoto-u.ac.jp>宛に送信して

ください。 
 

7. 審査方法および採用通知 
GCOE 教育部会 ASAFAS 委員会において審査の上、採否を決定します（必要に応じて

面接をおこなうことがあります）。 
 

8. GCOE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」とは 
本プログラムは、アジア・アフリカ地域の持続的発展に関する学際的研究を、グローバ

ルで長期的な視野から、多面的に行うために創出されました。われわれは、アジア・ア

フリカの地域研究に携わる研究者と、先端技術の開発に関わる科学者との学問的対話を

促進するために、「持続型生存基盤パラダイム」という新しい考え方を提案し、地球温暖

化のアジア・アフリカの地域社会への影響といった緊急の課題に対応しつつ、ローカル

な、あるいはリージョナルな持続的発展径路を追究したいと考えます。 
本プログラムの主幹部局である東南アジア研究所は、強い学際的な志向を持った京都大

学の地域研究の伝統のなかで発展してきました。本プログラムは、大学院アジア・アフ

リカ地域研究研究科が東南アジア研究所と協力して行った 21世紀COEプログラムの成

果を受け継ぐとともに、生存圏研究所などから森林科学・木質科学、気候学・大気圏科

学、物質循環論、エネルギー科学など「サステイナビリティー学」の専門家を加えて、

地域研究における科学的研究の幅を広げます。それによって、先端科学技術の知識を、

伝統的な地域研究を支えてきた生態学、政治学・経済学、社会学・人類学、歴史学、医

学の知識と融合させることによって、これまでの体制よりもはるかに幅広い人文科学、

社会科学、自然科学の諸分野につうじた地域研究の専門家や科学者を養成します。 
こうした試みは、国際的に見ても例のない、知のフロンティアへの挑戦であると同時に、

地域社会にとって喫緊の課題とも直接の関わりを持つ、実践的な性格も持っています。 
 
詳しくは、本プログラムのウエブページをご覧下さい。 
http://www.humanosphere.cseas.kyoto-u.ac.jp/ 

 
この公募に対して 2 名の応募があり、次の 2 名を採用した。 

 
佐川徹（平成 20 年 7 月～10 月） 
八塚春菜（平成 20 年 11 月～平成 21 年 2 月） 
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活動は、フィールド・ステーション派遣の対象者に対して、渡航計画書を作成するため

の指導補助、および調査報告書を提出するための指導補助をおこなった。 
 

 
５-１.３ フィールド・ステーションを活用した若手研究者の育成 

フィールド・ステーションを活用した若手研究者の育成に関しては、21 世紀 COE
においてフィールド・ステーションを開設した ASAFAS と、インドネシアのパソ森

林保護区で臨地研究を実施する生存圏研究所は、学生の募集を別々に行うことになっ

ており、本年度もその方式を踏襲した。 
大学院教育部会の ASAFAS 委員会では、年に前・後期の二回募集を行うこととし、

前期の募集期間を 4 月 22 日－5 月 8 日、後期を 8 月 15 日－9 月 15 日に設定してそ

れぞれ募集した。なお、募集要領は以下の通りである。 
 

公募要領 
グローバル COE プログラム 「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」 

2008 年度フィールド・ステーション等派遣経費支援の申請について 

 

グローバル COE 大学院教育部会 

 
 
 下記の通り、フィールド・ステーション等派遣支援の募集を行います。これは、グロ

ーバル COE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」の一環として、

ASAFAS が臨地教育の拠点としてきたフィールド・ステーションを継承、発展させなが

ら、大学院生の教育研究を推進しようとする事業です。当支援では、博士予備論文の内

容を拡充し、それを博士論文につなげるためのフィールド調査を奨励しています。 
希望者は申請書に記入の上、電子メールに添付して、5 月 8 日正午（後期は 9月 15 日）

までにグローバル COE 教育部会宛に送信してください。送信先のアドレスは 

<sun@cseas.kyoto-u.ac.jp> とし、件名は「フィールド・ステーション等派遣経費の申

請」としてください。 
 
1. 申請資格 

申請者は、京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科の大学院生で、博士予備

論文を提出し合格した院生、他研究科で修士号を取得して本研究科に編入・転研究科し

た院生、および本研究科の研修員で博士号を取得していない者にかぎります。なお申請

にあたっては、必ず指導教員の承諾を得てください。 

2. 助成内容 
2008 年度中の派遣に対して、旅費、滞在費等を支援します。ただし、備品の購入は対

象外です。 

3. 選考基準 
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研究計画の質、実行可能性、博士予備論文との関連性、ならびに博士論文への発展性

を考慮して選考を行います。 

4. 審査結果の通知 
提出された申請書は、グローバルCOEプログラム教育部会において厳正に審査の上、

5 月末日までに審査結果をメールで通知します。 

5. 報告書の提出 
派遣を終了し帰国した日から 45 日以内に、調査結果を要約した報告書の提出を求め

ます。報告書は、[1]派遣報告書（A4 一枚の簡単なもの）、[2]ホームページ掲載用の和文

報告書（2,000 字以下）、および [3]ホームページ掲載用の英文報告書（400 語程度）の

三点を提出してもらいます。また[2]および[3]には、調査研究の様子がわかる写真を添付

してもらう必要があります。 

6. 他のグローバル COE プログラム研究助成との併願について 
グローバル COE 事務局からは、4 月 10 日付で「次世代研究イニシアティブ研究助成」

の申請も公募しています。「フィールド・ステーション等派遣経費支援」と「次世代研究

イニシアティブ研究助成」の両方に応募することはできません。また両者で応募資格、

申請書式および申請書の提出先が異なりますので、注意してください。 
 

公募の結果 ASAFAS の公募では、前期は 7 名、後期は募集期間に 9 名、計 16 名

の応募があり、応募締め切り直後に選考委員会を開催した。その後、辞退者もあり、

2008 年度はそれぞれ 6 名と 8 名、計 14 名を派遣した(添付書類１参照)。 
 
また、生存圏研究所におけるフィールド・ステーション実際の現地調査について

は添付書類 2 にあるとおりである。 
 
これに加えて、海外拠点を活用した研究支援体制の強化を進めている。本プログ

ラムでは、アジアに４ヵ所（ラオス国立大学、イェジン農業大学等（ミャンマー）、

ハサヌディン大学（インドネシア）、タミルナードゥ農業大学（インド））、アフリカ

に６ヵ所（アジスアベバ大学（エチオピア）、ナイロビ大学等（ケニア）、ソコイネ

農業大学等（タンザニア）、ザンビア大学、ナミビア砂漠研究所、ヤウンデ第一大学

（カメルーン））のフィールド・ステーションと、６ヵ所の海外観測拠点（インドネ

シア科学院生物材料研究センター、パムング MF レーダー観測所、ポンティアナッ

ク MH レーダー観測所、赤道大気観測所、ムシフタンペルサダ社造林地（以上、イ

ンドネシア）、ペルサハーン・コシナール社造林地（マレーシア））を設置して、大

学院生の研究活動に活用している。同時に、現地調査を支援するために、フィール

ド・ステーション派遣助成を実施し、平成 19 年度には 11 人（のべ 569 日）、平成

20 年度には 16 人（のべ 948 日）の大学院生が現地調査に従事している。これらの

フィールド・ステーションや海外観測拠点には、教員も頻繁に訪問しており、現地

調査期間中も教育・論文指導を実施できる体制を構築している。 
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5.1  添付書類1．2008 年度 ASAFASの学生派遣一覧 院生派遣状況 

    氏名 専攻 指導教員 渡航先 
支給

額 
申請書の渡航期間   題目 

  
      

出発日 帰国日 
日

数 
  

前
期
申
請
者 

1 佐藤慶子 アジア 藤田幸一 インド 340 09/01/10 09/03/14 
   

64  
南インド半乾燥地帯溜池灌漑農村における自治組織の機能の調査 

2 鈴木遥 アジア 小林繁男 インドネシア 255 09/01/29 09/03/13 
   

44  

インドネシア東カリマンタン州におけるボルネオテツボク（Eucideroxylon zwageri 

Teijsm.& Binn.）のこけら板生産の現状と地域住民による嗜好 

3
Sharmeen 

Shaila 
アジア 田辺明生 

バングラディシ

ュ 
480 08/08/04 08/10/28 

   

86  

Ethnicity, Exclusion and Entitlement: Politics of Development and Articulation of 

Indigenous Identity among the Mundas of Northwest Bangladesh 

4 平野淳一 アジア 小杉泰 イラン 270 09/01/27 09/02/18 
   

23  
現代イスラーム世界における汎イスラーム主義と諸学派近接運動 

5
CHAKMA 

Shishir Swapan 
アジア 安藤和雄 

バングラディシ

ュ 
437 08/11/16 09/02/16 

   

93  

Fallow, productivity and local responses: The Study of Jum (Shifting) Cultivation in the 

Baghaichari muk village of Chittagong Hill Tracts of Bangladesh through participatory 

rural appraisal (PRA) method linked with an local NGO named (Adibashe Krishak 

Kalyan Samittee) 

6 樺沢麻美 アフリカ 山越言 シエラレオネ 600 08/07/28 08/10/28 
   

93  
シエラレオネにおける人々とチンパンジーのかかわりとその保全 

7 宮田寛章 アフリカ 重田眞義 マリ 辞退       西アフリカ都市住民の共同体と生活世界に関する研究 

後
期
申
請
者 

8 加川真美 アジア 小林繁男 フィリピン 200 09/01/08 09/01/27 
   

20  
フィリピン農村部における食のグローバル化の浸透と健康問題 

     
190 09/02/05 09/02/22 

   

18  
  

9 柳沢英輔 アジア 平松幸三 ベトナム 辞退 ゴング文化を通して見る文化の継承と変容 －ベトナム中部高原の事例から－ 

10
Jafar 

Suryomenggolo 
アジア 水野広祐 オランダ 255 08/11/09 08/12/04 

   

26  
Labour in Indonesia during the revolution (1945-1950) 

11 Rosy Ne Win アジア 竹田晋也 ミャンマー 360 08/11/04 09/01/28 
   

86  

An Ecological Study on Regeneration of Teak Bearing Forests in the Bago Mountains, 

Myanmar 

12 Syafwina アジア 小林繁男 インドネシア 220 08/12/13 09/01/13 
   

32  

A comparative study of rehabilitation and reconstruction process of natural disaster 

destroyed areas in Aceh and Yogyakarta Province, Indonesia 
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13 片山祐美子 アフリカ 市川光雄 ガンビア 250 08/12/23 09/02/11 
   

51  
ガンビア川中流域におけるイネ品種と土地所有および労働形態との関係 

14 佐藤宏樹 アフリカ 山越言 マダガスカル 400 08/10/13 08/11/08 
   

27  

マダガスカル南部、半砂漠有刺林における種子散布者として重要なキツネザル類の生態調

査 

15 久田信一郎 アフリカ 重田眞義 エチオピア 400 08/08/26 09/03/31  218 
地域住民の参加型研究を可能にする空間情報活用のためのインターフェイス開発の試み—エ

チオピア農村における土地利用の分析のために— 

16 山根裕美 アフリカ 山越言 ケニア 600 08/12/01 09/03/31  121 ケニア、ナイロビ国立公園およびその周辺地域におけるヒョウ(Panthera pardus)と人の関係 

    合計       5257     1497   
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5.1 添付書類 2. 生存圏研究所関係の学生派遣一覧 

生存圏研究所 

 氏名 
研
究
室 

指導教員 支給額 渡航先 出発日 帰国日 
滞在
日数  

研究テーマ 

1  田畑悦和 
生
存
研 

山本衛 402,500 インドネシア 08/03/08 08/03/22 15 境界層レーダーとラジオゾンデを用いた観測実習 

2  足立透 
生
存
研 

山本衛 182,250 インドネシア 08/12/04 08/12/27  23 雷観測カメラのメンテナンス及び赤道大気レーダー観測 

3  今村祐嗣 
生
存
研 

 192,640 インドネシア 09/03/25 09/03/28 3  Humanosphere Science School 2009に講師として参加 

4 梅村研二 
生
存
研 

 216,420 インドネシア 09/03/25 09/03/29 4 同上 

5  Joko Sulistiyo
生
存
研 

今村祐嗣 121,700 インドネシア 09/03/25 09/03/31  6 Humanosphere Science School 2009を受講 

6  田畑悦和 
生
存
研 

山本衛 
192,635

インドネシア 09/03/25 09/03/28  3 同上 

    計 1,308,145       
 

54
  

  生存研院生＋教員 1,246,430     
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５-２ 若手養成・研究部会 

 

 若手養成・研究部会の活動は、主に以下の 2 本の柱から成る。1) 特定助教（G-COE）3
名と特定研究員（G-COE）６名を 4 月 1 日付けで採用し、本プロジェクトの中核となって

調査研究を推進することを指導し支援した。2）13 件の個人・グループの調査研究のため

に、総額 675 万円の「次世代研究イニシアティブ・研究助成」経費を支給し、その活動を

支援した。 
 それら理系・文系の広い分野にまたがる若手研究者が、随時研究会を開いて情報・意見

交換を行い、生存基盤持続型の発展を目指した学際的共同研究の可能性を積極的に探求す

ることを奨励した。その他、成果の英語出版（単著、論文）を目的としたセミナーを 2 回

開催した。また、生存研研究所およびインドネシア科学院(LIPI)とともに、2009 年 3 月イ

ンドネシア・チビノンで「生存圏科学スクール(Humanosphere Science School)」を共催

した。 
 特定助教と特定研究員以外で若手養成部会が予算的に研究支援した若手研究者は、平成

19 年度が博士課程大学院生 11 名、ポスドク研究員 18 名、平成 20 年度が博士課程大学院

生 16 名、ポスドク研究員 13 名である。このうち、新たな職を得た者は、特定助教の甲山

治（京都大学東南アジア研究所准教授、平成 21 年 4 月 1 日）、ポスドク研究員の伊藤雅之

（農業環境技術研究所特別研究員、平成 20 年 4 月）、古市剛久（京都大学大学院アジア・

アフリカ地域研究研究科特定助教、平成 20 年 11 月）、白石壮一郎（関西学院大学大学院

社会学研究科特任助教、平成 20 年 12 月）、近藤史（神戸大学農学部地域連携センター地

域連携研究員、平成 20 年 12 月）である。また、平成 21 年 3 月には 3 名の博士課程大学

院生が博士号を取得し、そのうち佐藤靖明が平成 21 年 4 月に大阪産業大学人間環境学部

客員講師に着任した。 
 
５-２.１ 特定助教（Ｇ-ＣＯＥ）・特定研究員（Ｇ-ＣＯＥ）の活動 

3 名の助教と 6 名の研究員は、各自が各々の専門分野の論文を執筆するとともに、生存

基盤に係わる問題系に積極的に取り組んで調査研究を行った。個々人の主な業績を以下に

簡単に紹介する。 
助教の 3 名、すなわち生方は、G-COE の若手派遣プログラムでイギリス・ロンドン大

学 LSE に半年の研修機会を得たことを活かし、英語で単著論文を 5 本、共著論文を 1 本

発表した。甲山は、単著日本語論文 1 点、共著日本語論文 4 本（うち第 1 著者 2 点、第 2
著者 1 点）、共著英語論文 2 本を発表した。木村は、査読付論文 1 本、短報 4 本のほか、

口頭発表を 15 回行った（うち英語が 2 回）。 
研究員の 6 名について、和田は査読付共著英語論文を 6 本（うち第 1 著者 1 点、第 2 著

者 2 点）と、査読なし論文および共著短報を 4 本（日英各 2 点、うち第 1 著者は 2 点）発

表した。西は単著書 1 冊（『現代アフリカの公共性』昭和堂 289p）のほか、査読付論文

を日本語と英語で各 1 本発表し、4 回の口頭報告を行った。藤田も査読付論文を日本語と

英語で各 1 本発表したほか、学会等のプロシーディングに英語 3 本日本語 1 本の短報を発

表した。孫は英語単著論文 3 本のほか、口頭発表を英語で 2 回、日本語で 1 回行った。小
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林は、英語共著論文 2 本（ともに第 1 著者）、英語短報 1 本を発表した。佐藤は共著論文 2
本（うち第 1 著者は 1 点）のほか、英語の研究報告が 2 回、英語の招待講演が 1 回ある。 

 
５-２.２ 次世代研究イニシアティブ・研究助成の交付 

 以下の 13 件の若手研究者・グループに助成した。 
 
1. 海田るみ（生存圏研究所 非常勤研究員）「熱帯人工林持続のための樹木の育種研究」 
2. 木村周平（特定助教 (G-COE)）「ローカルな潜在知としての災害の記憶 -トルコ・台

湾・インドネシアの地域間比較から- 」 
3. 黒崎龍悟（大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 研究員）「農村開発のフィードバ

ック・プロセスを内包した実践的地域研究の確立に関する研究」 
4. 甲山治（特定助教 (G-COE)）「多くの水問題を抱える国際河川流域における問題解決

型の水文学の実践 -中央アジア・アラル海流域を事例として- 」 
5. 近藤史（大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 研究員）「タンザニア南部高地にお

ける造林焼畑の持続可能性の検討 - アフリカ農村の社会基盤に根ざした「人為植生の

循環利用」モデルの構築にむけて - 」 
6. 白石壮一郎（大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 非常勤研究員） 「持続的な社

会を構築するための「参加的民主主義」の検討 -現代アフリカにおけるローカルな政

治実践の経験から学ぶ- 」 
7. 相馬貴代（大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 博士課程）「導入樹種 Leucaena 

leucocephala の除去がワオキツネザルの生態に及ぼす影響」 
8. 孫暁剛（特定研究員 (G-COE)）「アジアとアフリカの牧畜社会における生業の多角化

と持続型発展に関する比較研究」 
9. 田畑悦和（生存圏研究所・理学研究科 博士後期課程）「インドネシア海洋大陸域にお

ける日変化特性の研究」 
10. 藤岡悠一郎（大学院アジア・アフリカ地域研究研究科 博士課程）「南部アフリカ・乾

燥地域における農牧民の生存基盤としてのローカル・フロンティアの役割とその動態」 
11. 藤田素子（特定研究員 (G-COE)）「熱帯大規模アカシア植林地における生物多様性の

評価および鳥類相の変化に起因する物質循環への影響」 
12. 古市剛久（東南アジア研究所 非常勤研究員）「島嶼部東南アジアにおける流域スケー

ルの土地利用変遷とその主要な影響としての表土流出」 
13. 和田泰三（特定研究員 (G-COE)）「地域在住高齢者の老年症候群とそのケアの実態 -

タイ・日本の国際間比較-」 
 
５-２.３ 研究会・シンポジウム等の開催  

 以下の研究会・シンポジウムを開催した。 
 
G-COE 若手養成研究部会・第 4 回研究会(2008/4/12) 

2007年度次世代イニシアティブ研究助成の対象となった 18の研究課題の成果報告会を

開催した。報告者および発表題目は以下のとおりである。 
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1.古市 剛久（京大生存基盤科学研究ユニット 研究員） 
「東南アジア社会における生存基盤としての土地・水資源の管理－流域スケールでの

土地利用変遷の分析とその分離統合型土地・水資源管理指針への統合－」 
2.丸尾聡（京大アジア・アフリカ地域研究研究科 非常勤研究員） 
「アフリカ・バショウ科作物文化圏における資源利用と生業基盤の持続性に関する比

較研究」 
3.佐藤靖明（京大アジア・アフリカ地域研究研究科 博士課程） 
「東アフリカの生業基幹作物バナナ（Musa spp.）とエンセーテ（EnseteVentricosum）

の遺伝資源をめぐる在来知の変容プロセス」 
4.生方史数（京大東南アジア研究所 助教） 
「『プカランガン』からみたジャワ系移民の生活世界」 
5.中山節子（京大アジア・アフリカ地域研究研究科 研究員） 
「マラウイ湖漁労者による湖沼資源認識の変遷に関する歴史人類学的研究」 
6.中村香子（京大アジア・アフリカ地域研究研究科 特任助手） 
「『知的潜在力』としてのアイデンティティの『柔軟性』と『重層性』－東アフリカ牧

畜社会における社会的生存基盤に関する研究－」 
7.遠藤環（京大東南アジア研究所 G-COE 研究員） 
「都市におけるインフォーマル経済とコミュニティの機能：都市下層民の視点から」 
8.北村由美（京大東南アジア研究所 助教） 
「生存基盤としての宗教－世俗的イスラーム国家インドネシアにおける華人の宗教

―」 
9.Ragil Widyorini（Mission Research Fellow, RISH Kyoto University） 

“Evaluation of biomass production of plantation forest in tropical area: A case 
study of Acacia plantation forest, PT Musi Hutan Persada, South Sumatra, 
Indonesia” 

10.風戸真理（京大地域研究統合情報センター 研究員） 
「現代モンゴルの都市と地方における貴金属の文化的な価値：銀製品に注目して」 
11.細田尚美（京大東南アジア研究所 非常勤研究員） 
「可能性としてのハイパー・モビリティ―生存基盤持続型社会の潜在力の表現として

の人の移動に関する広域比較研究・序説」 
12.佐藤孝宏（京大東南アジア研究所 G-COE 研究員) 
「東南アジア諸地域におけるバイオエネルギー生産と関連制度整備の現状調査」 
13.伊藤雅之（京大大学院農学研究科 研究員） 
「熱帯森林生態系における温室効果ガス動態解明のための安定同位体的研究」 
14.加瀬澤雅人（国立民族学博物館・外来研究員） 
「民族医療の文化的側面と技術・資源的側面の相互関係性及び、伝統医療の持続的な

活用に関する研究」 
15.藤田素子（京大生存圏研究所 研究機関研究員） 
「熱帯大規模アカシア植林地における生物多様性の評価および鳥類相の変化に起因す

る物質循環への影響」 
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16.西真如（京大東南アジア研究所 G-COE 研究員） 
「開発論における「参加」と「リスク」概念の批判的再検討」 
17.海田るみ（京大生存圏研究所 非常勤研究員） 
「熱帯人工林持続のための樹木の分子育種」 
18.足立透（京大生存圏研究所 非常勤研究員） 
「東南アジア域における雷放電活動のモニタリング」 
 

G-COE 若手養成研究部会「ジャレド・ダイアモンドを読む会」(2008/5/26) 
  発表者：星川圭介 

 
G-COE 若手養成研究部会・英語出版に向けたワークショップ（2008/6/19） 

Prof. Mark Selden  
"The Future of Publishing in the Asia-Pacific Has Arrived: From Paper to Online 
Publication" 

 
G-COE 若手養成研究部会・シンポジウム「災害に立ち向かう地域／研究」（イニシアテ

ィブ 4 研究会、若手研究者養成部会・イニシアティブ 4 および萌芽科研「防災教育・自

然災害復興支援のための地域研究を目指して」共催）（2008/7/11－12） 
- 清水展（東南アジア研究所）「生存基盤が壊れるということ：ピナトゥボ山大噴

火（1991）と先住民アエタの被災と新生の事例から」 
- 西芳実（東京大学大学院総合文化研究科）「『災害に強い社会』を考える：2004

年スマトラ沖地震津波の経験から」 
- 遠藤環（埼玉大学経済学部）「都市のリスクと人びとの対応：バンコクのコミュ

ニティにおける火災の事例から」 
- 木村周平（東南アジア研究所）「将来の地震の不安と地域社会：トルコ、イスタ

ンブルの事例から」 
- 甲山治（東南アジア研究所）「温暖化および気候変動にどう対応するか？：水災

害を事例として」 
- 佐藤孝宏（東南アジア研究所）「農業水利変容とその影響：インド・タミルナド

ゥ州の事例」 
- 生方史数（東南アジア研究所）「塩と共に生きる？：タイ東北部における塩害と

生存基盤」 
- 西真如（東南アジア研究所）「ウイルスと民主主義：エチオピアのグラゲ県にお

ける HIV/AIDS 問題と地域社会の取り組み」 
- 山本博之（地域研究統合情報センター）「自然災害で現れる『地域のかたち』－

インドネシアの地震・津波災害の事例から」 
 
G-COE若手養成研究部会・シンポジウム「生存を支える『地域／社会』の再編成」（2009/1/23
－25） 

- 西垣有（阪大） 「公共空間をつくる―ポスト社会主義期、モンゴル・ウランバ
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ートル市の事例から」 
- 細田尚美（東南ア研） 「移動と交歓―フィリピン向都移民の民族誌」 
- 長倉美予(ASAFAS) 「レソト山岳地の生業とその変遷」 
- 鈴木 玲治（生存研ユニット・東南ア研）「ミャンマー・カレンの営む焼畑土地利

用の履歴と森林植生の長期的変化」 
- 小河久志（総研大） 「「正しいイスラーム」をめぐるポリティクス：タイ南部イ

ンド洋津波被災地における宗教実践の変容を事例に」 
- 池田昭光（都立大） 「レバノン内戦の記憶に関する予備的考察：宗派という視

点」 
- 佐川徹（ASAFAS) 「暴力と歓待の境界:東アフリカ牧畜民による可傷性への対

処」 
- 久保忠行（神戸大） 「ビルマ：紛争の現代的特徴と難民キャンプの生活世界」 
- 山北輝裕（関学） 「野宿者にとって＜地域福祉＞とはなにか」 
- 倉田誠（神戸大） 「住民の末端化／主体化の力学：小規模国家サモアにおける

保健医療サービスの展開から」 
 
G-COE 若手養成研究部会・研究会 
「持続的な社会を構築するための 『参加的民主主義』の検討：アジア・ アフリカにおけ

るローカルな政治実践の経験から学ぶ｣（2009/3/16） 

白石壮一郎（関西学院大学大学院社会学研究科） 
「アジア・アフリカにおける"市民社会"と"参加"の概念(研究会趣旨説明)」 
真崎克彦（清泉女子大学地球市民学科） 
「ブータンの政治改革：「王政」から「民政」への移行？―ある農村でのシティズ

ンシップ実践を事例として」 
西真如（京都大学東南アジア研究所） 
「政治実践としてのコミュニティ開発 ―エチオピアのエジャ開発委員会の経験」 

 
５-２.４ インドネシア・チビノンで開講された生存圏科学国際スクールとシンポジウム

への若手部会のメンバー派遣 

生存圏研究所、東南アジア研究所、G-COE プログラム「生存基盤持続型の発展を目指

す地域研究拠点」、およびインドネシア科学院(LIPI)とが共催し、京都大学国際交流推進機

構支援事業からの支援を得て、平成 21 年 3 月 25～28 日に開催された生存圏科学スクール

(Humanosphere Science School; 以下では HSS)に、若手研究員を派遣した（佐藤孝宏・

和田泰三（東南アジア研究所）、相馬貴代、樺沢麻美（アジア・アフリカ地域研究研究科）、

田畑悦和（生存圏研究所））。本部会の若手研究者の田畑悦和が Wind Profiler radar 
observations over Indonesian Maritime Continent, 相馬貴代が How introduced plant 
species influence the ecology of an endemic primate、樺沢麻美が Chimpanzee 
Conservation and Sanctuaries in West Africa の報告を行った。 
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５-２.５ Ｇ-ＣＯＥ国際シンポジウムでの発表 

3 月 12~14 日に開催された国際シンポジウム”Biosphere as a Global Force of Change”
において G-COE 助教 3 名、研究員 5 名が発表を行った。発表なみならず、その企画段階

から、若手研究者が積極的に参加し、それぞれの専門分野と生存基盤プロジェクトを具体

的にいかに結びつけ、発展させるかを真剣に考え、議論した。  
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６．研究イニシアティブ 

 

６.１ パラダイム研究会 
 研究イニシアティブは、プログラムのメンバーが 4 つのイニシアティブにわかれて共同

研究を行うために設置された。パラダイム研究会は、本報告書の 2 で述べた「パラダイム

形成」という目標を担うとともに、イニシアティブ相互の関連や全体の流れを議論する、

本プログラムの中心となる研究会である。平成 20 年度は 10 回（特別研究会を含めると

12 回）開催された。詳細は以下の通りである。 
 

 第 7 回研究会 （2008/04/21） 
「生存基盤持続型発展を目指した研究活動報告」 

杉原薫「生存圏研究におけるズームイン・ズームアウト」 

河野泰之「熱帯の自然とは、その潜在力を生かす技術とは」 

石川登「時空間のなかのバイオマス資源社会」 

田辺明生「持続型生存基盤と地域の潜在力」 
 第 8 回研究会 （2008/05/19） 

「生存の意味：現代社会におけるその変容をどう理解するか」 

松林公蔵「脳科学から見た高齢化社会 -生存の意味をめぐるパラダイム転換」 

討論者：落合恵美子（京都大学文学部）「アジアの少子高齢化と家族」、杉原薫 

 第 9 回研究会 （2008/06/16） 
「遺伝子組み換え作物の可能性と危険性」 

小泉望（大阪市立大学）「遺伝子組み換え作物の可能性と危険性」 

討論者：神崎護 
 第 10 回研究会 （2008/07/14） 

「社会基盤の創生とリスクマネージメント」 
岡田憲夫（京都大学防災研究所）「社会基盤創生とその持続的なマネジメント: 計画

論的アプローチ」 

討論者：安藤和雄「地域社会から見た災害」、余田成男（京都大学大学院理学研究科）

「東南アジア地域の気象災害軽減国際共同研究」 

 第 11 回研究会 （2008/09/22） 
「化石資源世界経済における熱帯地域の世界戦略」 

杉原薫「「化石資源世界経済」の形成と構造－エネルギー効率の改善と環境破壊の２０

０年－」 

討論者：石原慶一（京都大学大学院エネルギー科学研究科）、深尾葉子（大阪大学大学

院経済学研究科） 
 第 12 回研究会 （2008/10/20） 

「熱帯地域における緑の革命―南アジアとアフリカ」 
藤田幸一「『緑の革命』と経済的離陸：インドの経験から何を学ぶか？」 

 若月利之（近畿大学農学部）「水田農業の普及によるアフリカの緑の革命実現とアフリ



 28

カ型里山集水域の創造」 
 特別研究会 （2008/11/04） 

「希少気候予測の可能性と限界」 
  住明正（東京大学サステナビリティー学連携研究機構）「希少気候予測の可能性と限界」 
  討論者：松下和夫（京都大学大学院地球環境学堂）、田辺明生 

 第 13 回研究会 （2008/11/17） 
「モンスーンアジアの気候生態史観」 
  安成哲三（名古屋大学地球水循環センター）「モンスーンは森を創り、森はモンスーン

を維持する そして人は森もモンスーンも変えていく？－ユーラシア大陸における気候・

生態系相互作用とその変化－」 

  討論者：高谷好一（清泉大学）、酒井章子（総合地球環境学研究所） 
 第 14 回研究会 （2008/12/15） 

「生存圏科学とバイオ材料」 
矢野浩之(京都大学生存圏研究所)「生存圏科学とバイオ材料 未来の車は植物から創

る」 

討論者：阿部健一（総合地球環境学研究所） 

 第 15 回研究会 （2008/01/19） 
「アンデス文明における権力の盛衰」 

関雄二（国立民族学博物館） 

討論者:永渕康之（名古屋工業大学） 

 特別セミナー：パラダイム研究会・イニシアティブ 2 合同研究会（2008/02/09） 
「アグロフォレストリーと土地利用持続性」 

P. K. Ramachandran Nair (Florida University) 「アグロフォレストリーと土地利用

持続性」 
討論者：竹田晋也、Oekan Soekotjo Abdoellah 

 第 16 回研究会 （2008/02/18） 
「エコ・コモンズの可能性―持続と破綻のはざま」 
  秋道智彌 (総合地球環境学研究所) 「エコ・コモンズの可能性―持続と破綻のはざま」 

討論者：池谷和信（国立民族学博物館）、河野泰之 
 

昨年度のパラダイム研究会は、柳澤、河野、杉原を中心に、研究会ごとに結果を議論し、

プログラムの進行状況にあわせて次の研究会を設定するかたちで組織されたが、平成 20
年度においては、篠原を中心に、杉原、河野、清水、神崎と GCOE 助教・研究員のメン

バーでアイデアを出し合い、必要に応じて外部から報告者、コメンテーター、参加者を招

待するかたちで研究会を設定していった。 
 
今年度開催された 10 回（特別研究会を含めると 12 回）のパラダイム研究会では「生存圏」

の概念を導入した新しい地域研究について活発な議論を行っている。パラダイム研究会で

は毎回講演者と討論者、及びフロアで活発な議論が行われ、2 時間の予定時間をいつも超

過し、懇親会でも議論が継続されることがほとんどである。地域研究に社会・制度・経済
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等のグローバル化の視点を導入することはこれまでも行われてきたが、さらに気候や生態

等の自然科学の視点とテクノロジーの視点を取り入れることで新たなパラダイム形成を狙

っている。逆に理論・技術の一般化の限界が叫ばれ研究の複合化が期待される自然科学者

や技術者にとってローカルな視点を導入するは研究を新たな地平へと導くこととなる。パ

ラダイム研究会の活動を通じ「文理融合」「視点のズームイン・ズームアウト」「圏間の融

合」「生産から生存へ」「つながり･ネットワーク」「Humanosphere」等のキーワードが生

まれ、新しいパラダイムの萌芽が見えるようになってきた。パラダイム研究会の活動は 4
つのイニシアチブの活動に/からスピンオフ/インされ、グローバル COE として新たなパラ

ダイムの萌芽が始まっている印象を受ける。 
 
６.２ 研究イニシアティブ１ 
研究イニシアティブ 1「環境・技術・制度の長期ダイナミクス」の課題は、人類が技術

と制度の発展を通じてアジア・アフリカ地域の環境に与えてきた影響を歴史的にたどるこ

とによって、将来の技術・制度変化の方向を探ることである。初年度の主たる目的は、歴

史学、政治学、経済学、人類学などを専攻するメンバーの専門的な報告を聞く全体研究会

を組織し、本プログラムとの関連を探ること、および、より専門的な 4 つの班を組織し、

生存基盤研究を開始するとともに、これまでの学問的「常識」を再検討すること、の 2 点

であった。2 年目である平成 20 年度は、これら 4 つの研究班と全体研究会を継続発展させ

ることで、活動を活発化させることに徹した。 
 
全体研究会 

 研究会（2008/05/12）  
小泉順子「近代タイ=中国「外交」関係―地域的・歴史的再検討」 
討論者：籠谷直人（京大人文研） 
生方史数「コモンズにみるローカルな制度形成プロセスの現代性」 
討論者： 竹田晋也（ASAFAS） 
 合同研究会 Comparing Human Development in India and China(2008/06/12) 

Dr. Devin Joshi (Assistant Professor, University of Denver) Comparing Human 
Development in India & China 
Dr. Giorgio Shani (Associate Professor, Ritsumeikan University) Globalization, The 
'War on Terror' and Human In/Security in South Asia 

 第 5 回研究会(2008/06/23)「地域サステナビリティ指数の作成にむけて」 
佐藤孝宏「環境・生態に関連する指標からのアプローチ」 
和田泰三（GCOE 研究員）「人間に関連する指標からのアプローチ」 
佐藤・和田「Tentative な地域サステナビリティ指数による地域持続性評価と選択指標の

相互関連性」 
コメンテーター：神崎護（農学研究科）田辺明生（人文科学研究所） 

 合同ワークショップ「地域研究と大学院教育の未来」(2008/12/03) 
杉原薫（京都大学東南アジア研究所教授）「持続型生存基盤パラダイムの創成ー環境・政

治・経済を総合する新しいアジア研究ー」 



 30

小杉泰（京都大学イスラーム地域研究センター長）「発展するイスラーム地域研究の地平：

ネットワーク型研究拠点形成と大学院教育」 
田辺明生（京都大学人文科学研究所准教授）「躍動するインドの新しい姿と南アジア研究

の今後」 
東長靖（京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科准教授）「スーフィズム／タリーカ研

究における文献研究とフィールドワークの技法」 
 GCOE 単行本に関する研究会(2008/12/15) 

杉原薫「グローバル・ヒストリーと複数発展径路」 
佐藤孝宏・和田泰三「生存基盤指数から見る世界」 

 合同ワークショップ "Labour-intensive Industrialisation in South and Southeast 
Asia"(2008/12/20-21) 14 speakers 

 合同ワークショップ(2009/01/28) 
Hakimi Shafiai, "Profit Sharing Contract in Felcra from Islamic Perspectives" 
Mohammad Najmul Islam, "Socio-economic Impacts of Bank Erosion of the River 
Padma at Zanjira, Bangladesh" 
Haris Gunawan, "A Study of the Role of Peat Swamp Forest Remnants to Maintain 
the Native Tree Diversity in A Timber Estate on Tropical Peatlands" 

 研究会「アジアの政治・経済・歴史」(2009/02/17) 
Dr Pierre Van der Eng (Australian National University) Government Promotion of 
Labour-Intensive Industrialisation in Indonesia, 1930-1975 
Dr David Clayton (University of York, U.K.) The Political Economy of Broadcast 
Technologies in the British Empire, c.1945-1960 

 
「古典のなかのアジア経済史」研究会（代表 籠谷直人） 
現時点におけるアジア経済史研究でしばしば言及される文献を取り上げて、その研究史的

意義を検討する。 
 第 4 回 研究会(2008/05/31) 

城山智子（一橋大学・経済学部）「Mark Elvin の"The High-Level Equilibrium Trap"論
について」 

 第 5 回 研究会(2008/06/28) 
籠谷直人（人文科学研究所）「ロイ・ビン・ヲォン『チャイナ・トランスフォームドゥ』 及
び、ケネス・ポメランツ『大いなる分岐―ヨーロッパ、中国、および近代世界経済の形成』」

をよむ。 
 第 6 回 研究会(2008/09/20) 

大島真理夫「トマス C.スミス論を考える」 
 第 7 回 研究会(2008/10/25) 

薮下信幸（近畿大学）「K.N.チョードリー、A.リードのインド洋海域史論を読む」 
 第 8 回 研究会(2008/10/25) 

谷口賢次（大阪市立大学経済学研究科 博士後期）「H.V. Bowen 論について」 
 第 9 回 研究会(2008/12/13) 
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籠谷直人「山田盛太郎：再論」 
西村雄志（松山大学経済学部）「ケインズのインド通貨論について」 

  
「中東・イスラーム地域における環境・技術・制度の長期ダイナミクス」研究会（代表 小

杉泰） 
（１）生存基盤持続型のイスラーム・システムの史的展開 、（２）湾岸地域と産油経済の

長期戦略 、（３）資本主義のオルタナティヴとしてのイスラーム経済 を主たるテーマ

として研究する。本年度は、以下のような研究会・ワークショップを行った。 
 

 国際ワークショップ Dynamics of Social and Political Transformation(2008/08/02-3)  
18 speakers 

 研究会「イスラーム的システムの史的展開」(2008/11/01) 
三浦徹（お茶の水大学副学長）「マムルーク朝」 

 研究会「イスラーム経済を考える：比較文明論および生態基礎論から」(2008/11/20) 
小杉泰「イスラーム経済を考える－－比較文明論および生態基盤論から」 
長岡慎介「現代イスラーム金融の理念と現実－－普遍化と独自化をめぐるダイナミズム」 

 国際ワークショップ''Middle East & Asia Studies Workshop: New Approaches in 
Central-South Asia and Middle Eastern Scholarship'' (2009/02/07)  
13 speakers 

 講演会「イスラーム金融講演会」(2009/02/16) 
武藤幸治（立命館アジア太平洋大学・教授）「顧客はイスラーム金融をどうみているか」 
Dr. Muhammad Umer Chapra（Senior advisor to Islamic Reseach and Training 
Institute, Islamic Developmnt Bank）「世界金融危機とイスラム金融」 

 イスラーム国際ワークショップ(2009/02/18) "Islamic Economic System and Divergent 
Paths of Economic Development"  
Six speakers 

 
「日本の自治村落とアジアの農村」研究会（代表 藤田幸一） 
 わが国では近世以来の小農社会の成立に伴って、現在にいたる農村制度の骨格ができあ

がった。高度な自治機能を備える「自治村落」はその中核的存在の一つである。本研究で

は、近世に期限をもつ農村諸制度の発展の歴史的過程を念頭に置き、その研究を深化させ

るとともに、それとの対比でアジア農村の諸制度について分析・考察する。 
 本年度は、第１回研究会を 2008 年 11 月 29 日（土）に東京大学で開催し、大鎌邦雄『行政

村の執行体制と集落』農業総合研究所、1994 年を読んだ。日本の典型的な「自治村落」の構

造的特質、および特に明治政府の推進した部落有林統一政策とそれに対する行政村や集落の対

応について、議論を深めた。日本の「自治村落」も、自治村落間にまたがる問題については無

力で、上位権力の調停等があってはじめて問題が解決し、共同体も安定する、などの重要な教

訓を得た。第２回目は鹿児島大学にて 2009 年 2 月 20 日（金）、21 日（土）の 2 日間をかけ

て実施した。初日には坂根嘉弘『分割相続と農村社会』九州大学出版会、1996 年を読み、日

本の他地域とは異なる鹿児島地方の分割相続制度とそれに関連した特異な家族・村落制度につ
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いて議論を深めることができた。鹿児島に見られる制度は、タイなど東南アジアとの類似性が

ある。また第２日目には、鹿児島県南さつま市の旧加世田に行き、そこで古老の方２人を囲ん

で、鹿児島地方の特異な家族・村落制度について座談会を開催した。座談会では、「門」（か

ど）と呼ばれる（擬似）親族集団が今でも生きていることが明らかになった。また男子の末子

相続が基本であることも明らかになった。座談会の後、実際に古老の家と「門」、および「門」

の墓地を実地見学した。以上のように、本年度は、日本のムラおよびそれとはやや異なる形態

を見せる鹿児島の村落について研究を深めた。 

 
「東南アジアの工業化と資源」研究会（代表 杉原薫） 

戦後の東南アジアにおける急速な工業化の背景には、一方ではこの地域が西洋列強の植

民地支配やアメリカ主導のグローバリゼーションの影響を受けると同時に、明治の日本に

始まる東アジア型工業化の影響を受けたという歴史的事情がある。本グループでは、西洋

の資本集約型・資源集約型工業化とは異なる労働集約型・資源節約型の工業化が東南アジ

アでどの程度実現したのかについての理解を深めたい。 
本年度は、2008 年 12 月 20~21 日に、基盤研究Ｂ「インドにおける労働集約型経済発

展と労働・生活の質に関する研究」および拠点大学事業・プロジェクト９「アジアの国際

経済秩序」（2006－2008 年度）との共催で、「東南・南アジアの労働集約型工業化」を比

較経済史的に検討するための国際ワークショップを開催した。インド研究からは、招待し

た Tirthankar Roy 氏（ロンドン大学）と主要メンバー6 名が成果を発表し、東南アジア・

プロジェクトからは、タイと日本からそれぞれ二人のメンバーが成果を報告した。また、

グローバル COE で進めている比較史的視点と融合させるべく、外部からインド（石井一

也）、中国（リンダ・グローブ）、日本（谷本雅之）の専門家を呼んで、労働集約型工業化

と環境制約の地域差との関係について議論した。これらの試みの一部は、2009 年 8 月に

ユトレヒトで開催される世界経済史会議のセッションでも続けられる。 
プロシーディングズのほか、バンコクの工業化に関する Porphant Ouyyanont 氏の報

告の改稿版がワーキングペーパーとして、急逝された Somboon Siriprachai 氏の報告が、

遺稿集の一部として、それぞれ刊行される予定である。 
 
６.３ 研究イニシアティブ２ 
研究イニシアティブ 2 では、人間の生存圏（humanosphere）が sustainable であるた

めには、地球圏（geosphere）や生命圏（biosphere）に蓄積された資源を切り取って利用

するのではなく、地球圏における水・熱・大気の循環する力と、生命圏における動植物の

再生する力を利用した新しい人と自然の関係について考えることを 1 年目の課題としてか

かげた。人間側の論理を前提にするのではなく、地球圏や生命圏の成立の歴史を理解し、

その論理を十分にふまえた未来型の技術開発や制度構築を考えるために、我々の活動方針

を Nature-Inspired Technology and Institutions として議論を進めた。 
2 年目である 2008 年度においては、地球圏・生命圏・人間圏の関係性に焦点をあてた

研究活動をおこなった。それぞれの圏の形成と維持に他の圏がどのように関わっているの

か、また、地球圏・生命圏の論理と、人間圏の論理とはどの程度整合的なのかについても

検証した。そうした課題を、国内研究会、海外連携フィールドワーク、国際シンポジウム
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の 3 つの活動を通じて考えてきた。以下では、それぞれの活動について述べる。 
 
国内研究会 
国内研究会では、他の研究会とも連動しつつ、地球圏・生命圏・人間圏の関係性に焦点

をあてたさまざまな研究会を開催した。地球圏と生命圏の関係性については、地球圏にお

ける水・熱循環と植生変化、熱帯の離島における太陽エネルギーの有効利用、人為的な水

利用の変化による地域レベルの気象の変化等を議論した。生命圏と人間圏の関係性につい

ては、人為的な土地利用変化と生物多様性、不安定な降雨に依存した植生変化と遊牧生活

を支える社会組織、外部経済の変化による地域生態系の変化等を議論した。研究会での発

表者・タイトルは以下の通りである。 
 

 研究会"Towards sustainable land-use in tropical Asia"(2008/04/23-26) 
 研究会(2008/04/28) 

甲山 治「水熱循環研究からみた自然の変動と潜在力に関する考察」 
孫暁剛「グローバル社会における生業牧畜民の適応戦略：非平衡生態系、脆弱性と持続可

能性」 
 研究会(2009/05/09) 

高橋洋（海洋研究開発機構 地球環境フロンティア研究センター）「東南アジアモンスー

ン域の降水季節進行：平均場を形成するマルチタイムスケール現象」 
 合同研究会(2008/06/19) 

パトリック・コリンズ（麻布大学経済環境研究室）「宇宙太陽光発電（SPS）のオペレー

ショナル・デモンストレーター用レクテナ（受電アンテナ）についての赤道直下の国での

現地調査から」 
 東南アジア自然と農業研究会(2008/06/27) 

フォンリュブケ留奈子（オーストラリア国立大学太平洋アジア研究科）「タイ北西部にお

ける山村農業の変遷―伝統的農耕に及ぼす市場志向要因の影響」 
 合同セミナー"Biosaline Agriculture approach: from problem to opportunity (case study 

ICBA-CAC 2004-2008)"(2008/07/04) 
Dr. KRISTINA TODERICH(International Center for Biosaline Agriculture [ICBA- 
CAC sub-office, Tashkent , Uzbekistan])「Biosaline Agriculture approach: from 
problem to opportunity (case study ICBA-CAC 2004-2008)」 
Dr. Muhiddin Khujernazavoh (Uzbekistan Science Academy, Samarkand Branch)
「Petroglifis in Centaral Asia」 

 懇話会「アジア諸地域の水利社会」(2008/11/12) 
岡本雅美（日本大学名誉教授） 

 合同研究会「アグロフォレストリーと土地利用持続性」(2008/02/09) 
P. K. Ramachandran Nair (Florida University) 
コメンテーター：竹田晋也 (京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科), Oekan Soekotjo 
Abdoellah (東南アジア研究所) 
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海外連携フィールドワーク 
国内研究会での議論を受け、アジア・アフリカの現場で異分野の研究者が共通のテーマ

について議論する場を持つため、海外連携フィールドワークを実施した。今年度は、ケニ

ア北部とタイ北部・東北部を訪問した。ケニア北部を含む東アフリカの乾燥地帯では、ラ

クダなどの家畜放牧を生業とする民族が居住する。中でもレンディーレと呼ばれる人びと

は特に乾燥の厳しい条件下で暮らし、生活のほとんどを牧畜に依存する。レンディーレの

地を訪問し、気象条件の不安定性、放牧形態、放牧のための労働力を提供する堅固な年齢

階梯組織、周辺民族との軋轢と協力をテーマとして議論した。タイでは、北部と東北部を

訪問した。北部では、お茶という世界的な商品作物に依存した生業活動を展開しながらも、

経済的かつ環境的に安定した基盤を確保する人たちの生存戦略について検討した。東北部

では、降水条件の不安定な地域における在来の技術と制度について検討した。いずれも当

該地域の調査経験の豊富な地域研究者の案内のもと、他地域あるいは異分野の研究者がと

もに同一の現場でさまざまな側面から地球圏・生命圏・人間圏の関係性について議論した。

これらの具体的な成果はワーキングペーパーや国際会議での口頭発表により公表された。 
 
ケニア北部の海外連携フィールドワーク 
日程：2008 年 10 月 7 日～10 月 19 日。 
主要な訪問地：Nairobi, Nanyuki, Isioro, Marusabit, Korr, Tuum, Lake Baringo, 

Nakuru 
参加者：甲山治、河野泰之、孫暁剛、藤田素子、柳澤雅之 

タイ北部・東北部の海外連携フィールドワーク 
  日程：2009 年 1 月 20 日～1 月 29 日 
主要な訪問地：チェンマイ、スコタイ、ナコンラチャーシーマ（パクトンチャイ）、ス

リン、バンコク 
参加者：佐々木綾子、畑俊充、星川圭介、柳澤雅之、山田明徳、渡辺一生 

 
国際シンポジウム 

2009年3月９日~11日に開催されたG-COE国際シンポジウムにおけるイニシアティブ

2 班のセッションタイトルは、“Learning from the Dynamics of Geosphere and 
Biosphere”であり、地球圏・生命圏・人間圏の関係性に焦点をあてた 4 つの研究発表か

ら構成された。柳澤は、3 つの圏の関係性についてレビューし、今後の新しい関係性を試

論として提出した。甲山は、中央アジア乾燥地帯を事例に、人間圏の資源利用の変化が、

地球圏・生命圏におよぼす影響について論じた。藤田は、都市域の拡大が鳥の生態および

物質循環におよぼす影響を示し、人間圏の中の生命圏の創出の可能性について論じた。孫

は、ケニア北部の乾燥地帯を事例に、地球圏・生命圏の不安定性に対して人間側は技術や

制度を含む総体で対応していることを論じた。イニシアティブ 2 班メンバーによるこれら

の発表に対し、海外からの招聘研究者によるコメントをベースに総合討論をおこない、ト

ピックの選択が時宜にかない、文理融合が効果的な研究会であるという評価を受けた。 
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６.４ 研究イニシアティブ３ 
  本研究イニシアティブは、生存圏研究所と東南アジア研究所のこれまでの研究の蓄積を

踏まえ、同じフィールドで共同研究を進めて実践的な文理融合を行うものである。近年、

森林破壊の著しいインドネシアにおいて、産業植林は、持続的森林圏の構築のため重要な

役割をもつ。アカシア林などはその例であるが、土壌の劣化、単一樹種植林による病気の

蔓延、更に自然林の違法伐採は森林破壊を助長している。また、近隣住民の対立による紛

争問題も起きている。科学的に社会学的に森林持続の科学と地域住民の生存基盤の仕組み

を理系と文系の研究者が互いに融合（文理融合）できる場として｢持続的森林圏｣の創生を

研究課題とした。 
 
研究サイトの模索 
 本研究グループは、もともとスマトラ島パレンバン近郊のアカシア林（19万ha）のサス

テナビリティ研究をテーマに文理融合の研究を進める計画であった。会社側（M社）が、

好む研究と好まない研究の区分けを示し、研究テーマにクレームをつけたため、研究を進

めることができなくなくなった。そこで2008年度の研究については、フィールドを限定せ

ずに各々の設定したフィールドで研究を進めてもらい、その研究成果を共有して解析する

タイプの研究グループに変更した。情報交換の場とするだけでなく、他のフィールドへの

共同研究を促進する場への試みも行った。イニシアティブ３の研究が、産業人工林のサス

テナビリティをテーマにした実践研究であり、フィールドを1か所に限定しないけれども、

各々のフィールドで実践的な研究を基本に進めた。今年度研究費を配分された、個人また

はグループの氏名と研究プロジェクトを記す。 
 
１）小林祥子、甲山 治、大村善治、川井秀一：地上観測および衛星観測データを用いた

スマトラ島南部における森林バイオマスの動態評価 （50万円） 
２）渡辺隆司、大橋康典：東カリマンタンのバイオ燃料開発の現状と動向 (35万円) 
３）Retno Kusumaningtyas、水野広祐: Integrating industry based bio-fuel production 
from timber with traditional local community crop production in Indonesia (25万円) 
４）Wil de Jong：Balancing Tropical Forest Property - Regulatory - Support Regimes 
(25万円) 
５）田中耕司、岡本正明、島上宗子、藤田素子：政治・社会・生態空間としての混合樹園

地：地方分権下の森林地帯のガバナンス (55万円) 
６）石川 登：人工林と地元コミュニティの関係、東マレーシアの事例 (25万円) 
７）藤田素子：生物多様性はなぜ維持されないのか？熱帯大規模人工林をモデルケースと

した生態学的・社会学的アプローチ (25万円) 
８）鈴木史朗、梅澤俊明：熱帯アカシアの育種 (35万円) 
９）海田るみ、林 隆久：熱帯早生樹の育種的改良 (25万円) 
 
イニシアティブ３の研究会においては、互いの共同研究を促進することに主眼を置き、フ

ィールドにおける実践的な研究成果の報告を行った。特に研究費を配分した個人またはグ

ループには、ワーキングペーパーの提出をお願いした。また、3月9日～11日の国際シンポ
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ジウムでは、研究成果をポスター発表してもらい、メンバーとのディスカッションや交流

を図った。 
 同時に、研究フィールドとすべき他の産業林地を模索した。8月には、カリマンタン島

ポンチアナク近郊のS社産業林予定地を視察した。S社産業林予定地は、まだインドネシア

政府からの許可が下りていない状況で視察したため、研究活動を始めるにはまだ先数年か

かるというものであることが分かった。 
 スマトラ島ペカンバル近郊にRiau Biosphere Reserveが設立されつつあることをイン

ドネシア科学院（LIPI）より情報を入手した。そこで、11月にペカンバルに行き、リアウ

大学、林業省リアウ支所（Natural Resources Conservation Agency of Riau (BBKSDA)）、
Sinar Mas Forestry研究所、そしてRiau Biosphere Reserveのコアゾーン（自然林地域）

を訪問した。得られた情報を持ち帰り、研究会で検討した結果、前向きに進めていくこと

になった。 
 翌年2月20日にリアウ大学で、イニシアティブ３が主体となってワークショップを開催

した。その結果、下記の研究プロジェクトが承認された。 
1. Collaborative natural resource management between local community and 

timber plantation (Equitable partnerships between corporate and 
small-holder partners in timber plantation industry) 
Culture 
Empowerment of local people 
Eco-tourism 
Illegal logging and encroachment 

2. Dynamic evaluation of forest biomass in plantation forest using 
ground-based and satellite remote sensing data  

3. Water/carbon cycle and soil moisture control, hydrogical mapping, weather 
observation in the peat swamp  

4. Case study on biofuel production: from pulp to bioethanol  
5. Biodiversity observation of Riau biosphere reserve  

Aquatic and Terrestrial (Conservation status) 
Valuation and development  

6. Peat land Management and conservation 
Fire peat land 
Hydrology management 
Restoration 
Peat land physical and nutrition improvement  

 
この案に沿ってRiau Biosphere でイニシアティブ３の研究活動を開始させることが正式

に決定した。 
また、Cibinong の Biology 研究所の講演ホールにおいて、3 月 26～27 日の 2 日間、

Humanosphere Science School 2009 と題した現地講義を昨年度に引き続き実施した。こ

れは、G-COE が蓄積してきた研究成果を社会に還元すると共に、Riau Biosphere プロジ
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ェクトを目指し、若手人材の育成と将来の共同研究の一層発展へ展開させることを目的と

したものである。本年度はグローバルＣＯＥプログラム、インドネシア科学院、生存圏研

究所と共同で開催した。本学より若手研究者及び大学院学生を参加させ、現地の若手研究

者との交流を行った。 
 
６.５ 研究イニシアティブ４ 
 本研究イニシアティブは、生存基盤持続型発展のための、地域の知的潜在力を発見し理

解することを目的としている。2008 年度においては、生存基盤の成り立ちについて、生命

論、再生産論、在来知論、災害・リスク論、科学技術論、貧困論などの観点から原理論的

に考察すると同時に、生存を確保するためのいかなる知的潜在力が世界の諸地域に存在す

るのかについて人類学的・社会学的・歴史学的な検討を行った。その結果、生存基盤を考

えるためには、単に食糧や住居などの要素を単独で考えるのではなく、むしろ生命過程を

支る社会生態的なネットワークの全体的な質を視野に入れなくてはいけないことがあきら

かになった。そのなかで、人間圏と生命圏と地球圏をつなぐ「連鎖的生命」の働きや、生

命のかたちを後世へと伝えていく「イノチのつながり」、生存基盤を構築する「人とものと

生きもののネットワーク」、そうした生存基盤を持続し発展するための「在来知」と現代技

術の媒介の可能性などについて、キーワードがあぶりだされ、議論が焦点化してきた。今

後はこうした概念の有効性について、実際のフィールドにおいて検証していくことが重要

となるだろう。2 年目となる今年は、15 回の全体研究会、7 回のシンポジウム、1 回の国

際ワークショップを開催した。 
 
研究会・ワークショップ 

 イニシアティブ 4 研究会（2008 年 4 月 21 日） 
- 山越言（大学院アジア・アフリカ地域研究研究所） 

「"創られた"森林景観 －チンパンジーが住む森のなりたち－」 
- 亀井敬史（生存基盤科学研究ユニット）「都市のエネルギー需要最適化に向け

た住まいの窓利用に関する研究」 
 イニシアティブ 4 研究会「アフリカ在来知研究会」（2008 年 5 月 8 日） 

- 佐々木綾子（大学院アジア・アフリカ地域研究研究科/日本学術振興会） 
Transformations of Land-use and Forest Resource Management in 'Miang 
Tea Gardens', northern Thailand. 

 イニシアティブ 4 研究会（2008 年 5 月 9 日） 
- 田辺明生（人文科学研究所）「イノチの人類学へ向けて」 

 イニシアティブ 4 研究会「アフリカ在来知研究会」（2008 年 5 月 13 日） 
 イニシアティブ 4 研究会（2008 年 5 月 19 日） 

- 清水展（東南アジア研究所）「生存基盤が壊れるということ：ピナトゥボ山大

噴火（1991）による先住民アエタの被災と新生の事例から」 
 イニシアティブ 1・4 合同研究会（2008 年 6 月 12 日）"Comparing Human 

Development in India & China" 
- Dr. Devin Joshi (Assistant Professor, University of Denver) “Comparing 
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Human Development in India & China” 
- Dr. Giorgio Shani (Associate Professor, Ritsumeikan University) 

“Globalization, The 'War on Terror' and Human In/Security in South Asia” 
 イニシアティブ 4 研究会「アフリカ在来知研究会」(2008 年 6 月 17 日） 

- 金子守恵（大学院アジア・アフリカ地域研究研究科/日本学術振興会）「予備調

査報告：エチオピアにおける生活技術」 
 イニシアティブ 2・4 合同研究会（2008 年 6 月 17 日） 

- パトリック・コリンズ（麻布大学経済環境研究室）「宇宙太陽光発電（SPS）
のオペレーショナル・デモンストレーター用レクテナ（受電アンテナ）につい

ての赤道直下の国での現地調査から」 
 イニシアティブ 4 研究会（2008 年 6 月 20 日） 

- 木村周平（東南アジア研究所）「人・モノ・技術のネットワークへのイントロ

ダクション」 
- 足立明（大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）「活動における多様な知の

ありよう」 
 イニシアティブ 4 研究会（2008 年 7 月 4 日） 

- 速水洋子（東南アジア研究所）「生のつながりへの想像力―三つのカレン社会

の事例に見る再生産の文化」 
 シンポジウム「災害に立ち向かう地域／研究」（イニシアティブ 4 研究会、若手研

究者養成部会・イニシアティブ 4 および萌芽科研「防災教育・自然災害復興支援のた

めの地域研究を目指して」共催）（2008 年 7 月 11－12 日） 
- 清水展（東南アジア研究所）「生存基盤が壊れるということ：ピナトゥボ山大

噴火（1991）と先住民アエタの被災と新生の事例から」 
- 西芳実（東京大学大学院総合文化研究科）「『災害に強い社会』を考える：2004

年スマトラ沖地震津波の経験から」 
- 遠藤環（埼玉大学経済学部）「都市のリスクと人びとの対応：バンコクのコミ

ュニティにおける火災の事例から」 
- 木村周平（東南アジア研究所）「将来の地震の不安と地域社会：トルコ、イス

タンブルの事例から」 
- 甲山治（東南アジア研究所）「温暖化および気候変動にどう対応するか？：水

災害を事例として」 
- 佐藤孝宏（東南アジア研究所）「農業水利変容とその影響：インド・タミルナ

ドゥ州の事例」 
- 生方史数（東南アジア研究所）「塩と共に生きる？：タイ東北部における塩害

と生存基盤」 
- 西真如（東南アジア研究所）「ウイルスと民主主義：エチオピアのグラゲ県に

おける HIV/AIDS 問題と地域社会の取り組み」 
- 山本博之（地域研究統合情報センター）「自然災害で現れる『地域のかたち』

－インドネシアの地震・津波災害の事例から」 
 シンポジウム（イニシアティブ 4 と京都人類学研究会の合同）「自立・連帯・生存～
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ネオ・リベラリズム時代の「貧困」をめぐる社会学と人類学の対話～」（2008 年 7 月

26 日） 
- 平井秀幸（日本学術振興会特別研究員）「ネオリベラリズムから＜社会的なも

の＞の再考／再興へ―「ポリリズムとしてのネオリベラリズム」への抵抗に向

けて」 
- 居郷至伸（横浜国立大学 大学教育総合センター）「日本のコンビニエンススト

ア―個人化と搾取のメカニズム、および打開に向けた手がかり」 
- 仁平典宏（日本学術振興会）「現代日本における「ホームレス」の生と構造―

自立と連帯のあいだ」 
- 森田良成（大阪大学 人間科学研究科）「「怠け者」たちの労働と生存―西ティ

モールの廃品回収人の事例」 
- 小川さやか（日本学術振興会）「都市社会を生き抜く騙しの技法―タンザニア

の零細商人の生計実践と仲間関係を事例に」 
 国際シンポジウム Preserving local knowledge in the Horn of Africa（2008 年 9 月 17

日、Harar, Ethiopia にて開催） 
- イニシアティブ 4 から重田眞義、田辺明生らが参加 

 イニシアティブ 4 研究会「ネパール―共和制への道―」（2008 年 10 月 10 日） 

- C. K. Lal 
 シンポジウム（公益信託澁澤民族学振興基金民族学振興プロジェクト助成およびイニ

シアティブ 4）「人類学的リスク研究の探求」（2008 年 10 月 11 日） 
- 市野澤潤平（東京大学大学院）「未来のふたつの顔：津波後プーケットの在住

日本人社会と風評災害」 
- 松村直樹（名古屋大学大学院）「生活を脅かす“リスク”と浮遊する“安全な水”：

バングラデシュ飲用水砒素汚染問題の事例から」 
- 福井栄二郎（島根大学）「老いはリスクか？：介護の現場から考える」 
- 松尾瑞穂（日本学術振興会／京都大学）「生命という不確実性とそのリスク化：

インドにおける不妊治療と胎児選別をめぐって」 
- 新ヶ江章友（名古屋市立大学）「日本における HIV/AIDS とリスクの構築：「ゲ

イ・コミュニティ」の生成プロセスに関する視点から」 
- 西真如（京都大学）「不一致と関与：エチオピアのグラゲ県における HIV/AIDS

問題と地域住民の取り組み」 
- 木村周平（京都大学）「不安、リスク、不確実性：人類学的リスク研究への一

考察」 
- 東賢太朗（宮崎公立大学）「降りる、逃げる、旅立つ：リスク社会の人類学的

オルタナティブ構想」 
 イニシアティブ 4 研究会（2008 年 10 月 21 日） 

- 篠原真毅「生存圏に宇宙は必要なのか - イノチのつながりと人と世界 -」 
 シンポジウム「生のつながりへの想像力：再生産再考」（2008 年 11 月 4 日） 

- 宇田川妙子（国立民族学博物館）「人の断片化か、新たな関係性か：イタリア

の生殖技術論争の事例から 」 
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- 砂川秀樹（実践女子大学）「同性愛者のパートナーシップと家族、次世代への

継承」 
- 工藤正子（東京大学）「国際結婚にみる「つながり」の形成―パキスタン人移

住労働者と結婚した日本人女性たちの事例から―」 
- 鈴木七美（国立民族学博物館）「次世代コミュニティ・デザイン‐ケア・教育

をめぐるオルタナティブ思想・実践から考える‐」 
 イニシアティブ 4 研究会（2008 年 11 月 14 日） 

- 松村圭一郎（京都大学人間・環境学研究科）「生存を支える地域／社会の再編

成－ザンビア南部州における食糧援助の事例から」  
 ワークショップ（イニシアティブ 1・4 合同）「地域研究と大学院教育の未来」 

- 杉原薫（京都大学東南アジア研究所）「持続型生存基盤パラダイムの創成―環

境・政治・経済を総合する新しいアジア研究―」 
- 小杉泰（京都大学イスラーム地域研究センター長）「発展するイスラーム地域

研究の地平：ネットワーク型研究拠点形成と大学院教育」 
- 田辺明生（京都大学人文科学研究所）「躍動するインドの新しい姿と南アジア

研究の今後」 
- 東長靖（京都大学アジア・アフリカ地域研究研究科）「スーフィズム／タリー

カ研究における文献研究とフィールドワークの技法」 
 イニシアティブ 4 研究会（2008 年 12 月 14 日） 

- 田辺明生（京都大学人文科学研究所）「人間圏の構造変動と地域社会の潜在力

－生命・文化・政治－」 
- 重田眞義（京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科）「アフリカにお

ける多元共生社会と内発的発展の未来可能性」 
- 清水展（京都大学東南アジア研究所）「宇宙船地球号という想像共同体：環境

保全のために連携する先住民運動と市民社会の行方」 
 シンポジウム（イニシアティブ 4 と京都人類学研究会の合同）「学生運動と人類学―

全共闘世代の人類学者に聞く―」（2008 年 12 月 20 日） 
- 菅原和孝（京都大学大学院人間・環境学研究科）「儀礼的暴力と自己言及の言

説 — 大学闘争と人類学の現在 — 」 
- 船曳建夫（東京大学大学院総合文化研究科）「全共闘のころを懐かしむ」 

 イニシアティブ 4 研究会（2009 年 1 月 20 日） 
- 木村周平「災害から見る生存基盤のネットワーク（仮）」 
- 西真如「ウイルスと民主主義：エチオピアのグラゲ県住民による HIV/AIDS

への取り組みの経験」 
 シンポジウム「生存を支える『地域／社会』の再編成」（2009 年 1 月 23－25 日） 

- 西垣有（阪大） 「公共空間をつくる―ポスト社会主義期、モンゴル・ウラン

バートル市の事例から」 
- 細田尚美（東南ア研） 「移動と交歓―フィリピン向都移民の民族誌」 
- 長倉美予(ASAFAS) 「レソト山岳地の生業とその変遷」 
- 鈴木 玲治（生存研ユニット・東南ア研）「ミャンマー・カレンの営む焼畑土地
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利用の履歴と森林植生の長期的変化」 
- 小河久志（総研大） 「「正しいイスラーム」をめぐるポリティクス：タイ南

部インド洋津波被災地における宗教実践の変容を事例に」 
- 池田昭光（都立大） 「レバノン内戦の記憶に関する予備的考察：宗派という

視点」 
- 佐川徹（ASAFAS) 「暴力と歓待の境界:東アフリカ牧畜民による可傷性への

対処」 
- 久保忠行（神戸大） 「ビルマ：紛争の現代的特徴と難民キャンプの生活世界」 
- 山北輝裕（関学） 「野宿者にとって＜地域福祉＞とはなにか」 
- 倉田誠（神戸大） 「住民の末端化／主体化の力学：小規模国家サモアにおけ

る保健医療サービスの展開から」 
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７．広報成果発信部会の活動 

 
 広報成果発信部会の活動は、大きく三つに分かれる。１）本プログラムの研究成果発信

の場を設け、あるいは、既存の研究成果発信の場を本プログラムの研究成果発信のために

補助促進する。２）ニュースレターの発行。３）ウェブページ作成、である。この他、本

プログラムを推進していく上での、対外的なＰＲに関わる業務も、事務局と共同で進めて

いる。例えば、発足当初のロゴの作成なども本部会が担当した。これらの業務を、四つの

基幹部局の教員・若手スタッフと、事務局メンバーとで担っている。以下、追って平成 20
年度の活動を紹介する。 
 
７.１ 研究成果発信 
① 既存の Kyoto Working Paper Series on Area Studies に、G-COE Series を設け、

年度内に 75 号出版した。資料１参照。 
 
② African Monograph Series 
  African Study Monograph の下記 4 号の刊行にあたり出版を補助した。 

African Study Monograph 29-2 
African Study Monograph 29-3 
African Study Monograph 29-4 
African Study Monograph 30-1 

 
③ Kyoto Review of Southeast Asia (ネットジャーナル)  
  多言語ネットジャーナルの編集（特に中国語翻訳）を補助した 

2008 年 第 10 号刊行 
 
④ 京都大学東南アジア研究所叢書出版 
  英文叢書出版の出版費用を補助した 

RAMBO, et al. （Eds.） 2009. Farming with Fire and Water: The 
Human Ecology of a Composite Swiddening Community in 
Vietnam's Northern Mountains,(Kyoto Area Studies on Asia 19) 

  
⑤ 地域研究叢書 
  和文叢書出版の出版費用を補助した 

 坪内良博 2009．『東南アジア多民族社会の形成』 
 
⑥ 若手投稿費助成 

若手研究者の投稿費用を 20 年度に 3 件助成した 
・Sri Hartati（若手担当）8,918,163 円 
Dartmouth Journal service (Plant Physiology)    
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・海田 るみ（若手担当）3,908,118 円  
Elsevier Service (Phytochemistry)                  
・甲山 治（若手担当）2,721,747 円  
水工学論文集第 53 巻                                   

 
７.２ ニュースレター 
本年度は 2008 年 7 月に第 2 号、2009 年 2 月に第 3 号を発刊した。ニュースレター

は国内 2,850 ヵ所のみならず、海外 680 ヵ所にも送付している。 
 第 2 号は、2008 年 3 月に開催された第一回シンポジウムを核にし、各イニシアティ

ブの活動紹介を掲載した。第 3 号は、「若手研究者の夏」をテーマに 2008 年前半きの

若手の活動を中心にコラムなども交えて編集した。画像を駆使してページを魅力的に

し、内容も若手研究者の勢いを感じさせるものができた。 
ニュースレターは、ウェブページにも掲載している。 

 
第 2 号 
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第 3 号 
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７.３ ウェブページ 
 

本年度の WEB 運営は、初年度に導入した CMS(Content Management System)
機能利用をさらに深め、 ①HP 運営体制とコンテンツ基盤構築 ②HP レイアウ

トの改善 ③HP コンテンツの充実化に努めた。 
 

① HP 運営体制とコンテンツ基盤構築 
更新作業が効率よくすすめられるよう「HP 運営体制」と「コンテンツ基盤構築」

の枠組みを整えた。 
 
HP 運営体制 
広報・成果発信部会小部会では「HP 運営管理」と「HP 原稿管理」にわけ運営体制

を分割し担当を明確にした。また、各部局には、独自で HP 更新がすすめられるよ

う、アカウントを作成・配布した。更新方法については説明会を開催した。 
サーバ管理に関しては、情報整備基盤部会より支援を受けた。 
 
■HP 運営管理（広報・成果発信部会）   

 主に CMS システム保守・開発、HP コンテンツ構築・運用管理、サーバ管理、技術

的な HP 更新を行う 
■HP 原稿管理（広報・成果発信部会）  

 主に HP 用原稿依頼・英語コンテンツの翻訳・HP 更新を行う 
■HP 原稿執筆(各部会：事務局部会・若手研究者養成部会、大学院教育部会、  
国際シンポジウム、 図書小部会)  

 主に原稿執筆と独自コンテンツの簡易更新を行う 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1：ウェブサイトに関わる運営体制図 
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コンテンツ基盤構築 
多様な情報が集まる大型プログラムウェブサイ

トでは、運営初期にコンテンツ構成の枠組とな

るコンテンツ基盤構築を設定する必要がある。 
本サイトでは CMS 機能の「話題」わけを利

用し、コンテンツ情報の整理につとめている。 
現在は７２個の「話題」を中心に HP 掲載情

報の入力をすすめた。 
 

 
 
                        

図 2：「話題」編集画面 
 

② HP レイアウトの改善  
コンテンツ増加に伴い、文字のみの情報から、閲覧しやすいレイアウトに改善した。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3：本拠点をめざすもの           図 4：大学院教育 
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図５：若手研究者養成           図 6：研究/パラダイム形成 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
図 7：シンポジウム・セミナー案内      図 8：成果公開 
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③ HP コンテンツの充実化 
 
研究活動の報告 
本プログラムに関する活動報告は、HP に和文・英文両方の掲載がされるようすす

めた。 
 

【報告の種類】 
・次世代イニシアティブ成果報告・大学院派遣報告 
・研究会活動報告（G-COE パラダイム研究会・イニシアティブ１～４、若手養成・

研究部会、国際集会・国際シンポジウム報告） 
 

 現在までの報告掲載数 合計：188 件（ 和文：96 件／英文：92 件 ) 
 
  
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 9：連携国際集会リスト 
 
 
                     図 10：大学院派遣者リスト 
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 大学院教育部会フィールド・ステーション（FS）、拠点 HP の設置 
フィールド・ステーション HP 12 箇所、拠点 HP：８ヵ所を設置した。 
また FS には、独自で HP 更新作業がすすめられるようアカウントを配布中である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 11：FSHP（エチオピア FS）     図 12：FSHP（ラオス FS） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 13：拠点 HP 
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システム構築と開発  
・社会貢献：GoogleMapAPI 導入と CMS プラグイン開発 

 
本サイトのシステム充実のため、2008 年 3
月～GoogleMapAPI 導入をめざした、CMS
業者との開発をすすめた。 
この開発は CMS システム内で使用される

GoogleMapAPI 関数を、地点情報として容易

に表示可能にするものである。 
 さらに、一般利用を考慮し、プラグイン

化をすすめた。このプラグインは、開発シ

ステムのサイト上に掲載されており、ダウ

ンロード利用ができる。 
こういった開発は、社会貢献の一つ 

としてあげられる。 
また、このプラグインには、本プログ 

ラムのコピーライトの明記がされている。 
         
  

図 14：開発について掲載された 
                 CNET Japan 2008/05/16  
           

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

図 15：開発依頼した CMS プラグイン内のコピーライト 
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メディアギャラリ 
    

プログラムメンバーが調査で撮影してきた 
写真やシンポジウム写真、ポスター、出版物 
などの画像をアーカイブしている。   

現在で 739 枚の画像が掲載されている。  
  今後は地点情報入力ソースとしても活用 
できるようすすめていく予定である。 

 
 
 
 
  
                      図 16：メディアギャラリ画面 
 
 
メールマガジン 
アジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）よりメールマガジン配信がすすめられ

ている「アジア・アフリカ地域研究情報マガジン」について、2008 年 9 月から発行協

力を開始した。 
 

 メールマガジンタイトル：アジア・アフリカ地域研究情報マガジン 
 メールマガジン URL： http://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/kaikaku/index.html 
 発行周期：月刊 
 発行部数：981 部 

 
メールマガジンの内容には、ASAFAS 活動情報の他、GCOEHP にて掲載された報告

紹介や研究活動などが掲載されている。 
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④ ウェブサイト解析と今後の課題   
ウェブサイトのページ数 
解析期間：2007 年 11 月 30 日－2008 年 3 月 31 日 
日本語ページ数：952 ページ 英語ページ：460 ページ 
合計：1412 ページ 
 
アクセス数(日本語・英語ページ)  
 
[解析期間] 
日本語ページ： 2007 年 11 月 30 日～2009 年 3 月 31 日 
英  語ページ： 2008 年 1 月 28 日～2009 年 3 月 31 日 
（※解析ツール： Google Analytics (http://www.google.com/analytics/ja-JP/index.html) 
 

  
日本語 英語 

訪問者数 ページ閲覧数 訪問者数 ページ閲覧数 

2007 年度  

（日：4 ヶ月/英：2 ヶ月） 
13914 102031 3547 7941 

2008 年度  27859 247900 10596 67007 

月平均閲覧 2610 21870 1010 5353 

       表１：ウェブサイト訪問者数とページ閲覧数 
 
 
まとめ 
 
本プログラムウェブサイトが公開されてから約 2 年半、ほぼ毎日のペースで更新作業

がすすめられてきた。これらの公開されたページ数は、現在で日・英ページ合わせて

1412 ページである。 
 このページ数の増加は、①項で述べた「HP 運営体制」で配置された役割をもとに、

各担当者がコンテンツ作成作業を日々取り組んできた成果であると述べられる。 
また、ウェブサイト訪問者数については、一月あたり日本語ページは 2600 件を超

え、英語ページは、1000 件に上る。これは SEO 対策によって得られた数字でもある。 
今後もひきつづき、閲覧・利用されるウェブサイトをめざし取り組んでいきたい。 
来年度からは、サーバ利用方針が大きく前進する予定である。CMS 利用とその開発

をより深め、ウェブサイト充実を図っていきたい。 
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８．拠点基盤整備部会の活動 

 
 拠点基盤整備部会は、1)G-COE 活動全体に関わる、情報その他の基盤を整備・サポ

ートすることによって活動全体のアクティビティをあげ、成果公開を促進する、2)生
存基盤に関するデータベースの構築、3) 生存基盤基本図書、地域研究関連図書、現

地語資料等の収集、の３つの役割を担ってスタートし、それぞれ、情報基盤、データ

ベース、図書の小部会にわかれて活動を開始した。以下にこれまでに得られた活動の

成果と今後の展望について記す。 
 
８.１ 情報基盤  

① 遠隔会議システムの運用開始。 モバイル遠隔会議機材（Polyocm VSX7000s）
を主とするシステム 3 式を、東南アジア研究所ジャカルタ事務所、宇治生存圏

研究所、旧工学部 4 号館に配備し、既設の東南アジア研究所との通信によって、

遠隔会議、研究会が可能となる礎を築いた。特に、2007 年 11 月 26 日には、

インドネシア科学院と東南アジア研究所を繋いで、G-COE 共催の「第 1 回京

都大学東南アジアフォーラム」が開催され、海外も含めた拠点整備を始めてい

る。特に海外において遠隔会議を行うためには時差およびネットワーク上の

様々な問題があるので､今後はケースバイケースであるそれらについて調査を

行うと共に、定常的な運用体制についても検討している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
      遠隔会議の様子（基盤整備部会）      第 1 回東南アジアフォーラム 
 

② HP サポート。 京都大学学術情報メディアセンターのレンタルサーバを運用

して、G-COE ホームページの公開およびバックアップシステムの構築などの

メンテナンスを開始した。 
③ G-COE で利用しているデータベースサーバ、メール、 メーリングリスト、 事

務処理、 研究促進環境を安全・安定に提供するため、 東南アジア研究所内フ

ァイアウォール、 統合管理型端末セキュリティシステムの強化・整備を行な

った。 また、 今後集積される生存基盤データベース用のサーバを購入し、 現
在整備中である。これらの設備は、本年秋に予定されている稲盛財団新棟に移

設が予定されている。これによって、  ネットワーク利用帯域は現行の

100Mbps から 1Gbps へ拡張される予定である。 
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④ 平成 20 年度は、稲盛財団記念館の竣工にともない、ネットワーク、ファイア

ウォール、サーバの移設と管理移行をおこなった。遠隔会議システム、ネット

ワークセキュリティシステムの保守と管理を継続し、遠隔会議のサポート、

GCOE 端末の保護をおこなった。 
 
８.２ データベース 

① 地点情報閲覧ツールの開発と運用。G-COE の研究成果は、逐次 HP 等で公開

されるが、これらを汎用データベースとして集積することによって、その全

貌を見通すことが可能になるばかりでなく、具体的な地点情報として明示す

ることによって、様々な用途に使用することができる。これまで 21 世紀 COE
プログラムで開発された、｢地域研究画像データベース｣の枠組みを全世界に

拡大し、地点情報と写真、記載情報を表示すると同時に、リンクボタンを設

けることによって文献、HP の URL などの情報源の参照が可能となった。 
 

 
 
  →  

拡大 
 
 

 
G-COE 地点情報データベース       ディジタルアトラス 

との参照 
 
 

リンクを張った 
地点情報の提示 

 
 

        
基本図は、NASA(米国航空宇宙局)提供のディジタル標高モデル(SRTM30 を

加工したものを用い、参照図として、米国ランドマクナリ社の世界ディジタ

ルマップ（WDDB）を、ジオカタログ社が日本語化したものを用いた。今後

は、G-COE プロジェクト参画者が HP 情報を提出する際に地点情報の提供を

求め、情報の集積を図る。この雛形は京大式地点情報入力／閲覧ツールとし

て、21 世紀 COE サーバに仮設収納中

（http://areainfo.asafas.kyoto-u.ac.jp/ve/）で、データサーバの運用開始をまっ

て移設される予定である。 
                                                        
② 生存基盤データベースの開発、整備。本プロジェクトの目指す「持続型生存基
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盤パラダイム」の創生に不可欠な文理融合を、地理情報をベースとして推進す

べく、「生存基盤データベース」の開発に着手した。2007 年度は、イニシア

ティブ 2「人と自然の共生研究」に属し、「水」という共通した研究テーマを

持つ若手研究者 5 人で、数回のミーティングを行い、本データベースの持つ

べき特徴などについて議論を行った。また、ネット上に散在する各種地理情報

を収集し、ブログサービスにより情報を共有しながら意見交換を進めた。2008
年度は、イニシアティブ 1「環境・技術・制度の長期ダイナミクス」を中心と

して、生存基盤科学研究ユニット「生存圏シミュレーションのためのデータベ

ース構築」プロジェクトとも協同しながら、各イニシアティブの若手研究者の

意見を集約し、データベースの構築を具体的に開始する。また、集められた情

報を統合し、テンタティブな「地域サステナビリティ指数」を作成し、イニシ

アティブ 1 研究会での議論を通じて、データベースおよび指数の充実を図っ

ていく。 
③ 平成 20 年度は、広報部会の HP 作成と共同して、地点情報入力ツール、HP

掲載バッチ処理ツール、地域研究画像データベースの改良に関する開発計画が

作成され、作業が開始された。 
④ また、東南アジア研究所プロジェクト「ハノイの三次元都市モデル」をサポートし、ハ

ノイ中心部の都市区画地図（1km×1km）3 枚を用いて，建物の区画（ポリゴン）デー

タを抽出し，記載されてある建物階数をもとに GIS を用いて 3 次元データを作成した．

これにより，ハノイの都市計画ならびに都市変容を把握することが可能となり、都市

問題に関連した GCOE の研究を支援することをめざす。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハノイ中心部、建物 3 次元化の一例 
 

⑤ イニシアティブ１における活動をデータ面からサポートするために、世界中のす

べての国家における 1961 年～2005 年の間（5 年毎）のエコロジカル・フットプ

リントおよびバイオキャパシティ（環境収容力を表す指標）の推移を計算するた

めのデータおよびその算出過程（各国・各年毎に 70 個のデータシートを含む）を

詳細に記載した National Footprint Account 2005 Edition を購入した。現在同デ

ータを用いてエコロジカル・フットプリントの算出方法その他に関する解析を進

めている段階であるが、2009 年度におけるイニシアティブ１の活動を通じて、取

得したデータの ArcGIS による地図化を進めてゆく予定である。上述した生存基
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盤データベースは、Web 上で公開されている各種統計データの地図化を通じて構

築されている（2009 年 5 月現在 約 800 件の主題図により構成される）が、本

データについても地図化終了後は同データベースに収録し、2009 年 6 月には内部

公開の予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

National Footprint Account を利用した解析例：地球全体のエコロジカル・フット

プリント経年変化（Ewing et al.,2008 から引用、単位：地球の個数） 

 
８.３ 図書 

① 持続型生存基盤関連図書の整備 
各イニシアティブで研究上必要な資料や G-COE 関連の講義に必要な資料を

生存基盤関連図書として１箇所に配架し、研究を促進するため、平成 19-20
年度には 181 冊の書籍が購入された。これらの書籍は、アジア・アフリカ地

域研究研究科アジア専攻図書室が購入・整理・貸出し業務を行なっている。  
② 地域研究関連図書の整備 

現地語諸資料を中心とする図書の整備拡充を図るため、平成19-20年度には、

東南アジア関係図書 1,485 冊、マイクロフィルム 49 リール、マイクロフィッ

シュ 610 枚、南アジア関係図書 1,449 冊、西アジア図書 2,051 冊、雑誌 16
タイトル、アフリカ関係図書 433 冊が購入された。これらは各部局の図書室

に配架されるが、圧倒的に収納スペースが不足しているのが現状である。 
③ 書籍登録、分類等 

図書予算の約 2 割を非常勤雇用にあて、書誌情報の入力、図書整理をおこな

っている。 
④ HP 公開 

図書小部会では、G-COE の HP に、新着情報、図書リスト、推薦図書などの

コンテンツからなる購入図書情報を掲載し、常時アップデートしていく体制

を整えている。 
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８.４ 展望 
 拠点基盤整備部会は平成 19、20 年度の活動を通じて、その活動の大綱が定まった

のち、順調に実行されている状況といえる。しかし、当初の目的を達成するためには、

以下の諸点を留意しながら、活動の相互関連化をはかる必要がある。 
1． データベース小部会では、パラダイム研究会、各イニシアティブ、次世代研究イニ

シアティブにおける諸成果をくみ上げることによって、文理融合型の生存基盤デー

タベースを構築することを計画しているが、2 年間の活動を経た現在、相当量の情

報が集積されつつあるので、地点情報化し、G-COE のゴールに則した情報の関連

付けと整備をおこなう。 
2． 参加部局内で現在進行中の地域情報学の成果（地域研究データベースシステム

HUMAP、T2MAP）とどのような整合性、データの互換性を持たせていくかが今

後の課題として残されている。 
3． 各部局で異なる図書の分類法の統一化についての議論が進められている。特に現地

語資料にどのような分類を用いるかについての基準がないため、十分な討議が必要

である。  
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９．国際アドバイザリーボード部会の活動 

 
９.１ 国際シンポジウムとの連携 

 平成 20 年 3 月ならびに平成 21 年 3 月に開催した以下の国際集会に連携する形式で、国

際アドバイザリーミーティングを計 3 回開催した。国際集会への参加ならびに本プログラ

ム参加者との交流を通して、助言を求めた外国人研究者からより質の高いアドバイスを受

けることを目的とした。 
 
The First International Conference "In Search of Sustainable Humanosphere in Asia 
and Africa"（平成 20 年度 3 月 12 日~14） 
The Second International Conferene"Biosphere as a Global Force of Change"（平成 21
年度 3 月 9 日~11 日） 
 
９.２ 国際アドバイザリーボードによる外部評価 

 アドバイザリーボードによる本グローバル COE プログラムへの評価や助言は、各イニ

シアティブやパラダイム研究会のもとでの調査ならびに研究活動を国際的な学的環境に位

置づけ、これをより良きものとするために必須である。初年度は、本プログラムのもとで

推進されている諸活動を真に利するアドバイザリーボード決定のための重要な準備期間と

して位置づけ、プログラム・リーダーと各イニシアティブの代表がそれぞれの活動に深く

関わる海外の一線級の研究者との交信を開始した。このうちの若干名は平成２０年度３月

12 日~14 日に行われた第一回国際会議に招聘し意見交換を行った。2 年度目である今年度

においては、計二回のアドバイザリーミーティングを通して、本プログラムに対する意見

の収集を行った。第一回会合は、平成２１年２月２５日、第二回会合は平成２１年３月１

１日に京都で開催した。初年度ならびに今年度の会合参加者は以下の通りである。 
 
平成 20 年 
 
アンガス・マディソン （グローニンゲン大学・教授）経済史学 
ケネス・ポメランツ （カリフォルニア大学アーバイン校・教授）歴史学 
パトリック・オブライエン（ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス・教授）歴史学 
ルドルフ・デコンニク（モントリオール大学・教授）地理学 
ジェームス・スコット（エール大学・教授）政治学 
アンドリュー・ウォーカー（オーストラリア国立大学・太平洋・アジア研究所・教授）文

化人類学 
アルフレッド・クロスビー（テキサス大学オースチン校・教授）歴史学 
デヴィッド・クリスチャン（カリフォルニア大学サンディエゴ校・教授）歴史学 
デヴィッド・ソネンフェルド（ニューヨーク州立大学アルバニー校・教授）社会学 
エンデン・スカラ（インドネシア科学院・研究部長）生態学 
サラ・ベリー（ジョンズホプキンス大学・教授）文化人類学 
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ナンディニ・スンダー（デリ大学人類学部・教授）文化人類学 
アナ・ツィン（カリフォルニア大学サンタクルーズ校・教授）文化人類学 
 
平成 21 年 
 
パスック・ポンパイチット（チュラロンコン大学・教授）経済学 
クリス・ベーカー（オックスフォード大学出版会）歴史学 
ビシュア・バラ（ジャムシェドゥプル大学ビジネス・人間資源学部・教授）開発経済学 
ジェームス・ニッカム（東京女学館大学）生態学 
サラ・カズンズ（ストックホルム大学部・准教授）自然地理学 
アンドレ・ファージ（ユトレヒト大学）経済学 
ターランス・マケイブ（コロラド大学）文化人類学 
ハロ・マート（ワゲニンゲン大学）エネルギー科学 
ディヴィッド・ピエツ（ワシントン州立大学）歴史学 
 
 本グローバル COE プログラムに対する評価や今後への期待については、以下のような

意見が寄せられている。 
 
研究テーマ 

・「持続可能な発展」を非常に広い意味で捉えようとする本プログラムの試みは、国際

的見地からみてもユニークである。 
・ 人文・社会科学と先端科学技術研究を融合させようとする試みは世界中で広く行わ

れているが、本プログラムは、新しいパラダイムの創出を目的としながら、きわめ

て新しいアプローチと方法論の提示に成功している。 
 

独自性 
・“Geosphere” “Biosphere” “Humanosphere”の関係理解という視点は、本研究プログ

ラム独自のものであろう。 
・ 本プログラムの研究視点と学際性の広さは、他の研究プログラムと比べても特筆す

べきものである。 
 

論点･疑問点へのアプローチ／プロジェクトの運営体制 
・他の研究機関によるレビューや学術交流などによって、現在行われている研究活動

をより絞り込むことが可能になるのではないか。 
・ 学際研究の臨地調査の方策としては、地域を限定して学際的な研究を進めることも

有効であると思われる。 
 

各イニシアティブにおける研究テーマ・研究活動 
・基本的には問題ないと考えられる。しかしながら、第三年度における制度設計に関

しては現在のイニシアティブ構成を見直してみる必要もあるのではないか。 
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・ 本研究プログラムの持つ独自性をより発揮するためにも、社会科学研究を強化する

とともに、他の研究分野と統合させるよう努めるべきである。 
 

研究計画の実行 
・ この種の研究プログラムにおいてもっとも重要なことは、継続的な評価、得られた

知見の強化、研究内容の変更、といった「反映性」にあり、アドバイザリーボード

による外部評価の積み上げは有効と考える。 
 

若手研究者支援 
・研究活動を進める際に、若手研究者や大学院生の意見を積極的に登用しようとする

姿勢は本プログラムのひとつの強みであろう。 
・同様の研究を行っている国外の研究機関との連携を強化してゆくことも重要である。 

 
 
 第三年度以降、国際アドバイザリーボードからの意見へのより良いフィードバックの具体

化を念頭に、研究成果の国際的発信、臨地調査のための諸研究機関との制度的連携強化、

学際研究のグローバル・ネットワーク構築などを、研究活動をさらに発展させてゆく必要

がある。 
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１０. 平成 20 年度 主な外部資金一覧 

研究費の名称 期間 研究課題等 交付を受

けた者 

研究等経費

総額（千円）

科研費基盤（A） 
 
 

平成 18－20 年 
 
 

アフロ・アジアの多元的情報資

源の共有化を通じた地域研究

の新たな展開 

田中耕司 
 
 

31,700 千円

 

科研費基盤（A） 
 
 

平成 20－22 年 
 
 

歴史的建造物由来古材の材質

評価データベースと海外研究

協力ネットワークの構築 

川井秀一 
 
 

27,900 千円

 

科研費基盤（A） 
 

平成 19－22 年 
 

産業利用を目的とした遺伝子

組換えポプラの野外試験 
林隆久 
 

47,320 千円

科研費基盤（B） 
 
 

平成 18－20 年 
 
 

インドにおける労働集約型経

済発展と労働・生活の質に関す

る研究 

杉原薫 
 
 

14,100 千円

 

科研費基盤（B） 
 
 

平成 18－21 年 
 
 

東南アジア大陸部における土

地利用変化のメカニズム－フ

ィールドワークとＲＳの結合

－ 

河野泰之 
 
 

14,100 千円

 

科研費基盤（B） 
 

平成 19－22 年 
 

遺伝子組換え樹木：野外試験の

海外調査 
林隆久 
 

10,660 千円

科研費基盤（B） 
 
 

平成 20－23 年 
 
 

グローバル化時代の東南アジ

アにおける地方政治の新展開

－首都、エネルギー、国境 

岡本正明 
 
 

12,700 千円

 

科研費基盤（B） 
 
 

平成 20－22 年 
 
 

植物バイオマス資源からの均

一ナノファイバー製造に関す

る基盤技術の構築 

矢野浩之 
 
 

14,300 千円

 

科研費基盤（B） 平成 20－22 年 ホイッスラーモード相対論加

速による放射線帯形成過程の

研究 

大村善治 
 

4,900 千円

(平成 21 年

度） 

科研費基盤（B） 平成 20－23 年 アフリカ諸語における統語構

造と声調 
梶茂樹 
 

15,800 千円

科研費基盤（B） 平成 20－22 年 熱帯雲霧林の林冠内植物の多

様性と動態:気候変動モニタリ

ングに向けたサイト構築 

神崎護 10,660 千円

 

科研費基盤（B） 平成 19－21 年 材料それぞれの持ち味を最大

に生かせる新発想木造軸組構

法の開発と耐力発現機構の解

明 

小松幸平 20,270 千円

科研費基盤（B） 平成 20－22 年 熱帯大規模人工林における木

材劣化生物の多様性評価と持

続的管理の提案、 

吉村剛 
 

12,900 千円

科研費基盤（C） 平成 19－21 年 
 

19 世紀アジアにおけるグロー

バル化とコレラ流行－南アジ

脇村孝平 4,550 千円 
（間接経費

含む） 
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アと東アジアの連関と比較 

科研費基盤（C） 平成 20－22 年 「灌漑から天水へ：20 世紀東北

タイにおけるコメ生産システ

ム変容実態の面的把握」 

星川圭介 
 

3,300 千円 

科研費基盤（C） 平成 19－22 年 韓国軍のベトナム戦争参戦の

記憶をめぐる韓越比較研究 
伊藤正子 
 

2,600 千円 
(平成 20 年

度から） 
科研費基盤（C） 平成 19－20 年 半乾燥地における水資源管理

の変容が農業水利及び地下水

涵養に与える影響評価 

佐藤孝宏 
 

2,700 千円

科研費萌芽研究 平成 19－20 年 防災教育・自然災害復興支援の

ための地域研究を目指して:コ
ミットメントの経験から 

清水展 3,400 千円 

科研費特定領域研究 平成 20－21 年 土壌環境条件から根毛形態制

御に至るシグナル伝達機構 

青山卓史 

 

3,400 千円

科研費萌芽研究 平成 19－20 年 細胞内情報解析のための光分

子スイッチの開発 

青山卓史 

 

3,300 千円

科研費若手（B） 平成 20－22 年 資源を巡る対立・協調の多元性

と固有性：東南アジアの事例か

ら 

生方史数 2,700 千円 

科研費若手（B） 平成 19－20 年 地質情報を基盤とした東南ア

ジア地域の地下と地上をつな

ぐ空間情報処理システムの構

築 

米澤剛 1,900 千円 

拠点大学交流事業

（日本学術振興会） 
平成 11-20 年 
 

東アジア地域システムの社会

科学的研究 
東南アジ

ア研究所 
240,000 千

円 
アジア研究教育拠点

事業（日本学術振興

会） 

平成 21―25 年 
 
 

グローバル時代における文明

共生：東南アジア社会発展モデ

ルの構築 

速水洋子 
 

58,800 千円

 

京都大学 特別教育

研究経費 
平成 20 -23 年 
 

生存基盤科学におけるサイト

型機動研究の推進 
水野広祐 60,000 千円

トヨタ財団計画助成 
 

平成 19－20 年 
 
 

多声化する東南・東アジア：

人々の声をむすび、地域間の対

話を促進する（Kyoto Review) 

水野広祐 
 

5,000 千円 
 
 

産学連携・共同研究 平成 20 年 
 

ポストアライアンス（フレWG）

フレキシブル基板に関する研

究 

矢野浩之 
 

31,003 千円

バイオマスエネルギ

ー先導研究（NEDO） 
平成 20－21 年 
 
 

糖化され易い熱帯早生樹の研

究開発 
 

林隆久 38,931 千円
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京都大学教育研究振

興財団学術研究所刊

行助成 

平成 21 年 
 

地球圏・生命圏・人間圏－持続

型生存基盤とは何か－ 
杉原薫 
 

1,500 千円 
 

エコイノベーション

推進事業（NEDO） 
 

平成 20 年 
 

サステナブルバイオによる軽

量自動車部材の開発に関する

調査 

矢野浩之 7,999 千円 
 

人間文化研究機構 
地域研究推進事業 
 

平成 18－22 年 イスラーム世界における国際

組織 
 

小杉泰 
 

41,960 千円

（ 平 成

18-20 年度/
３年分） 

若手研究者インター

ナショナル・トレー

ニング・プログラム

（日本学術振興会） 

平成 19－24 年 
 

地域研究のためのフィールド

ワーク活用型現地語教育 
 

大 学 院 ｱ

ｼﾞｱ・ｱﾌﾘｶ

地域研究

研究科 

100,000 千

円 
 

若手研究者交流事業

（日本学術振興会） 
 

平成 20 年 
 

フィールドステーションを活

用した先導的地域研究におけ

る若手研究者交流 

大 学 院 ｱ

ｼﾞｱ・ｱﾌﾘｶ

地域研究

研究科 

8,000 千円 
 

国際研究集会助成 
（日本学術振興会） 
 

平成 21 年 
 

現代社会における「自然」概念

を問う：文理融合的フィールド

科学からのアプローチ 

東南アジ

ア研究所 
 

3,500 千円 
 

大学院教育改革支援

プログラム（文部科

学省） 

平成 20－22 年 研究と実務を架橋するフィー

ルドスクール－社会に貢献す

る地域専門家の養成コース－ 

大 学 院 ｱ

ｼﾞｱ・ｱﾌﾘｶ

地域研究

研究科 

106,271 千

円 

小林三井物産  
環境基金 

平成 19－21 年 荒廃熱帯林の修復と森林とと

もにくらす地域住民の生活に

関する研究 

小林繁男 29,360 千円

国土交通省：建設技

術研究開発費補助金 
平成 19－20 年 京都特有の自然素材を活用し

た低環境負荷・資源循環型木造

住宅の開発 

小松幸平 
 

14,900 千円

松下国際財団  
研究助成 

平成 20 年 
 

熱帯アフリカにおける住民参

加型の協働的森林資源管理

(CFM)政策の進展と地域社会の

対応に関する研究 

白石壮一

郎 
450 千円 
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１１．自己点検評価委員会 

 

自己点検評価委員会は、第 21 回運営委員会（2009 年 4 月）において、昨年度の様式を

基本に、中間評価ならびに外部評価報告書の内容を加えた平成 20 年度自己点検評価報告

書の原案を提示し、承認された。その後、報告書案の目次と分担にしたがって執筆を依頼

し、部会および委員会からの原稿を取りまとめた。原稿取りまとめと編集にあたっては、

本委員会委員のほか、事務局ならびに G-COE 助教（木村、生方）の協力を得た。 
 
報告書の様式、目次案と分担を参考に記載する。 

グローバルＣＯＥプログラム「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点」 
平成２０年度自己点検報告書（案） 

自己点検委員会 川井秀一 
書式：Ａ４，上下左右マージン 30mm、 

ＭＳ明朝 1１ポイント、40 字／行、40 行／頁 
原案作成：4 月 19 日まで（生方、木村） 
原稿締め切り：4 月末日（各担当） 
原稿チェック：5 月上旬（自己点検委員会） 
 
目次と分担、分担ページ 
１． はじめに（杉原） 1p 
２． プログラムの目標と進捗（杉原） 4p 

パラダイムの形成 
成果の発信 
教育・人材育成 
世界拠点の形成 

３． 組織・運営体制（河野） 4p  
3.1 運営体制と教育研究プログラム   
3.2 委員会・部会組織と人員配置    
3.3 事務局体制の整備         
3.4 平成 20 年度予算と配分状況     

４．運営委員会の活動（事務局）1p 
4.1 概要               
4.2 グローバル COE 助教および研究員の選考と採用  

５．人材育成センターの活動（小杉） 1p 
5.1 はじめに              
5.2 新専攻「グローバル地域研究」、持続型生存基盤講座の設置について 
5.3 海外派遣助成          
5.4 アジア・アフリカ人材育成     

５－１．大学院教育部会（伊谷） 10p 
- 大学院教育：グローバル地域研究専攻、持続型生存基盤論講座の設置 
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- TA・RA プログラム  
- フィールド・ステーションを活用した若手研究者の育成（臨地教育プログラム） 

５－２． 若手養成・研究部会（清水） 5p 
 5-2.1 G-COE 助教・研究員の活動     
 5-2.2 次世代イニシアティブ研究助成の交付  
 5-2.3 研究会・シンポジウム等の開催  

5-2.4 生存圏科学国際スクールへの若手部会メンバーの派遣 
5-2.5 国際シンポジウムでの発表 

６．研究イニシアティブ  10p （それぞれ 2 ページ程度） 
6.1 パラダイム研究会（篠原）  
6.2 研究イニシアティブ１（藤田）  
6.3 研究イニシアティブ２（柳沢）  
6.4 研究イニシアティブ３（林）  
6.5 研究イニシアティブ４（田辺） 

７．広報・成果出版部会（速水・林） 20p   
7.1 研究成果発信 
7.2 ニューズレター  
7.3 ウェブページ  

８．拠点基盤整備部会（荒木・東長）  5p   
8.1 情報基盤    
8.2 データベース    
8.3 史資料・図書  
8.4 情報基盤整備・施設整備：遠隔会議システム   

９．国際アドバイザリーボード部会（石川） 1p 
- 国際シンポジウムの開催          
- 国際アドバイザリーボードによる外部評価  

１０．平成 20 年度外部資金一覧 
１１．自己点検委員会（川井）  1p 
１２．おわりに－今後の展望－（杉原／川井／河野）  1p 
Appendix. 業績一覧 
  
注）各項目の内容は提案で決まったものではありません。必要に応じて追加訂正ください。

また、ページは目安、参照程度に考えてください。 
 
サンプル 

１． はじめに（タイトル：ゴチック） 
（1 行空け） 
今回は、農業発展径路に焦点をあてます。農耕の開始により人類は、人口支持力の増大、

さまざまな・・・・ 
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１２. おわりに－今後の展望－ 

 

これまでの自己点検を総括し、評価と展望を加える。 
アジア・アフリカの地域研究に携わる研究者と、先端技術の開発に関わる科学者との

学問的対話を促進するために、「持続型生存基盤パラダイム」という新しい考え方を提

案し、地球温暖化のアジア・アフリカの地域社会への影響といった緊急の課題に答える、

ローカルな、あるいはリージョナルな持続的発展径路を追究することを目標として発足

した本プログラムの 20 年度の活動を点検し、若干の評価と今後の課題について記す。 
第一は研究分野横断型の研究推進についてである。平成 20 年度には 20 回の国際シ

ンポジウム・セミナーを主催・共催し、研究成果の国際的な発信を積極的に推進した。

とりわけ、平成 21 年３月に開催した "Biosphere as a Global Force of Change: The 
Second International Conference" （参加者 95 名、うち外国人 30 人）では、国際的

に第一線で活躍する研究者やアジア・アフリカ諸国の開発の現場に関与する現地研究者

等に参加していただき、社会と環境という 21 世紀の人類社会が共通して取り組むべき

課題に対する独創的、総合的アプローチであると高い評価を得た。同時に、４つの研究

イニシアティブとそれらを総括するパラダイム研究会の活動も活発に展開することが

できた。これらを通じて見出された知見は次の二点にまとめられる。その第一は、人間

と自然環境の関係を、これまでのように人間（開発）の側からだけ、あるいは自然環境

の維持の立場だけから考えるのではなく、両者の相互関係を考慮した上で、人類の「生

存基盤」をどのように持続させていくかという視点が重要だということである。われわ

れは、そうした視点を確立するために、グローバル・ヒストリーを書き直したり、人間

開発指数に代わる「生存基盤指数」の開発を試みたり、生命を連鎖体として見る在来の

「生存基盤の思想」を読み解いたりした。第二は、人間と自然環境との関係を二項対立

的に捉えるのではなく、「地球圏」、「生命圏」、「人間圏」という、長い歴史と固有の運

動の論理をもった三つの圏が交錯して成立する「生存圏」として捉えることによって、

これまで注目されていなかったさまざまな領域の問題を可視化し、総合化することがで

きるのではないかということである。具体的には、大気の動きと降雨、植生の関係を学

際的に研究することによって「熱帯生存圏」の諸相を理論的に解明するとともに、東南

アジアの大規模植林をとりあげて、そこにおける生態系と生物多様性の維持、地域社会

との関係、バイオエネルギーの開発などのテーマを総合的、体系的に解明しようとした。

これらの作業の中間的な成果は、近く刊行される『地球圏・生命圏・人間圏－持続型生

存基盤とは何か－』(京都大学学術出版会、印刷中)にまとめられている。今後は、これ

らの知見をさらに練り上げ、国際学術誌への発表を活発化するとともに、英文図書とし

てとりまとめ世界の公論形成への貢献を目指す。 
第二は大学院教育の制度整備についてである。大学院アジア・アフリカ地域研究研究

科（ASAFAS）に持続型生存基盤研究講座を設置する方向で制度改革の努力を進めてき

た。ASAFAS と人材育成センターの緊密な連携のもとに、協力部局の全面的なサポー

トを得て、当初の計画だった「持続型生存基盤コース」の新設よりもさらに本格的な講

座の設置を進めたのである。その結果、平成 21 年４月に大学院アジア・アフリカ地域
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研究研究科にグローバル地域研究専攻を新設するとともに、新専攻のなかに持続型生存

基盤論講座を設置し、新規に教授２名を採用することが決まった。今後は、この講座を

中核として大学院教育を推進する。 
第三は成果出版活動についてである。平成 20 年度には、学術図書 71 冊（共著含む）、

学術論文 243 編に加えて、国際シンポジウム講演要旨 7 冊、ワーキングペーパー78 冊

（うち英文 35 冊）を発行することができた。とりわけワーキングペーパーでは、『トル

コにおける地震の記憶の活用をめぐって』、『生存圏に宇宙は必要なのかーイノチのつな

がりと人と世界』、『生のつながりへの想像力―再生産の文化への視点』など、持続型生

存基盤パラダイム形成に向けた多角的な試論を発表してきた。今後も、成果出版を積極

的に展開する。 
第四は広報活動についてである。国内外に向けた成果発信の基礎をなすホームページ

は、本プログラムの開始直後である平成 19 年７月に仮ページを公開したのち、情報基

盤などを整備し、平成 19 年 11 月には日本語ページ、平成 20 年 1 月には英語ページを

本格的に公開した。その後も改良を重ねており、本プログラムのほぼすべての活動内容

をリアルタイムで世界に向けて発信する体制を構築することができた。これに応じてア

クセス回数が増加傾向にあり、平成 19 年度と比較して、英語版の訪問者数は 3 倍に、

ページ閲覧数は 10 倍となった。今後は、ホームページの内容の充実をさらに進める。 
第五は、大学院生・若手研究者に対する支援体制についてである。リサーチアシスタ

ント（RA）の雇用については、本プログラムに関連する大学院生の多くが、アジア・

アフリカ諸国での長期のフィールドワークを主たる研究手法とするために、RA 雇用が

限定的にならざるをえなかった。そこで、RA 雇用に加えて、フィールドステーション

派遣旅費の支援や若手研究者の自発的研究活動を支援する研究費支援（次世代研究イニ

シアティブ）を強化した。これにより、大学院生の研究活動を当初計画通りに活性化す

ることができた。同時に、当初の計画にしたがって、アジア・アフリカ人材発掘プログ

ラムを開始した。具体的には、日本学術振興会より若手研究者交流支援事業の助成を得

て、アジア・アフリカ諸国の若手研究者を本拠点に招へいして双方向の研究交流を推進

する若手研究者交流を実施した。これらの支援を継続して実施する。 
このように、共同研究によるパラダイム形成と人材育成のための制度改革を両輪とす

る本プログラムの構想は着実に進展している。次年度以降においては、上記論文集のほ

か、いくつかの本格的な研究成果を出すとともに、パラダイム形成の成果を東南アジア

における森林プロジェクトなどの具体的な研究に反映させる。 
 

拠点リーダー   杉原 薫 
自己点検評価委員会委員長     川井秀一 
事務局長           河野泰之 



Appendix １　G-COEワーキング・ペーパー　リスト（2009年3月末現在）

CSE
AS

GCO
E No. 発行年月名前 所属 タイトル

3 1 2008.3.
Ho Dinh Duan/Mamoru
Shibayama 柴山守

Institute of Resources
Geography, HCMC,
Vietnam/CSEAS

STUDIES ON HANOI URBAN TRANSITION IN 20th CENTURY BASED ON
GIS/RS

4 2 2008.3. Junichi Hirano平野潤一郎 ASAFAS
Beyond the Sunni-Shiite Dichotomy: Rethinking al-Afghani and His Pan-
Islamism

5 3 2008.6.

Kuppanan Palanisami/Muniandi
Jegadeesan/Koichi Fujita　藤田
幸一/Yasuyuki Kono河野泰之 CSEAS

Impacts of the Tank Modernization Programme on Tank Performance in Tamil
Nadu State, India

6 4 2008.9. Dai Yamao山尾大 ASAFAS
Struggle for Political Space in post-War Iraq: Contending Relations between
ex-Exile Ruling Parties and Later-formed Parties

7 5 2008.9. Fumikazu Ubukata生方史数 CSEAS
The Institutional Formation Process of Communal Forest Management in
Northeast Thai Villages

8 6 2008.10. Yoko Hayami　速水洋子 CSEAS Pagodas and Wedding Vows: Buddhist and Sectarian Practices in Karen State

9 7 2008.10. Kohei Wakimura脇村孝平

Graduate School of
Economics, Osaka City
University

Health Hazards in 19th Century India: Malaria and Cholera in Semi-Arid
Tropics

10 8 2008.12. Noboru Ishikawa石川登 CSEAS Centering Peripheries: Flows and Interfaces in Southeast Asia

11 9 2008.12. Makoto Nishi　西真如 CSEAS
A virus, Democracy, and Sustainable Society: the Experience of Community-
based HIV/AIDS Programs among the Gurage, Southern Ethiopia

12 10 2008.12. Junichi Hirano　平野潤一郎 ASAFAS
Historical Formation of Pan-Islamism: Modern Islamic Reformists Project for
Intra-Umma Alliance and Inter-Madhahib Rapprochement

13 11 2008.12.

Toru Adachi　足立亨/Yukihiro
Takahashi/Hiroyo Ohya/
Fuminori Tsuchiya/Kozo
Yamashita/Mamoru
Yamamoto/Hiroyuki Hashiguchi RISH

Monitoring of Lightning Activity in Southeast Asia: Scientific Objectives and
Strategies

14 12 2008.12. 石川　晃士
名古屋大学大学院
国際開発研究科

Cambodia Area Studies 1
カンボジアにおけるコメ産業の現状とその課題

15 13 2008.12.
Md. Taufiqul Islam/Koichi Fujita藤
田幸一 CSEAS

Prospect of Building a Local Self-government at the Upazila/ Thana Level :
Towards a Decentralized Rural Administration in Bangladesh

16 14 2009.1. Dai Yamao 山尾大 ASAFAS
Transformation of the Iraqi Islamist Parties and their Framing in theChanging
Regional and International Political Environments

17 15 2009.1. 大野　昭彦/Patcharin Lapanun
青山学院大学国際政
治経済学部 東北タイにおける信用組合の展開

18 16 2009.2. 加瀬澤　雅人 東南アジア研究所

｢アーユルヴェーダ｣をいかに現代に活かすか　インド、アメリカ、日本における
実践からの一考察
How to Utilize Ayurveda in Contemporary India, United States and Japan

1
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19 17 2009.1.

Rumi Kaida　海田るみ/Tomomi
Kaku/Kei’ichi Baba/
Masafumi Oyadomari/Takashi
Watanabe/Sri Hartati
Enny Sudarmonowati/Takahisa
Hayashi RISH Enzymatic Saccharification and Ethanol Production of Trunk in Tropical Trees

20 18 2009.1. Taizo Wada　和田泰三 CSEAS
Depression of Community-Dwelling Elderly in Three Asian Countries: Myanmar,
Indonesia, and Japan

21 19 2009.2. 木村　周平 東南アジア研究所 トルコにおける地震の記憶の活用をめぐって

22 20 2009.3.
石橋　誠/小張　順弘/渡邉　暁子
/細田　尚美 東南アジア研究所

可能性としてのハイパー・モビリティ:生存基盤持続型社会の潜在力の表現とし
ての人の移動に関する広域比較研究・序説

23 21 2009.2.
Rumi Kaida　海田るみ/Takahisa
Hayashi RISH Improving Primary Raw Materials for Biofuels

24 22 2009.2. 田畑　悦和 生存圏研究所 インドネシア海洋大陸域における日変化特性の研究

25 23 2009.2. 竹田　敏之
アジア・アフリカ地域研
究研研究科

現代アラブ世界の展開と学術用語の整備−タアリーブ(アラビア語化)による外
来語受容とナハトによる造語法を中心に

26 24 2009.2. Takahisa Furuichi　古市剛久 ASAFAS
Land-use Change in the Lake Inle Catchment, Myanmar: Implications for
Acceleration of Soil Erosion and Sedimentation

27 25 2009.2. Junko Koizumi　小泉順子 CSEAS The Making of ‘Thai Silk ’ as a National Tradition

28 26 2009.2. 市野澤　潤平
東京大学大学院総合
文化研究科

リスク人類学シリーズ1
2004年インド洋大津波のプーケット観光への影響

29 27 2009.2. 松村　直樹
名古屋大学大学院国
際研究科

リスク人類学シリーズ2
生活を脅かす“リスク”と浮遊する“安全な水”～バングラデシュ飲用水砒素汚
染問題の事例から～

30 28 2009.2. 福井　栄二郎 島根大学法文学部
リスク人類学シリーズ3
老いはリスクか？

31 29 2009.2. 松尾　瑞穂 人文科学研究所
リスク人類学シリーズ4
生命という不確実性とリスク:インドにおける代理懐胎をめぐって

32 30 2009.2. 新ヶ江　章友
名古屋市立大学大学
院看護学研究科

リスク人類学シリーズ5
日本におけるHIV/AIDS とリスクの構築―「ゲイ・コミュニティ」言説の生成プロ
セスに関する視点から―

33 31 2009.2. 西　真如 東南アジア研究所
リスク人類学シリーズ6
不一致と関与―エチオピアのグラゲ県住民によるHIV/AIDS への取り組み―

34 32 2009.2. 木村　周平 東南アジア研究所
リスク人類学シリーズ7
不安・リスク・不確実性：人類学的リスク研究への一考察

35 33 2009.2. 東　賢太朗
宮崎公立大学人文学
部

リスク人類学シリーズ8
降りる、逃げる、旅立つ―リスク社会の人類学的オルタナティブ構想―

36 34 2009.3. 篠原　真毅 生存圏研究所 生存圏に宇宙は必要なのか-イノチのつながりと人と世界-

37 35 2009.3. SUN Xiaogang　孫 CSEAS
Nomadic Pastoralists Adapting to the Challenge of Sedentarization in Arid
Area of East Africa

2
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38 36 2009.3.

園部　太郎/佐藤　孝宏/奥村　与
志弘/広田　勲/
津田　冴子/小石　和成/大村　善 東南アジア研究所 タイにおける持続可能な稲作由来バイオマス発電の現状と展望

39 37 2009.3. 黒崎　龍悟
アジア・アフリカ地域研
究研研究科

タンザニア南部，マテンゴ高地における農村開発の展開と住民の対応−住民参
加型開発プロジェクトの｢副次効果｣分析から−

40 38 2009.3. Fumikazu Ubukata 　生方史数 CSEAS
Getting Villagers Involved in the System: the Politics, Economics and Ecology
of Production Relations in the Thai Pulp Industry

41 39 未 藤岡　悠一郎
アジア・アフリカ地域研
究研研究科

ナミビア乾燥地域に暮らす農牧民の自然資源利用におけるフロンティアの役割
とその変化
Changes in Natural Resource Use in the Local Frontier among Agro-
pastoralists of North-Central Namibia

42 40 2009.3. Shinsuke  Nagaoka長岡伸介 ASAFAS
Reconsidering Mudaraba  Contracts in Islamic Finance: What is the Economic
Wisdom (Hikma ) of Partnership-based Instruments?

43 41 2009.3. 鈴木　史朗/服部　武文/梅澤　俊 生存圏研究所 熱帯アカシアの育種

44 42 2009.3. Akio Tanabe　田辺明生
Institute for Research
in Humanities

Cultural Politics of Life: Biomoral Humanosphere and Vernacular Democracy in
Rural Orissa, India

45 43 2009.3. 田辺　明生・加瀬澤　編
人文科学研究所・東南
アジア研究所 技術と社会のネットワークb―研究課題と展望―

46 44 2009.3. Naoki Naito　内藤直樹 ASAFAS

The Potential of Ambiguous Identities among Pastoralists in the Modern State:
a Case Study of the Emergence of New Ethnic Identities in Northern Kenya
Following a National Election

47 45 2009.3. 松村　圭一郎 人間環境学研究科
生存を支える地域/社会シリーズ1
ザンビアにおける食糧安全保障体制と生存基盤

48 46 2009.3. 佐川　徹
大学院アジアアフリカ
地域研究研究科

生存を支える地域/社会シリーズ2
友を待つ－ダサネッチによる「敵」への歓待と贈与－

49 47 2009.3. 山北　輝裕
関西学院大学大学院
社会学研究科

生存を支える地域/社会シリーズ3
野宿者にとって＜地域福祉＞とは何か

50 48 2009.3. 西垣　有
大阪大学大学院人間
科学研究科

生存を支える地域/社会シリーズ4
公共空間をつくる―ポスト社会主義期モンゴル・ウランバートル市の事例から

51 49 2009.3. 久保　忠行
神戸大学大学院国際
文化学研究科

生存を支える地域/社会シリーズ5
ビルマ：紛争の現代的特徴と難民キャンプの生活世界

52 50 2009.3. 鈴木　玲治/竹田　晋也

東南アジア研究所／ア
ジアアフリカ地域研究
研究科

生存を支える地域/社会シリーズ6
焼畑耕作がミャンマー・バゴー山地カレン村落周辺の森林植生の長期的変化
に与える影響

53 51 2009.3. 池田　昭光
東京都立大学大学院
社会科学研究科

生存を支える地域/社会シリーズ7
レバノン内戦の記憶に関する予備的考察―宗派という視点―

54 52 2009.3. 長倉　美予
アジア・アフリカ地域研
究研研究科

生存を支える地域/社会シリーズ8
レソト山岳地の生業とその変遷

55 53 2009.3. Sayako Kanda　神田さや子
Faculty of Economics,
Keio University

Coal, Firewood and Plant Stalks: Availability of Fuel and Development of
Industries in Early Nineteenth-Century Bengal

3
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56 54 未 Esen Urmanov

Area and Culture
Studies, Tokyo
University of Foreign
Studies Transformation of Clan Politics into Party Politics in Kyrgyzstan (2005-2008)

57 55 2009.3. 宗野　ふもと
アジア・アフリカ地域研
究研研究科

現代中央アジアにおける女性の仕事：ウズベキスタン、ホラズム州ヒヴァ市の
絨毯工房を取り上げて

58 56 2009.3. Aiko Hiramatsu　平松亜衣子 ASAFAS
Islam and Democratization in Contemporary Kuwait: The Political Participation
of Women and the Formation of the Civil Society

59 57 2009.3. Kenji Kuroda　黒田賢治 ASAFAS
Games to get Hegemony in Iranian Politics: Participation of Islamic Jurists
after the Revolution

60 58 2009.3. 亀井　敬史
生存基盤科学研究ユ
ニット SCM(Supply Chain Management)による救急医療体制の最適化

61 59 2009.3. Yasuaki Sato　佐藤靖明 ASAFAS
Ethnobotanical Study of Local Practices Maintaining Landrace Diversity of
Bananas (Musa spp .) and Enset (Ensete ventricosum ) in East African Highland

62 60 2009.3. Go Yonezawa　米沢剛
Institute of
Sustainability Science Generation of DEM for Urban Transformation of Hanoi, Vietnam

63 61 2009.3.
Toshiyuki Wakatsuki　若月俊之
/Moro M. Buri/Oladimeji I.

Kinki University School
of Agriculture

West African Rice Green Revolution by Sawah Eco-technology and the
Creation of African SATOYAMA Systems

64 62 2009.3. 星川　圭介
地域研究統合情報セ
ンター 東南アジアの農村はどれくらい自給的か

65 63 2009.3. Tamaki Endo　遠藤環
Faculty of Economics,
Saitama University,

Occupational Change and Upward Mobility of Low Income Residents in
Bangkok

66 64 2009.3. Mohamed Omer ABDIN

Graduate School of
Area and Culture
Studies, Tokyo
University of Foreign
Studies

The Impact of CPA’s Power Sharing Arrangements on the Process of
Democratic Transformation in Sudan

67 65 2009.3. 吉田　尚史
早稲田大学大学院文
学研究科

Cambodia Area Studies 2
カンボジア王国の精神医学・医療についての報告

68 66 未 籠谷　直人 人文科学研究所 19世紀の東アジアにおける自由貿易原則の浸透と華僑の移動

69 67 2009.3. 中村　香子/内藤　直樹
アジア・アフリカ地域研
究研研究科

アイデンティティの柔軟性と重層性に関する研究－東アフリカの牧畜社会にお
ける他者と自己の構築
Construction of Self and Others in the East African Pastoralists’ Societies:
Flexibility and Plurality of Identities

70 68 2009.3. 渡邉　一哉 東南アジア研究所 タイ国・バンドン湾における沿岸域利用

71 69 2009.3. 松井　生子 広島大学大学院

Cambodia Area Studies 3
カンボジア農村におけるベトナム人と地方行政の関わり「不当な」料金徴収とそ
の影響をめぐって
Ethnic Vietnamese and Local Authorities A Look at B Village, Prey Veng,
Cambodia

72 70 未
Shoko Kobayashi　小林祥子
/Kazadi SANGA-NGOIE CSEAS

A Multivariate Model of the Integrated Radiometric Correction Method of
Optical Remote Sensing Imageries with Consideration to Terrain Irradiance

4
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73 71 2009.3. Takashi Oishi　大石隆 Kobe City University
p y y

Special Focus on the Import from Japan

74 72 2009.3. 速水　洋子 東南アジア研究所
生のつながりへの想像力1
生のつながりへの想像力―再生産の文化への視点

75 73 2009.3. 宇田川　妙子 国立民族学博物館
生のつながりへの想像力2
人の断片化か、新たな関係性か：イタリアの生殖技術論争の事例から

76 74 2009.3. 砂川　秀樹 実践女子大学
生のつながりへの想像力3
同性愛者のパートナーシップと家族、次世代への継承

77 75 2009.3. 工藤　正子
東京大学大学院総合
文化研究

生のつながりへの想像力4
トランスナショナルな家族にみる“つながり”の生成と再編：パキスタン人男性と
日本人女性の国際結婚の事例から

78 76 2009.3. Nanami Suzuki　鈴木七美
National Museum of
Ethnology

Series on Imagining Relatedness of Life 5
Creating a New Life through Persimmon Leaves The Art of Searching for Life-
design for Greater Well-being in a Depopulated Town

79 77 2009.3. 清水　展 東南アジア研究所

災害に立ち向かう地域／研究　生存基盤持続型の発展に向けた再想像＝創
造のための素描
Tackling Natural Disasters Re-Imagining Area Studies for Sustainable
Humanosphere

風戸真理
地域研究統合情報セ
ンター モンゴル牧畜社会における女性の財産—家畜と銀製品の比較より

以上 英文３５　和文４３

5
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メンバー 発行年 著者 タイトル

速水洋子 2007 速水洋子
「カレン州パアンにおける仏教徒ポー・カレンの民俗・宗教実践と世帯の継承」『ミャンマー
少数民族地域における生態資源利用と世帯戦略』科学研究費補助金基盤研究（B）報告書　

平成16年度−平成18年度 （代表：速水洋子）217-251頁.　2007年5月

速水洋子 2007 速水洋子
「家と家をつなぐーバゴー山地カレン焼畑村から」『東南アジア研究』45巻３号359-381頁．

2007年12月

速水洋子 2007 速水洋子
”Changing “Families” in Southeast Asia: Loose Framework, Questions and Topics” in 
Proceedings of the CORE University International Workshop　2007年12月6-7日拠点大学プ

ログラム国際ワークショップ　1-12頁

速水洋子 2009 速水洋子
” Relatedness and Reproduction in Rethinking “Families” in Southeast Asia: (with case 
studies from three Karen settings)” In Proceedings of the The Making of East Asia: from both 
macro and micro perspectives(Volume 2) PROJECT 8: Changing “Families” Kyoto March 

林隆久 2007 A Alonso-Simon, P Garcia-Angulo, AE 
Encina, JM Alvarez, JL Acebes and T 

Increase in XET activity in bean ( Phaseolus vulgaris  L.) cells habituated to dichlobenil, 
Planta , 226: 765-771 (2007)

林隆久 2007

N Nishikubo, T Awano, A Banasiak, V 
Bourquin, F Ibatullin, R Funada, H 
Brumer, TT Teeri, T Hayashi, B Sundberg 
and EJ Mellerowicz

Xyloglucan Endo -transglycosylase (XET) Functions in Gelatinous Layers of Tension Wood 
Fibers in Poplar—A Glimpse into the Mechanism of the Balancing Act of Trees, Plant Cell 
Physiol , 48: 843-855 (2007)

林隆久 2007

BR Urbanowicz, AB Bennett, E del 
Campillo, C Catalá, T Hayashi, B 
Henrissat, H Höfte, SJ McQueen-Mason, 
SE Patterson, O Shoseyov, TT Teeri, and 

Structural organization and a standardized nomenclature for plant endo-1,4-b-glucanases 
(cellulases) of glycosyl hydrolase family 9. Plant Physiology , 144: 1693-1696 (2007)

林隆久 2007 T Konishi, T Takeda, Y Miyazaki, M 
Ohnishi-Kameyama, T Hayashi, MA O’

A plant mutase that interconverts UDP-arabinofuranose and UDP-arabinopyranose, 
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National University of Singapore/NIAS Press (in press).

石川登 2008 石川登 book 『境界の社会史 --- 国家が所有を宣言するとき』京都大学学術出版会．

石川登 2007 石川登 chapter 「マイクロ・トランスナショナリズム：ボルネオ島西部国境の村落社会誌」『現代インドネシアの地方
社会：ミクロロジーのアプローチ』杉島敬志；中村潔（編），pp.214-232．東京：NTT

伊藤正子 2008 伊藤正子 book 『民族という政治－ベトナム民族分類の歴史と現在－』三元社、2008年

片岡樹 2008 チャレ著・片岡樹編訳
book 
(trans.)

『ラフ族の昔話―ビルマ山地少数民族の神話・伝説―』東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化

研究所 (2008)

片岡樹 2008 チャレ著・片岡樹編訳
book 
(trans.) 『ラフ族の昔話―ビルマ山地少数民族の神話・伝説―』雄山閣 (2008)

梶茂樹 2007 Kaji, Shigeki book A Rutooro Vocabulary , 東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所.

梶茂樹 2007 梶 茂樹 chapter  「トーロ語の地名」, 『生きる場の人類学―土地と自然の認識・実践・表象過程』 （河合香吏編）, 京
都大学学術出版会, pp.185-194.

神崎　護 2007 神崎　護 chapter 「森林の多様性と動態を読み解く」太田誠一編 『森林の再発見』. pp.259－284. 京都大学出版会. 
風戸真理 2009 風戸真理 book 『現代モンゴル遊牧民の民族誌』2009年、世界思想社

木谷 名都
子

2007 籠谷直人・木谷名都子 chapter
「帝国経済の対立と宥和　―日印会商（1933-34年）をめぐる日英印の三国関係」、石田憲編著『膨

張する帝国　拡散する帝国　―第二次大戦に向かう日英とアジア―』第二章、東京大学出版会、

55-79頁、2007年4月

甲山治 2007
Toderich, K., Black, C. C., 
Juylova, E., Kozan, O. 
Mukimov, T. and Matsuo,

chapter
N. C3/C4 plants in the vegetation of Central Asia, geographical distribution and environmental 
adaptation in relation to climate, Climate Change and Terrestrial Carbon Sequestration in Central 
Asia, pp. 33-64, London: Taylor & Francis Ltd.

甲山治 2008
Toderich, K., Ismail, S., 
Juylova, A. E., Gismatullina, 
G. L., Kozan, O. and 

chapter
New approaches for biosaline agriculture development, management and conservation of sandy 
desert ecosystems, Biosaline Agriculture and High Salinity Tolerance , pp. 247-264, Basel: Birkhä
user ; London : Springer [distributor].

黒崎龍悟 2008 黒崎龍悟 chapter 「日常生活を手伝う－タンザニアでの農村開発をめぐる出来事から－」『アクション別フィールド
ワーク入門』武田丈・亀井伸孝編，pp. 188-199. 世界思想社.

丸山淳子 印刷中 丸山淳子 chapter 「開発政策によるサンの集住化と脱狩猟採集民化：経済格差と食物分配に注目して」 岸上伸啓編 
『開発と先住民族』 明石書店
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丸山淳子 印刷中 丸山淳子 chapter 「開発政策と先住民運動のはざまで：ボツワナの再定住地におけるサンの居住形態の再編」 窪田

幸子編 『先住民とは誰か?』 世界思想社

丸山淳子 2008 丸山淳子 chapter 「政治論争にまきこまれる：ボツワナ共和国における開発政策と先住民運動の渦中で」 武田丈・亀

井伸孝編 『アクション別フィールドワーク入門』 世界思想社 pp63-75
増原善之 2008 増原善之 chapter 「人魚伝説とゴールドラッシュ」 横山智・落合雪野編『ラオス農山村地域研究』めこん、121-130頁、
西　真如 2009 西真如 book 『現代アフリカの公共性：エチオピア社会にみるコミュニティ・開発・政治実践』、昭和堂、2009年

西　真如 2008 西真如 chapter 「病と共存する社会をのぞむ：エチオピアのHIV/AIDS予防運動」、（共著）武田丈・亀井伸孝編

『アクション別フィールドワーク入門』世界思想社、204-217頁、2008年

島上宗子 2007 島上宗子 chapter 「『いりあい交流』がつなぐ日本とインドネシア――山村の知恵と経験に学ぶ」加藤剛編『国境を越

えた村おこし――日本と東南アジアをつなぐ』NTT出版、2007年9月、31-61頁

清水展 2007 清水展 chapter 「文化を資源化する意味付与の実践：フィリピン先住民イフガオの村における植林運動と自己表
象」山下晋司（編）『資源化する文化』弘文堂 pp.123-150、2007。

清水展 2007 清水展 chapter
「グローバル化時代に田舎が進める地域おこし―北部ルソン山村と丹波山南町をつなぐ草の根交

流、植林、開発の取り組み―」加藤剛編『国境を越えた村おこし：日本と東南アジアをつなぐ』ＮＴ

Ｔ出版 pp.165-198、2007。

清水展 2007 清水展 chapter 「被災のなかの苦難と希望：1991年ピナトゥボ山代噴火と先住民アエタ・コミュニティの新生」浦野

正樹・大矢根淳・吉川忠寛（編）『復興コミュニティ論入門・シリーズ災害と社会②』弘文堂pp.179-

清水展 2007 清水展 chapter
「辺境から中心を撃つ礫：アフガニスタン難民の生存を支援する中村医師とペシャワール会の実
践」松本常彦・大島明秀（編）『＜九州＞という思想―九州スタディーズの試み―』花書院、pp.111
～166、2007。

清水展 2008 清水展 chapter 「火山灰に消された歴史」東京大学東洋文化研究所編『アジア学の明日にむけて』東京大学東洋
文化研究所pp.188-193、2008。

白石壮一郎 2008 白石壮一郎 chapter ｢調査者に期待されること｣武田丈・亀井伸孝編　『アクション別フィールドワーク入門』世界思想
社、pp.202-203.

白石壮一郎 2008 白石壮一郎 chapter ｢『文化』か、それとも『自由』か?｣ 武田丈・亀井伸孝編　『アクション別フィールドワーク入門』世界

思想社、pp.234-236.
玉田芳史 2008 玉田芳史・船津鶴代 book 『タイ政治行政の変革1991-2006年』千葉：アジア経済研究所、368頁．
玉田芳史 2008 TAMADA Yoshifumi book Myths and Realities: The Democratization of Thai Politics . Kyoto: Kyoto University Press, 356p.
玉田芳史 2009 玉田芳史 chapter 「これからどうなるタイの政治」日本タイ協会編『現代タイ動向2006-2008』めこん、14-39頁.

玉田芳史 2008 玉田芳史 chapter 「タイにおける中核的執政の変容」伊藤光利編『比較政治叢書4政治的エグゼクティヴの比較研

究』早稲田大学出版部、155-174頁.
田中雅一 2007 田中雅一・川橋範子(編） book(ed 『ジェンダーで学ぶ宗教学』世界思想社、pp.272、2007

田中雅一 2008 田中雅一（編）
book(ed
.)

『東アジアと東南アジアを中心とする軍隊の歴史人類学的研究』平成１６年度～平成１８年度科学
研究費補助金（基盤研究（Ｂ））研究成果報告書　pp.285. 2008

田中雅一 2008 Masakazu TANAKA （ed.） book(ed Armed Forces in East and South-East Asia: Studies in Anthropology and History, pp.285 2008
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田中雅一 2007 田中雅一 chapter 「貨幣と共同体――スリランカ・タミル漁村における負債の贈与的資源性をめぐって」　春日直樹責

任編集『貨幣と資源』（内堀基光総合編集『資源人類学』05）弘文堂、pp.59-107、2007

田中雅一 2008 田中雅一 chapter 「軍隊を人類学する――ナショナルとトランスナショナル」　春日直樹編『人類学で世界をみる――
医療・生活・政治・経済――』ミネルヴァ書房　pp.185-203、2008

田中雅一 2009 田中雅一編 book(ed 『フェティシズム研究１　フェティシズム論の系譜と展望』京都大学学術出版会　380頁　2009

渡辺一生 2008 河野泰之，宮川修一，渡辺一
生

chapter 「一つの村の水稲収量図から社会の変化を読み取る―東南アジアの農業発展―」『地域研究のた

めのGIS入門』水島司，柴山守編，東京：古今書院，（2008）.

渡辺隆司 2007
Watanabe, Takashi, Y. Ohashi, 
T. Tanabe, Takahito 
Watanabe, Y. Honda and K. 

chapter
Lignin biodegradation by selective white rot fungus and its potential use in wood biomass 
conversion. In ACS Symposium Series 954, Materials, Chemicals and Energy from Forest 
Biomass . American Chemical Society. pp 409-421 (2007).

渡辺隆司 2008 渡辺隆司 chapter 「微生物機能を利用したバイオマス前処理技術開発」『バイオリファイナリー技術の工業最前線　
―自動車用バイオ燃料の技術開発―』、シーエムシー出版、207-222 (2008).

渡辺隆司 2008 渡辺隆司 chapter 「微生物機能を利用したバイオマス前処理技術開発」『セルロース利用技術の最先端』シーエム
シー出版、334-349 (2008).

渡辺隆司 2007 渡辺隆司 chapter 「リグノセルロース系バイオリファイナリー」『ウッドケミカルスの新展開』シーエムシー出版、87-106 

米澤　剛 2007
ベンカテッシュ・ラガワン，升
本眞二，サラウット・ニンサワッ
ト，吉田大介，野々垣　進，米
澤　剛，グエン・ホア・ビン，

book 『フリーオープンソースソフトウェアを用いた空間情報処理データシェアリングのためのトレーニン
グノート』大阪市立大学FOSS4Gプロジェクト，166p，2007．

appendix 2-31



メンバー 年 講演者、発表者 タイトル

速水洋子 2007 Hayami, Yoko パネル組織・序論Families in Flux: Southeast Asian Families Across Borders and Categories　
第5回ICAS（International Convention of Asian Scholars）  2007年8月2日

速水洋子 2007 Hayami, Yoko

“More or less Buddhist? Sectarian Religious Practices in Karen State, Burma.” Presented in 
the panel “Paths Taken and Not Taken in the Anthropology of Buddhism: Assessment of the 
Field and Current Directions of Research”.第106回アメリカ人類学会研究大会（ワシントン

D.C.）(American Anthropological Association, 106th Annual Meeting) 2007年12月1日

速水洋子 2007 Hayami, Yoko
”Family” and Cultural Reproduction against Mobility and Transience: Three cases of Karen 
across the border"　Private Faces of Power and Institutions in Southeast Asia. 拠点大学プロ

グラム国際ワークショップ 2007年12月6-7日

速水洋子 2007 速水洋子
「先住民の自称とエコツーリズムに見る表象と戦術：タイの多文化主義の動向の中で」国立
民族学博物館共同研究会「「先住民」とはだれか？─ 先住民族イデオロギーの潜勢的／顕

在的形態とその社会歴史的背景に関する研究」 2007年12月22日

速水洋子 2008 Hayami, Yoko
“Seeds and Taboos: Cultural Reproduction and Domestic Networks among Karen in Bago 
Mountains, Burma”, International Workshop on Local Knowledge and Its Positive Practice, 
Addis Ababa, Ethiopia (G-COE イニシアティヴ４) 2008年2月14日

速水洋子 2008 速水洋子
「生のつながりへの想像力―三つのカレン社会の事例に見る再生産の文化」（G-COEイニ

シアティブ4　研究会）2008年7月4日

速水洋子 2008 招待 速水洋子
「飼い慣らされる山地民文化：北タイ・カレンの場合」南山大学人類学博物館オープンリサー
チセンター主催　ヤオ族研究会(招待講演)2008年10月18日

速水洋子 2009 Hayami, Yoko
” Relatedness and Reproduction in Rethinking “Families” in Southeast Asia: (with case 
studies from three Karen settings)” In the final workshop of the CORE University Project. 
The Making of East Asia: from both macro and micro perspectives Kyoto February 23, 2009 

速水洋子 2009 速水洋子
「ビルマのキリスト教と民族：カレンにみる民族と宗教」国立民族学博物館共同研究『キリスト
教文明とナショナリズムー人類学的研究』2009年3月20日

林隆久 2007
T. Hayashi, M. Takeuchi, 
Y.W. Park, T. Kaku, M. 
Yoshida, T. Awano, R. Kaida, 

Xyloglucan creates tensile stress in the secondary wall. XI Cell Wall Meeting 15th August 
2007.

林隆久 2007 T. Hayashi
Tropical trees in Southeast Asia - A reformation scenario from deforestation, Plant Science 
and Genetics seminar, the Hebrew University of Jerusalem, Rehovot, Israel, 18th December 

林隆久 2007 招待 林隆久
Current situation of researches on genetically modified trees in Japan、フォーラム: 少資源国

日本のバイオマス研究、日本分子生物学会生化学会合同大会、パシフィコ横浜、12月14日
（2007）(招待講演)

林隆久 2008 T Hayashi Transgenic poplars, Plant biology seminar, Sao Paulo University, Sao Paulo, Brasil, 12th　

December (2008)

　（3）講演、発表
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林隆久 2008 T Hayashi
Transgenic poplars, Plant feedstock seminar, Joint BioEnergy Institute, Emeryville, USA,　
15th December (2008)

林隆久 2008 招待 T Hayashi
Enhancement of saccharification by overexpression of various endoglycanase in poplar,　
International Symposium on Clean Energy for the World, Ethanol Biodiesel and Nayural 
Gas,　Ubatuba, Brasil, December 7-10, 2008 (招待講演)

林隆久 2008 招待 林隆久、馬場啓一
さまざまな細胞壁分解酵素を発現する組換えポプラ、理研シンポジウム、理研横浜、2月18
日（2008）(招待講演)

林隆久 2009 招待 T Hayashi Loosening xyloglucan accelerates the enzymatic hydrolysis of cellulose in wood, Nissan 
International Tree Biology, Tokyo, February 26, 2009 (招待講演)

林隆久 2009 T Hayashi Proposed strategies and prospects for Riau biosphere reserve, Workshop on Riau　biosphere 
researve, Pekanbaru, Indonesia, February 20, 2009

井合進 2008 Susumu, Iai Risk management approach to seismic hazard and its application to environmental crisis, 
International Symposium on Sustainbility Science, Potsdam, 2008

井合進 2008 Susumu, Iai Keynote Lecture, Bandung, Indonesia, 2008
井合進 2008 井合進 環境変動への対応、循環型社会に関する日中シンポジウム、京都、2008

籠谷直人 2007 籠谷直人
The Chinese and Indian Merchants’ Networks and Modern Japan 1890-1946僑務委員会、国
際学術研討会「全球化下華僑華人問題的転変」台湾、（研究報告）。２００７年５月

籠谷直人 2008 籠谷直人
香港、マカオ、「グローバル・ガバナンスの最前線」研究成果報告、香港中文大学歴史学科
（研究報告）。２００8年3月

籠谷直人 2008 籠谷直人
韓国、仁川、仁荷大学「東アジアにおける自由貿易原則の浸透」『２００８東アジア韓国学国
際学術会議および東アジア韓国学会』（研究報告）。２００8年12月

川井秀一 2007 Munawar SS, Umemura K, 
Tanaka F, Kawai S

The Properties of Mild Steam and Chitosan Treated Ramie and Pineapple Plant Fiber 
Bundles, 2007 IUFRO All Division 5 (Forest Products) Conference, Taipei, 29 October-2 

川井秀一 2007 Umemura K, Kawai S Characterization of chitosan-glucose film.　International Symposium on Advanced Biomass 
Science and Technology for Bio-based Products, Beijing, China, May 23-25, 2007.

川井秀一 2007 Kawai S Development of Wood-Based Materials for Establishing the Resource-Sustainable Society, 
2007.02.27 RISH/LIPI Spring School(Chibinon, Inodnesia, Lecturer)

川井秀一 2007 Kawai S
Research Cooperation between Indonesia-Japan in Forest/Wood Science: Past, Present and 
Future (Key Note), 2007.08.25 The 16th Indonesian Scientific Conference in Japan (Kyoto)

川井秀一 2007 招待 Kawai S Perspective on the International Academic Collaboration of RISH  (Invited), 2007.12.14 
USM-RISH Joint Symposium (Penang)

川井秀一 2007 招待 Kawai S Sustainable Production and Utilization of Acacia, 2007.07.25 Science for Sustainable 
Humanosphere 2007 (Bandung, Indonesia) (invited)

川井秀一 2007 招待 Kawai S Seeking Sustainable Society through Science and Technology, 2007.11.26, 2007.11.26 
Indonesia Grobal COE Program (Invited)
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川井秀一 2008 川井秀一
泥炭湿地の持続的開発は可能か？  タイ、ナラチワ地域のケーススタディ2008.10.21　G-
COE イニシャティブ３研究会

川井秀一 2008 招待 Kawai S
 Development of high-performancce fiber composites from non-wood plant fiber bundles 
(Invited), 2008.06.05 VTT-RISH Joint Symposium(99th Humanosphere Symposium)

川井秀一 2008 招待 Kawai S Development of Wood-Based Materials for Establishing the Resource-Sustainable Society 
(Invited), 2008.09.26 China North-East Forestry University Special Lecture

川井秀一 2008 Shuichi KAWAI, Kenji 
Umemura, and Sasa S 

Development of High-performance Fiber Composites, 2008.09.27　IAWPS2008 (Harbin) 
(Key Note)

川井秀一 2008 招待
Shuichi Kawai, Misao 
Yokoyama, Miyuki Matsuo, 
and Junji Sugiyama

Research on the Aging of Wood in RISH, 2008.11.06　Wood CulTher COSTSymposium

川井秀一 2008 Umemura K, Yamauchi H, Ito 
T, Shibata M, Kawai S

Effect of UV Irradiation on the Color and Chemical Structure of PMDI Cured with Water, 
International Symposium on Wood Science and Technology. Harbin, China, September 27-

川井秀一 2008 招待 Kawai S Sustainable Forest Management and Regional Environment in South-East Asia (Invited), 
2008.03.13 G-COE International Workshop (Kyoto)

川井秀一 2008 招待 Kawai S Humanosphere Science -An overview-  (Lecturer), 2008.02.24 The Humanosphere Science 
School 2008 (Chibinong)

川井秀一 2009 Widyorini R, Kawai S, etc.

Evaluartion of Biomass Production of Plantation Forest in Tropical Area; A Case Study of 
Acacia Plantation Forest, P.T. Musi Hutan Persada, Indonesia. (Poster), 2009.03.09　The 
Second International Conference of Kyoto University Global COE Program In Search of 
Sustainable Humanosphere in Asia and Africa

川井秀一 2009 Kobayashi S,
Estimation of Forest Biomass in South Sumatra using Ground-based and Satellite Remote 
Sensing Data (Poster), 2009.03.09　The Second International Conference of Kyoto 
University Global COE Program In Search of Sustainable Humanosphere in Asia and Africa

河野泰之 2007 河野泰之
山地生態資源の持続的利用のための技術融合と制度設計－東南アジアを中心として－、
生存基盤科学研究ユニット学際交流セミナー、京都、2007年9月

河野泰之 2007 招待 河野泰之
生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点，動き出したグローバルCOEプログラム：地

域研究の展開と研究教育体制の課題，仙台，2007年11月．

河野泰之 2007 河野泰之
Wrap-up report, The First Kyoto University Southeast Asian Forum in Indonesia: In Search 
of New Paradigm on Sustainable Humanosphere, Jakarta, Indonesia, 2007年11月

河野泰之 2007 河野泰之
Mechanism of Land Use Changes in the Mountainous Region of Mainland Southeast Asia, 
International Workshop on Sustainable Natural Resources Management of Mountainous 
Regions in Laos, Luang Nam Tha, Laos, 2007年11月

河野泰之 2007 招待 河野泰之 地域研究と生存圏科学をつなぐ，第82回生存圏シンポジウム（招待講演），京都，2007年12

河野泰之 2007 河野泰之
What are nature-inspired Technologies and Institutions? International Symposium of the 
Global COE Program “In Search of Sustainable Humanosphere in Asia and Africa”, 京都，

appendix 2-34



河野泰之 2007 河野泰之
熱帯の自然とは、その潜在力を生かす技術とは，G-COEパラダイム研究会「生存基盤持続

型発展を目指した研究 活動報告」，京都，2008年4月

河野泰之 2007 河野泰之
タイ東北部の天水田水稲作における水利技術の展開，日本地球惑星科学連合2008年大

会，千葉，2008年5月

河野泰之 2007 河野泰之
農業の変容と水利調整 ―インド・タミルナドゥ州を事例として－，日本地球惑星科学連合

2008年大会，千葉，2008年5月

河野泰之 2008 河野泰之
東南アジア大陸山地部の生業の生態史，東南アジア学会第79回研究大会パネル４「東南

アジア生態史の構築に向けて」，大阪，2008年6月

河野泰之 2008 招待 河野泰之
Environment, Technology and Institutions for Sustainable Humanosphere: A Water 
Perspective, International Conference on GeoInformatics for Spatial-Infrastructure 
Development in Earth and Allied Sciences, Hanoi, Vietnam, 2008年12月

河野泰之 2008 河野泰之
Impacts of Population Growth on Land Use in the Northern Mountain Region of Vietnam: A 
Village-level Analysis, International Conference on GeoInformatics for Spatial-Infrastructure 
Development in Earth and Allied Sciences, Hanoi, Vietnam, 2008年12月

河野泰之 2008 河野泰之
農業の変容と水利調整 ―インド・タミルナドゥ州を事例として－，日本地球惑星科学連合

2008年大会，千葉，2008年5月

河野泰之 2008 河野泰之
Impacts of Population Growth on Land Use in the Northern Mountain Region of Vietnam: A 
Village-level Analysis, International Conference on GeoInformatics for Spatial-Infrastructure 
Development in Earth and Allied Sciences, Hanoi, Vietnam, 2008年12月

河野泰之 2007 招待 河野泰之 地域研究と生存圏科学をつなぐ，第82回生存圏シンポジウム，京都，2007年12月
小杉泰 2007 小杉泰 「現代イスラームと中東政治」社団法人 大阪倶楽部　定例午餐会2007.5.16
小杉泰 2007 小杉泰 「イスラームのいま」日本記者クラブ「中東ベーシック」2007.5.17

小杉泰 2007 小杉泰
「イスラーム世界の動態とグローバル化：中東・イスラーム地域の再編成とその展望」京都産
業大学世界問題研究所研究会　2007.7.26

小杉泰 2007 小杉泰
「越境するイスラーム？：宗教・政治・経済の関係をめぐって」南山大学地域研究センター
「政治と宗教のインターフェイス」研究会　2007.10.18

小杉泰 2007 小杉泰
「イスラーム復興とグローバル化する国際社会」聖学院大学総合研究所「グローバリゼーショ
ン研究」研究会 2007.12.03

小杉泰 2008 小杉泰
「乾燥オアシス地帯と文明の「３項連環」論――中東の持続型生存基盤システムをめぐって

――」グローバルCOE：イニシアティブ1「環境・技術・制度の長期ダイナミクス研究」第２回研

究会 2008.1.7

小杉泰 2008 小杉泰
“Back to the Genuine Humanosphere: The Future Gate We Ought to Open” In Search of 
Sustainable Humanosphere in Asia and Africa: The First International Symposium 

小杉泰 2008 小杉泰 「国際的イスラーム運動――急進派と中道派――」財団法人 中東調査会 2008.3.24
小杉泰 2008 小杉泰 「イスラーム世界の特質と現代イスラーム復興の影響」国際経済研究所　2008.6.6
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小杉泰 2008 小杉泰
「モノと人のネットワーク――イスラームの場合」科研基盤研究B「地域研究における人・モ

ノ・言葉のネットワーク」研究会 2008.7.23
小杉泰 2008 小杉泰 「イスラーム復興とウラマーの役割」財団法人 中東調査会 2008.9.19

小杉泰 2008 小杉泰
「イスラーム経済を考える――比較文明論および生存基盤論から――」グローバルCOE：イ
ニシアティブ1研究会 2008.11.20

小杉泰 2008 小杉泰 「イスラーム文化と現在のアラブ諸国」第133回ポバール会 特別講演2008.12.6

小杉泰 2009 小杉泰
“Islamic Revival Revisited: The State of the Study and Our Prospective Tasks in Japan”国際

ワークショップ "New Approaches in Central-South Asia and Middle Eastern Scholarship"[ 
Middle East & Asia Studies Workshop ] グローバルCOE：イニシアティブ1研究会 2009.2.8

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵
「地域在住高齢者の健康実態に関するアジアの地域間比較」シンポジウム：「地域研究と情
報学：新たな地平を拓く」

松林公蔵 2007 松林公蔵 「開会の挨拶」「瞬間の記録」ー未来の映像アーカイブセンター設立にむけてー

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵
「山岳部からフィールド医学へ」登山•探検•フィールドワークー地球の高みにむけてー（山本
紀夫退官記念）

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵 「アジアの高齢者に関するフィールド医学」美濃加茂セミナー

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵 講演

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵
「高齢者医療とフィールド医学ー本邦とアジアの比較からー」第９回高齢者医療フォーラム
特別講演

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵 Neurodegenerative in West New Guinea （第43回日本神経学会サテライトシンポジウム）

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵 「神経学、老年学からフィールド医学へのパラダイム転換」高知神経内科研究会

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵 「人の老化とは何かーフィールド医学の現場からー」ジェーン•グドール講演会

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵
The effects of Community-based Geriatric Intervention on Kahoku: KLAS The 3rd 
International Sumposium on Geriatrics and Gerontology "Epidemiological Studies on Aging

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵
“The effects of community-based geriatric intervention in Japan as well as in Asian countries. 
On Japan-Korea Geriatric Symposium

松林公蔵 2007 招待 松林公蔵 神経学•老年学からフィールド医学へ (第43回OSK）

松林公蔵 2008 招待 松林公蔵 「高齢者医療とフィールド医学」第15回広島老年医学研究会

松林公蔵 2008 松林公蔵
Local Neurological Diseases in Tropical Forest in New Guinea. On LIPI, RISH, CSEAS合同
シンポジウム

松林公蔵 2008 招待 松林公蔵
The Effects of Community-Based Geriatric Intervention in Kahoku, JapanKahoku 
Longitudinal Aging Study (KLAS） 京都大学医学研究科　老化・代謝セミナー

松林公蔵 2008 招待 松林公蔵 Neurological Disease in Papua  Kyoto Neurological Seminar
松林公蔵 2008 松林公蔵 「脳科学から見た高齢化社会 -生存の意味をめぐるパラダイム転換」G-COEパラダイム研究

松林公蔵 2008 招待 松林公蔵 「登山医学を考える:病院医学からフィールド医学へ」飛騨高山セミナー

松林公蔵 2008 招待 松林公蔵
Agenda on Ageing in Asia from the Standpoint of View of "Field Medicine" Korea and Japan 
Ageing Seminar
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松林公蔵 2008 松林公蔵 「高所医学からフィールド医学へ」チョゴリザ初登頂５０周年記念シンポ（AACK)
松林公蔵 2008 松林公蔵 「人の生老病死について」第３回自然学研究会

松林公蔵 2008 招待 松林公蔵 Water and Life in Asia  150th anniversary of Japan-France relationship ”Water Seminar"
松林公蔵 2009 松林公蔵 「高地文明と医学」第３回高地文明研究会

松林公蔵 2009 招待 松林公蔵
"豊かな老い”を求めてー本邦とアジアにおけるフィールドの現場から　（富山大学学長裁量
経費公開シンポ「在来の知・技・芸」）

水野広祐 2007 招待 Mizuno Kosuke

“Sistem Penyelesaian Perselisihan Perburuhan di Indonesia: Musyawarah atau rule of law ?   
Mutu Penyelesaian Perselisihan Perburuhan　(Indonesian Labor Dispute Settlement System, 
consultation or Rule of Law ? The Quality of Labor Dispute Settlement)”, Seminar Nasional 
Hakim Ad-hoc Indonesia, Labor Union Right Center, June, 10th, 2007, in Hotel Milenium, 
Jakarta, Indonesia（招待講演）

水野広祐 2007 Mizuno Kosuke

“Night Watch and Night Guarding, - Violence and Community in Indonesia, Jakarta”, 
International Workshop on Security and Violence n Contemporary Southeast Asa, organized 
by Mekong Research Unit, Institute of Asian Stdies, Chulalongkorn University and Center 
for Southeast Asian Studies, Kyoto University, July 18th, - 19th, 2007, Mekong Delta Hotel, 

水野広祐 2007 Mizuno Kosuke

“Pola Keorganisasian Buruh di Tingkat Pabrik dan Hubungan Industrial di Indonesia (Pattern 
of Labor Organization at the Plant Level and Industrial Relation in Indonesia)”,  Refleksi 7 
Tahun Kebebasan Berserikat di Indonesia, Semiloka dan Pelncuran Direktori Serikat 
Pekerja/Serikat Buruh, AKATIGA-Pusat Analisis Sosial & CSEAS-Kyoto University, 7, 

水野広祐 2007 招待 水野広祐
国際東アジア研究センター第１１６回アジア講座「インドネシアにおける新たな発展の方向を
求めてー民主化・地方分権化のインドネシアにおける生存基盤確保型発展の可能性ー」国
際東アジア研究センター、北九州、2007年9月25日　（招待講演）

水野広祐 2007 Mizuno Kosuke

“In Search of New Direction of Development in Indonesia-Possibility of Sustainable 
Humanosphere Type Development- “, The First Kyoto University - LIPI Southeast Asian 
Forum: Sustainable Humanosphere In Indonesia, Jakarta, November 26-27 2007, Gedung 
Widyagraha LIPI, Jakarta Indonesia

水野広祐 2007 Mizuno Kosuke

“Labor Unions in Indonesia after 1998: Their Origins, Organizations and Activities”, CORE 
University Program Seminar Thammasat University and Kyoto University, Center for 
Southeast Asian Studies Co-Organized by Global COE Program "In Search of Sustainable 
Humanosphere" Title: Private Faces of Power and Institutions in Southeast Asia Date: 
December 6th - 7th 2007, Royal City Hotel, Bangkok, Thailand

水野広祐 2008 招待 Mizuno Kosuke

“Area Study and Humanosphere, -The Possibility of Sustainable Humanosphere Type 
Development in Indonesia-“, The 92nd RISH Symposium Towards Establishment of 
Sustainable Humanosphere (Co-organized by RISH, CSEAS and RDUB-LIPI, and supported 
by Kyoto University and G-COE Program– In Search for Sustainable Humanosphere in Asia 
and Africa),February 23, 2008, Cibinong, Indonesia, （招待講演）
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水野広祐 2008 Mizuno Kosuke

“Rural Industry as a Sustainable Humanosphere Type Industry in Indonesia, -A Case Study 
of Roof-tile Industry as a Prosperous Development-“JSPS-NRCT Core University Program: 
Project 9 / Global COE Program: Initiative 1, Joint Workshop on Labour-intensive 
Industrialisation in Southeast Asia, March 1 (Sat.) - 2 (Sun.), 2008, CSEAS, Kyoto 

水野広祐 2008 Mizuno Kosuke Organizer, JSPS-NRCT Core University Program / Global COE Program, Joint Workshop on 
"Populism in Asian Clothes" March 7th and 8th, 2008, Kyodai Kaikan, Kyoto, Japan,

水野広祐 2008 招待 Mizuno Kosuke

“Japanese Study on Rural Southeast Asia and CSEAS Kyoto University, From Colonial 
Studies to Sustainable Humanosphere”, in Spring Conference of Korean Association of 
Southeast Asian Studies, Korean Association of Southeast Asian Studies, April 4- 5, 2008 at 
Junbuk University, Jeonju, South Korea （招待講演）

水野広祐 2008 Mizuno Kosuke
“Retrospectif Hubungan Ekonomi Indonesia dan Jepang, dan Arah Perkembangan Masa 
Depan”, in Seminar Memperingati 50 Tahun Hubungan Diplomatik Republik Indonesia dan 
Jepang, April 17, 2008, di Universitas Gajah Mada, Yogyakarta, Indonesia.

水野広祐 2008 Mizuno Kosuke
“Social Movement and Changing Governance in Southeast Asia” at JSPS-NRCT Core 
University International Workshop on ”Future Perspective of Asian Way of Social 
Movement in the Era of Globalization" at CSEAS. Kyoto University, June 14, 2008

水野広祐 2008 Mizuno Kosuke Organizer, opening remark, CSEAS- NIOD Joint International Seminar on “Chinese and 
Inter-ethnic Coexistence and Cooperation in Southeast Asia” at CSEAS, Kyoto University, 

水野広祐 2008 Mizuno Kosuke “Labor Unions in Indonesia after 1998: Their Origins, Organizations and Contentions”, 
presented at the 5th International Seminar of Anthropology Indonesia, July 22-25, 2008, 

水野広祐 2008 招待 Mizuno Kosuke
Integrated rural development based on sustainable humanospher and IT network, in 
Workshop Pengembangan Komptanisasi SDM TIK, Batusangkara, Tanahdatar, 28-29 Juli, 
2008, Sumatra Barat, Indonesia　（招待講演）

水野広祐 2008 招待 Mizuno Kosuke
“Vietnamese Economy in the Context of Asian Economic Development”, Key Note Lecture, 
The 4th Vietamese Students’ Science Exchange Conference, November 15th, and 16th, 2008, 
Kyoto University （招待講演）

水野広祐 2008 招待 水野広祐
AＰＥＸ第161回公開セミナー　「インドネシアにおける新たな発展の方向を求めて--生存基

盤確保型発展の可能性」2008年11月29日（於　ＪＩＣＡ地球ひろば）（招待講演）

水野広祐 2009 Mizuno Kosuke

“Introduction to a New Model of East Asian Economy, and challenges to Current Global 
Economic Crisis” presented at the Final Symposium of the JSPS-NRCT Core University 
Program,”The Making of East Asia: from both macro and micro perspectives”,Co-sponsored 
by GCOE Program “Towards a Sustainable Humanosphere”February 23rd-24th, 2009,Inamori 
Memorial Building, CSEAS, Kyoto University
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水野広祐 2009 招待 水野広祐
インドネシア講演会「改革インドネシアの11年、権威主義･開発体制はどう変わったのか 」
（財）岡山県国際交流協会・岡山インドネシア友好協会、於：岡山県国際交流センター 2009
年2月25日 （招待講演）

岡本正明 2008 岡本正明
「民主化・分権化後のインドネシアにおける市民社会論と社会運動の趨勢について」、『東ア
ジア市民社会研究会』、2008年5月31日、大阪市立大学創造都市研究科・梅田駅前第3ビ
ル6階115号室

岡本正明 2008 岡本正明
「東南アジアの事例」、京都大学地域研究統合情報センター（CIAS)主催『ポスト新自由主

義時代のアンデス諸国－社会変動の比較研究』、2008年6月15日、京都大学百周年時計

台記念館2階国際交流ホールIII

岡本正明 2008 Okamoto Masaaki
New "Moderate" Politics of Islamism in Post-Suharto Java, 東南アジア研究所、アジア太平

洋地域研究所（CAPAS)(台湾）共催“Islam for Social Justice and Sustainability: New 
Perspectives on Islamism and Pluralism in Indonesia”, 2008年9月11日～12日、京大会館

岡本正明 2008 岡本正明
Lokalogi di Jepang(日本における地元学）、パムカサン県主催「第一回マドゥラ語国際会

議」、2008年12月16日、パムカサン高等学校講堂

岡本正明 2008 Okamoto Masaaki
Unexpected political stabilization under the neo-liberal economy: Indonesia, 京都大学地域

研究統合情報センター(CIAS)主催”Linkage of disparities; Reorganization of power and 
opportunities in the globalized world”, 2009年1月30日～2月1日, 京都大学稲盛財団記念

大村善治 2007 招待 Omura, Y. One-dimensional Electromagnetic Particle Code,8th International School for Space 
Simulations (ISSS-8) ,Kauai, Hawaii, USA, 25 February- 3 March, 2007.

大村善治 2007 招待 Omura, Y.
Relativistic turning acceleration of resonant electrons by coherent whistler-mode waves in a 
dipole magnetic field. The CAWSES Workshop "Comparative study of solar flares and 
magnetospheric substorms as a basis of space weather research" , Fairbanks, Alaska, USA, 18 

大村善治 2007 招待
Omura, Y., Y. Katoh, D. 
Summers

Simulations of chorus waves and acceleration of electrons to relativistic energies (solicited), 
European Geosciences Union (EGU) General Assembly 2007, Vienna, Austria,

大村善治 2007 招待
Omura, Y., N. Furuya, D. 
Summers

Theory and simulations on whistler-mode chorus generation and relativistic electron 
acceleration in the radiation belts, Union Radio-Scientifique Internationale (URSI) 2007, 
Ottawa, Canada, 22- 26 July 2007.

大村善治 2007 招待
Omura, Y., Y. Katoh, N. 
Furuya, D. Summers

Simulations of chorus waves and accelerations of electrons to relativistic energie, 
International Symposium on Radio Systems and Space Plasma (ISRSSP), Sofia, Bulgaria, 2-5 

大村善治 2008 招待 Y. Omura and D.Summers "Relativistic Electron Acceleration by Whistler-mode Chorus Emissions Associated with 
Substorms", Asia Oceania Geosciences Society (AOGS) 2008, Busan, Korea, 16-20 June 

大村善治 2008 招待 Y. Omura Nonlinear wave growth theory of whistler-mode chorus emissions induced by substorms, 
37th Committee on Space Research(COSPAR) Scientific Assembly, Montreal, Canada, 13-20 

大村善治 2008 招待 Y. Omura Theory and simulation of the generation of whistler-mode chorus emissions, 3rd VERSIM 
Workshop 2008, Tihany, Hungary, 15-20 September 2008
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島田周平 2007 Shimada, Shuhei Back to the field study with fresh question in Geography, Seminar of the Graduate School of 
Geography, University of Ibadan, 2007.11.2

島田周平 2008 招待 島田周平 脆弱性の視点からアフリカの農村開発を考える FASID　Brown Bag Lunch Seminar　
島田周平 2009 招待 島田周平 地域研究から見た環境問題　東北大学環境科学研究科　招待講演 2009.3.18

篠原真毅 2007 招待
Tomohisa Kimura, Kenichi 
Anma,Yoshiharu Fuse, Naoki 
Shinohara,and Kozo 

“Study on High Efficient Microwave Power Transmission Unit for Space Solar Power 
System”, International Symposium on Radio System and Space Plasma, Blugaria, 2007.9-2-
4, Proceedings CD-ROM

篠原真毅 2007 招待

Izumi Mikami, Tomohiro 
Mizuno, Atsushi Yamamoto, 
Hiroshi Ikematsu, Hiroyuki 
Satoh, Koji Namura, Naoki 
Shinohara, Kozo Hashimoto, 
and Hiroshi Matsumoto

“Study on SPS with Satellites in Formation Flight and High Sensitivity Rectenna”, 
International Symposium on Radio System and Space Plasma, Blugaria, 2007.9-2-4, 
Proceedings CD-ROM

篠原真毅 2007 招待
Naoki Shinohara, Tomohiko 
Mitani, and Hiroshi 
Matsumoto

“Development of High Power Rectenna for Ground Applications of Microwave Power 
Transmission”, International Symposium on Radio System and Space Plasma, Blugaria, 
2007.9-2-4, Proceedings CD-ROM

篠原真毅 2007 招待 篠原真毅
“宇宙太陽光発電所SPSと無線電力送電技術の現状と将来展望”, パワーエレクトロニクス学

会, 講演集Vol.33, pp.28-46, 2007.12.22

篠原真毅 2007
Tomohiko Mitani, Naoki 
Shinohara, and Hiroshi 
Matsumoto

“Development of a Pulse-Driven Phase-Controlled Magnetron”, International Vacummn 
Electronics Conference (IVEC2007), Kitasyusyu, 2007.5.15-17, Proceeding pp.425-426

篠原真毅 2007 Haruo Kawasaki, Tomohiko 
Mitani, and Naoki Shinohara

“The DC-RF Conversion Efficiency Change of Magnetron with Thermal Condition”, 
International Vacummn Electronics Conference  (IVEC2007), Kitasyusyu, 2007.5.15-17, 

篠原真毅 2007 Naoki Shinohara “Development of Wearable Rectenna for Ubiquitous Power Source”, IMS2007 Workshop 
WFG, Hawaii, 2007.6.8, CD-ROM

篠原真毅 2007

Naoki Shinohara, Kenji 
Nagano, Tadashi Ishii, Shigeo 
Kawasaki, Teruo Fujiwara, 
Suisei Nakayama, Yoshiro 
Takahashi, Susumu Sasaki, 
Koji Tanaka, Yasumasa 
Hisada, Yoshiyuki Fujino, 
Shoichiro Mihara, Tokuo 

“Experiment of Microwave Power Transmission to the Moving Rover”, International 
Symposium on Antennas and Propagation (ISAP2007), Niigata, 2007.8.21-24, Proceedings 
CD-ROM 3B1-1.pdf

篠原真毅 2007
Tomohiko Mitani, Naoki 
Shinohara, Kozo Hashimoto, 
and Hiroshi Matsumoto

Research and Development of Low-Noise Magnetrons for Microwave Power Transmission 
and Solar Power Station/Satellite”, International Symposium on Radio System and Space 
Plasma, Blugaria, 2007.9-2-4, Proceedings CD-ROM
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篠原真毅 2007
Taro Sonobe, Tomohiko 
Mitani, Naoki Shinohara, Kan 
Hachiya, and Susumu 

“Study on the microwave processing of oxide ceramics”, 5th Eco-Energy and Materials 
Science and Engineering Symposium, Thailand, 2007.11.21-24

篠原真毅 2007
Taro Sonobe, Hiroaki Suzuki, 
Tomohiko Mitani, Naoki 
Shinohara, and Kozo 

”Novel Thermal Conversion Process for Bio-energy by Microwave Heating at Research 
Institute for Sustainable Humanosphere (RISH), Kyoto University”,1st Kyoto University - 
LIPI Southeast Asian Forum in Indonesia, Indonesia, 2007.11.26-27

篠原真毅 2007
杉浦弘幸, 植松弘行, 佐藤裕

之, 苗村康次, 三原荘一郎, 小
林裕太郎, 斉藤孝, 篠原真毅

“大規模レクテナアレイからの電磁再放射特性”, 電子情報通信学会第18回宇宙太陽発電

研究会, 2007.7.4, 信学技報SPS2007-04 (2007-07) pp.1-6

篠原真毅 2007
川崎繁男, 清田春信, 川井重

明, 篠原真毅, 橋本弘藏, 三原

荘一郎, 森雅裕

“無線送電・情報通信用高出力アクティブ集積アレーアンテナの薄型・軽量化の検討”, 電
子情報通信学会第18回宇宙太陽発電研究会, 2007.7.4, 信学技報SPS2007-07 (2007-07) 
pp.23-30

篠原真毅 2007

藤原暉雄, 高橋吉郎, 長野賢

司, 古川 実, 石井忠司, 川崎

繁男, 篠原真毅, 佐々木進, 田
中孝治, 久田安正, 藤野義之, 
三原荘一郎, 安西徳夫, 小林

“作業ロボット用マイクロ波受電システムの試作” , 2007.8.2-3, 第10回宇宙太陽発電システム

(SPS)シンポジウム, 講演集in print

篠原真毅 2007

川崎繁男, 清田春信, 川井重

明, 山本剛司, 中島勝利, 篠原

真毅, 橋本弘藏, 三原荘一郎, 
小林裕太郎, 藤田辰人, 森雅

“宇宙エネルギー送電・情報通信同時伝送システムのマイクロ波工学的検討” , 2007.8.2-3, 
第10回宇宙太陽発電システム(SPS)シンポジウム, 講演集in print

篠原真毅 2007
山川宏, 橋本弘藏, 川崎繁男, 
篠原真毅, 三谷友彦, 平野敬

寛, 米倉秀明, 藤原暉雄, 長野

“マイクロ波無線伝送技術の飛行実証実験の試み”, 第10回宇宙太陽発電システム(SPS)シ
ンポジウム, 2007.8.2-3, 講演集in print

篠原真毅 2007 丹羽直幹, 高木賢二, 浜本研

一, 篠原真毅, 三谷友彦, 宮川

“建築構造物を用いたマイクロ波無線ユビキタス電源の実現 （その3）負荷調整可能な

RF/DC変換器の開発”, 日本建築学会大会, 2007.8.29-31, 予稿集D-2環境工学II pp.1255-

篠原真毅 2007
丹羽直幹, 高木賢二, 浜本研

一, 佐薙稔, 野木茂次, 篠原真

毅, 三谷友彦

“建築構造物を用いたマイクロ波無線ユビキタス電源の実現 （その4）高性能可変分岐アダ

プタの開発”, 日本建築学会大会, 2007.8.29-31, 予稿集D-2環境工学II pp.1257-1258

篠原真毅 2007 宮田侑是, 三谷友彦, 篠原真

毅, 橋本弘藏

“位相制御マグネトロンの位相変調特性に関する研究”, 電子情報通信学会ソサイエティ大

会, 2007.9.10-14, エレクトロニクス講演論文集1, p.114

篠原真毅 2007
佐薙稔, 濱島浩志, 野木茂次, 
浜本研一, 丹羽直幹, 高木賢

二, 篠原真毅, 三谷友彦

“機械的に分配比を可変できる導波管型電力分配器の設計”, 電子情報通信学会ソサイエ

ティ大会, 2007.9.10-14, エレクトロニクス講演論文集1, p.79

篠原真毅 2007 橋本弘藏, 篠原真毅
“宇宙太陽発電に関する研究活動について”, 電子情報通信学会EMCJ研究会, 2007.9.21, 
信学技報vol. 107, no. 226, EMCJ2007-51, pp. 49-52
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篠原真毅 2007 園部太郎, 三谷友彦, 篠原真

毅, 蜂谷寛, 吉川暹

“酸化チタン(TiO2)に対するマイクロ波照射効果”, 第1回日本電磁波エネルギー応用学会

シンポジウム, 2007.9.25-27, 講演要旨集pp.118-119

篠原真毅 2007
鈴木宏明, 三谷友彦, 篠原真

毅, 親泊政二三, 渡辺隆司, 都
宮孝彦

“木質バイオマスからのエタノール生産のためのマイクロ波前処理容器の開発”, 第1回日本

電磁波エネルギー応用学会シンポジウム, 2007.9.25-27, 講演要旨集pp. 162-163

篠原真毅 2007
山川宏, 橋本弘藏, 川崎繁男, 
篠原真毅, 三谷友彦, 平野敬

寛, 米倉秀明, 藤原暉雄, 長野

“マイクロ波無線電力伝送技術の飛行実証とアプリケーションの開拓”, 第51回宇宙科学技

術連合講演会, 2007.10.29-31, 講演CD-ROM 1K12.pdf

篠原真毅 2007 橋本弘藏, 篠原真毅, 川崎繁

男,三谷友彦, 山川宏

“京都大学における宇宙太陽発電研究”, 第51回宇宙科学技術連合講演会, 2007.10.29-31, 
講演CD-ROM 1K10.pdf

篠原真毅 2007 篠原真毅
“宇宙太陽発電所SPSのためのマイクロ波送電システムロードマップ”, 第51回宇宙科学技術

連合講演会, 2007.10.29-31, 講演CD-ROM 1K07.pdf

篠原真毅 2007
山本剛司, 清田春信, 川崎繁

男, 山下清隆, 石崎俊雄, 田村

昌也, 年吉洋, 篠原真毅, 三谷

“LTCC基板を用いたアクティブ集積フェーズドアレイアンテナ用移相器の試作”, 電子情報

通信学会マイクロ波研究会, 2007.12.18, 信学技報vol. 107, no. 394, MW2007-129, pp.13-
18

篠原真毅 2007 川井重明, 川崎繁男, 清田春

信, 篠原真毅, 三谷友彦

“アクティブフェイズドアレイアンテナ用小型高出力増幅器の試作”, 電子情報通信学会マイ

クロ波研究会, , 2008.1,12 信学技報vol. 107, no. 421, MW2007-153, pp.87-92

篠原真毅 2007 篠原真毅, 三谷友彦, 兒島淳

一郎, 橋谷真紀

“大電力マイクロ波無線電力伝送用レクテナの開発”, 第27回宇宙エネルギーシンポジウム, 
2008.3.7, プロシーディング集 pp.83-87

篠原真毅 2007
園部太郎, ジッタプティ・チャト

ロン, 三谷友彦, 篠原真毅, 蜂
谷寛, 吉川暹

“可視光応答型炭素ドープ二酸化チタンの合成と光触媒作用”, 2008年電気化学学会第75
回大会, 2008.3,

篠原真毅 2007
根岸稔，辻正哲，篠原真毅，
三谷友彦，小泉裕樹，椎橋顕

”マイクロ波を利用したコンクリート中の鉄筋位置及びかぶりの推定に関する研究”, 第35回
土木学会関東支部技術研究発表会, 2008.3.10, V-037

篠原真毅 2007
兒島淳一郎, 篠原真毅，三谷

友彦, 橋本隆志, 岸則政, 外村

博史, 岡崎昭仁

“マイクロ波を用いた電気自動車無線充電システムの高効率化”, 電子情報通信学会第20
回宇宙太陽発電研究会, 第7回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会, 2008.3.11, 
信学技報SPS2007-16 (2008-03) pp.1-4

篠原真毅 2007
竹野裕正，松本博，中本聡，
八坂保能，川井重明，三谷友
彦，篠原真毅，並木宏徳

“長波長マイクロ波を用いた低侵襲ハイパーサーミアの基礎研究II”, 電子情報通信学会第

20回宇宙太陽発電研究会, 第7回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会, 
2008.3.11, 信学技報SPS2007-20 (2008-03) pp.21-26

篠原真毅 2007

米倉秀明, 藤原暉雄, 長野賢

司, 三谷友彦, 平野敬寛, 篠原

真毅, 橋本弘藏, 山川宏, 上田

英樹, 安藤真

“飛行船実験用ラジアルラインスロットアンテナに関する無線LANとの干渉実験・高出力性

能確認実験”, 電子情報通信学会第20回宇宙太陽発電研究会, 第7回宇宙太陽発電と無線

電力伝送に関する研究会, 2008.3.17, 信学技報SPS2007-23 (2008-03) pp.1-6
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篠原真毅 2007
鈴木宏明, 三谷友彦, 篠原真

毅, 親泊政二三, 渡辺隆司, 都
宮孝彦

“木質バイオマス前処理用マイクロ波照射容器の開発研究”, 電子情報通信学会第20回宇

宙太陽発電研究会, 第7回宇宙太陽発電と無線電力伝送に関する研究会, 2008.3.17, 信学

技報SPS2007-24 (2008-03) pp.7-10

篠原真毅 2007
辻正哲, 篠原真毅, 三谷友彦, 
並木宏徳, 竹野裕正, 小泉裕

樹, 椎橋顕一, 宮田浩充

“マイクロ波を利用したフレッシュコンクリートの単位水量および硬化コンクリート中の鉄筋位

置推定方法”, 電子情報通信学会第20回宇宙太陽発電研究会, 第7回宇宙太陽発電と無線

電力伝送に関する研究会, 2008.3.17, 信学技報SPS2007-25 (2008-03) pp.11-16

篠原真毅 2007
濱島浩志, 佐薙稔, 野木茂次, 
浜本研一, 丹羽直幹, 高木賢

二, 篠原真毅, 三谷友彦

“建物内マイクロ波配電システムのための可変電力分配器の特性”, 電子情報通信学会総

合大会, 2008.3.18-21, C-2-53

篠原真毅 2007 川井重明, 清田春信, 川崎繁

男, 篠原真毅, 三谷友彦

“5.8GHz帯送信用アクティブ集積フェーズドアレーアンテナに用いる小型増幅器の試作”, 
電子情報通信学会総合大会, 2008.3.18-21, C-2-39

篠原真毅 2007
山川宏, 橋本弘藏, 川崎繁男, 
篠原真毅, 三谷友彦, 平野敬

寛, 米倉秀明, 藤原暉雄, 長野

“マイクロ波無線電力伝送技術の飛行船による飛行実証構想”, 電子情報通信学会総合大

会, 2008.3.18-21, C-2-126

篠原真毅 2007

伊藤秀起, 高橋健介, 原内貴

司, 岡田政也, 胡成余, 敖金

平, 河合弘治, 篠原真毅, 丹羽

直幹, 大野泰夫, 井川裕介

“マイクロ波整流用GaNショットキーダイオードの特性評価”, 電子情報通信学会総合大会, 
2008.3.18-21, C-10-13

篠原真毅 2008 招待 Naoki Shinohara “Roadmap of Microwave Power Transmission from Ground to Space”, The 4th International 
Symposium on Innnovative Aerial/Space Flyer Systems, Tokyo, 2008.1.14-15,Proceeedings 

篠原真毅 2008 招待 篠原真毅
“電磁波エネルギー利用の現状とロードマップ“, 日本機械学会マイクロナノ工学専門会議

マイクロエネルギー研究会第一回会合, 2008.3.6
篠原真毅 2008 招待 篠原真毅 “ユビキタス電源の現状と期待”, 第7回ケータイ国際フォーラム, 2008.3.12
篠原真毅 2008 招待 篠原真毅 “ユビキタス電源の将来展望”, 電子情報通信学会総合大会, 2008.3.18-21, BS-12-5

篠原真毅 2008 招待 篠原真毅
“マイクロ波の電力応用 – 電波の第4の利用方法 –“, 神奈川県ものづくり技術交流会, 
2008.10.15-17, p.251

篠原真毅 2008 招待 篠原真毅
“宇宙太陽発電所SPSとマイクロ波無線電力伝送技術”, 日本マイクログラビティ応用学会, 
2008.11.25-26

篠原真毅 2008 Naoki Shinohara “Roadmap of Microwave Power Transmission from Ground to Space”, The 92nd RISH 
Symposium Towards Establishment of Sustainable Humanosphere, Indonesia, 2008.2.23, 

篠原真毅 2008

Tomohiko Mitani, Naoki 
Shinohara, Hiroshi 
Matsumoto, Masayuki Aiga, 
Nagisa Kuwahara and Takeshi 

“Experimental Study on Axial Distribution of Anode Current in 2.45GHz Oven Magnetrons”, 
International Vacummn Electronics Conference (IVEC2008), Monterey, 2008.4.22-24, 
Proceeding pp.443-444

篠原真毅 2008 Naoki Shinohara “Space Solar Power Station Research Center”, ASEAN COST+3 : New Energy Forum for 
Sustainable Environment (NEFSE), Kyoto, 2008.5.25-27
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篠原真毅 2008

Takashi Watanabe, Masafumi 
Oyadomari, Takahito 
Watanabe, Yoichi, Honda, 
Hiroaki Suzuki, Tomohiko 
Mitani, and Naoki Shinohara

“Current status of bioethanol production in Japan and technological challenge for 
lignocellulose conversion in RISH”, VTT-RISH Joint Symposium — Sustainable Utility of 
Wood Biomass —, Kyoto, 2008.6.5, Proceedings p.18

篠原真毅 2008 Tomohiko Mitani and Naoki 
Shinohara

“Phase-and-Amplitude-Controlled Magnetron and Its Applicatin for Microwave Heating”, 
Global Congress on Microwave Energy Applications, Shiga, 2008.8.4-8

篠原真毅 2008

Taro Sonobe, Jaturong Jitputti, 
Kan Hachiya, Tomohiko 
Mitani, Naoki Shinohara, and 
Susumu Yoshikawa

“Synthesis of visible-light-active TiO2 Photocatalyst by Microwave Carbon-Modification”, 
Global Congress on Microwave Energy Applications, Shiga, 2008.8.4-8

篠原真毅 2008

Kensuke Takahashi, Jin-Ping 
Ao, Yusuke Ikawa, Cheng-Yu 
Hu, Hiroji Kawai, Naoki 
Shinohara, Naoki Niwa, and 

“GaN Schottky Diodes for Microwave Power Rectification”, 2008 International Conference 
on Solid State Devices and Materials (SSDM 2008), 2008.9.23-26

篠原真毅 2008

Taro Sonobe, Jaturong Jitputti, 
Kan Hachiya, Tomohiko 
Mitani, N. Shinohara and 
Susumu Yoshikawa

“Optical Properties of the Microwave Carbon-Modified TiO2 Photocatalyst”, Pacific Rim 
Meeting on Electrochemical and Solid-State Science (PRiME 2008), 2008.10.12-17

篠原真毅 2008

Naoki Shinohara, Yushi 
Miyata, Tomohiko Mitani, 
Naoki Niwa, Kenji Takagi, 
Ken-ichi Hamamoto, Satoshi 
Ujigawa, Jing-Ping Ao, Yasuo 

“New Application of Microwave Power Transmission for Wireless Power Distribution 
System in Buildings”, 2008 Asia-Pasific Microwave Conference (APMC), Hong Kong, 
2008.12.16-20, CD-ROM H2-08.pdf

篠原真毅 2008 上田英樹, 安藤真, 篠原真毅, 
山川宏, 藤原暉雄, 長野賢司

“ユビキタス電源を目指した、飛行船によるマイクロ波送電実験用ハニカムラジアルラインス

ロットアンテナの設計試作”, 電子情報通信学会第21回宇宙太陽発電研究会, 2008.4.22, 信
学技報SPS2008-03 (2008-04) pp.11-15

篠原真毅 2008 篠原真毅, 三谷友彦, 兒島淳

一郎, 橋谷真紀

“大電力マイクロ波無線電力伝送用レクテナの小型化・高効率化に関する研究”, 電子情報

通信学会マイクロ波研究会, 2008.5,28-29 信学技報vol. 108, no. 63, MW2008-16, pp.7-10
篠原真毅 2008 三谷友彦, 篠原真毅 “超高周波真空管開発の現状”, 学振委員会（真空ナノエレクトロニクス）, 2008.6.26

篠原真毅 2008 篠原真毅
“負荷依存性のある電源接続法に関する検討- 宇宙太陽発電所SPS研究からのアプローチ-
“, 第4回有機太陽電池シンポジウム, 2008.7.16-17, 講演要旨集pp. 38-39

篠原真毅 2008
高橋健介, 伊藤秀起, 井川裕

介, 岡田政也, 胡成余, 篠原真

毅, 丹羽直幹, 敖金平, 大野泰

“マイクロ波整流用GaNショットキーバリアダイオードの試作”, 応用物理学会, 2008.9.2-5
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篠原真毅 2008

高橋健介, 伊藤秀起, 原内貴

司, 井川裕介, 岡田政也, 胡成

余, 敖金平, 河合弘治, 篠原真

毅, 丹羽直幹, 大野泰夫

“GaNを用いたマイクロ波整流用ショットキーバリアダイオード”, 応用物理学会, 2008.9.2-5

篠原真毅 2008

山川宏, 橋本弘藏, 川崎繁男, 
篠原真毅, 三谷友彦, 高橋文

人, 米倉秀明, 平野敬寛, 藤原
暉雄, 長野賢司

“飛行船を用いたマイクロ波無線電力伝送実験：実験概要”, 第11回宇宙太陽発電システム

(SPS)シンポジウム, 2008.9.17-18, 講演集in print

篠原真毅 2008
浜本研一, 丹羽直幹, 高木賢

二,宇治川智, 篠原真毅, 三谷

友彦, 佐薙稔, 野木茂次

“建築構造物を用いたマイクロ波無線ユビキタス電源の実現 （その6）統合システムの製作と

検証”, 日本建築学会大会, 2007.9.18-20, 予稿集D-2環境工学II pp.1249-1250

篠原真毅 2008 仲井一志, 三谷友彦, 吉村剛, 
篠原真毅, 角田邦夫, 今村祐

“シロアリに対する非破壊的マイクロ波処理法の検討―各種シロアリに対するマイクロ波の影

響―”, 環境動物昆虫学会, 2008.11

篠原真毅 2008

山川宏, 橋本弘藏, 川崎繁男, 
篠原真毅, 三谷友彦, 高橋文

人, 平野敬寛, 米倉秀明, 藤原

暉雄, 長野賢司

“飛行船を用いたマイクロ波無線電力伝送実験”, 第52回宇宙科学技術連合講演会, 
2008.11.5-6

篠原真毅 2008 高橋文人, 橋本弘藏, 篠原真
毅

“宇宙太陽発電所SPSのためのマイクロ波送電屋外実験系の開発及び雑音に強い到来方

向推定法の研究”, 日本マイクログラビティ応用学会, 2008.11.25-26

篠原真毅 2008
三谷友彦, 鈴木宏明, 親泊政

二三, 篠原真毅, 渡辺隆司, 都
宮孝彦, 瀬郷久幸

“木質バイオマスからのバイオエタノール生産に向けたマイクロ波加熱前処理装置の研究開

発”, 日本化学会, 2009.3

篠原真毅 2008
宮田侑是, 篠原真毅, 三谷友

彦, 丹羽直幹, 高木賢二, 浜本

研一, 宇治川智, 敖金平, 大野

“GaNショットキーダイオードを用いた大電力レクテナの研究開発”, 2009.3.17-20, 電子情報
通信学会総合大会

篠原真毅 2008
鈴木宏明, 三谷友彦, 篠原真

毅, 親泊政二三, 渡辺隆司, 都
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田口真, 阿部琢美, 武山芸英, 
小淵保幸, 齊藤昭則, 江尻省, 
中村卓司, 鈴木睦, 久保田実, 
吉川一朗, 星野尾一明, 坂野

井和代, 藤原均, 山本衛, 石井

守, 陣英克, 河野英昭

ISS-IMAP搭載可視分光撮像装置VISIによる大気光観測計画, 第23回大気圏シンポジウ

ム, JAXA宇宙科学研究本部, 相模原, 2009年2月26～27日.

山本衛 2009
水谷徳仁, 大塚雄一, 塩川和

夫, 横山竜宏, 山本衛, A. K. 
Patra, 丸山隆, 石井守

赤道大気レーダーで昼間に観測された高度150kmの沿磁力線不規則構造, 第23回大気圏

シンポジウム, JAXA宇宙科学研究本部, 相模原, 2009年2月26～27日.

柳澤雅之 2007 柳澤雅之
「ベトナム紅河デルタ農村社会の変容 －コックタイン合作社における 農業生産構造の変化
－」、ベトナム社会主義化研究会（国立民族学博物館共同研究「社会主義的近代化の経験
に関する歴史人類学的研究」主催）、国立民族学博物館、2007年4月21日

柳澤雅之 2007 柳澤雅之
「バッコックの農業生産 －合作社と農民の役割分担－」、研究会「日本におけるベトナム村

落研究の現在とその可能性」（ベトナム村落研究会主催）、東京大学、2007年5月6日

柳澤雅之 2007 柳澤雅之
「フィールドワークから紡ぎだす －地域研究を教育する－」、研究会「地域研究と教育」（京
都大学地域研究統合情報センター個別共同研究ユニット「地域研究における記述」主催）、
京都大学地域研究統合情報センター、2007年7月21日

柳澤雅之 2007 柳澤雅之
「時空間で語る社会変容－東南アジア大陸部山地－」、第31回東南アジアセミナー「時空

間で地域を観る・解く・語る―地域研究と空間情報科学―」、京都大学東南アジア研究所、

2007年9月5日
柳澤雅之 2007 柳澤雅之 「人と自然の共生研究」、グローバルCOE第１回パラダイム研究会、京大会館、2007年9月

柳澤雅之 2007 Yanagisawa, M. and Nghiem 
Phuong Tuyen

“A Border Town between Two Economic Tigers”, Presentation at International symposium 
on Transborder environmental and natural resource management, December 5-6, Kyoto 
University, Kyoto, Japan.

柳澤雅之 2008 Yanagisawa, M
“Comments on Forest-based production systems in Mainland Southeast Asia”, International 
Workshop on “Towards sustainable land-use in tropical Asia” The Association for Tropical 
Biology and Conservation, 23rd-26th April 2008, Kuching, Sarawak, Malaysia

柳澤雅之 2008 柳澤雅之
「自然生態資源の利用における地域コミュニティ・制度・国際社会」、京都大学地域研究統
合情報センター ・全国共同研究ワークショップ「地域がかえる制度、制度がかえる地域： 資
源と国家をめぐって」、2008年4月26日～27日、京大会館

柳澤雅之 2008 柳澤雅之
「複合共同研究「自然生態資源の利用における地域コミュニティ・制度・国際社会」」, 京都

大学地域研究統合情報センター平成19年度全国共同利用研究報告会, 2008年4月27日、

柳澤雅之 2008 柳澤雅之
「東南アジア大陸部における資源管理国家体制の比較」、京都大学地域研究統合情報セ
ンター平成19年度全国共同利用研究報告会, 2008年4月27日、京大会館
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柳澤雅之 2008 柳澤雅之
「コメント：東南アジア生態史の構築に向けて」、第79回東南アジア学会セッション『東南アジ

ア生態史の構築に向けて』、2008年6月8日、大阪大学

柳澤雅之 2008 柳澤雅之
「地域社会の制度や社会に埋め込まれた自然環境条件を探る」、地域研究方法論研究会
（第1回）（京都大学地域研究統合情報センター共同研究会『地域研究方法論』）、2008年
11月14日、東京大学

柳澤雅之 2009 柳澤雅之
「地域研究は科学か？」、地域研究方法論研究会（第2回）（京都大学地域研究統合情報セ

ンター共同研究会『地域研究方法論』）、2009年2月10日、早稲田大学

柳澤雅之 2009 Yanagisawa, M
“Biosphere as a mediator between Geosphere and Humanosphere: Overview of the Session 
2” The 2nd International Conference of Kyoto University G-COE Program “Biosphere as a 
Global Force of Changes” Inamori Memorial Hall, Kyoto University March 9-11, 2009, 

矢野浩之 2007 招待 矢野浩之 International Nanofiber Symposium 2007
矢野浩之 2007 招待 矢野浩之 International Cellulose Conference 2007
矢野浩之 2007 招待 矢野浩之 International Academy of Wood Science 2007 Annual Meeting
矢野浩之 2007 招待 矢野浩之 European-Japanese Workshop on Cellulose and Functional Polysaccharides 2007
矢野浩之 2007 矢野浩之 第57回日本木材学会大会：８件（矢野）
矢野浩之 2008 矢野浩之 第58回日本木材学会大会：８件（矢野）
矢野浩之 矢野浩之 セルロース学会第14回年次大会　３件（矢野）
矢野浩之 2007 矢野浩之 2007年度繊維学会秋季研究発表会　２件（矢野）
矢野浩之 矢野浩之 日本材料学会第56期学術講演会　２件（矢野）
矢野浩之 矢野浩之 第56回高分子討論会　１件（矢野）

矢野浩之 矢野浩之 2nd International Cellulose Conference　７件（矢野）

矢野浩之 矢野浩之 Gordon Research Conference Composites　1件（矢野）
矢野浩之 矢野浩之 The 10th Pacific Polymer Conference　1件（矢野）

矢野浩之 矢野浩之
Research Institute for Sustainable Humanosphere (Kyoto University) - School of Biological 
Sciences (universiti Sains Malaysia) Seminar (The 83rd RISH Symposium)　1件（矢野）

矢野浩之 招待 矢野浩之 京都大学春秋講義
矢野浩之 招待 矢野浩之 京都大学農学研究科シンポジウム
矢野浩之 招待 矢野浩之 京都市産業技術研究所工業技術センター成果発表会（講師）
矢野浩之 招待 矢野浩之 バイオマス産業社会ネットワーク京都バイオマス・スクール
矢野浩之 招待 矢野浩之 日本接着学会セミナー
矢野浩之 招待 矢野浩之 食品の物性に関するシンポジウム
矢野浩之 招待 矢野浩之 新材料新技術利用研究会
矢野浩之 招待 矢野浩之 炭化物利用研究会
矢野浩之 招待 矢野浩之 日本接着学会セミナー
矢野浩之 招待 矢野浩之 近畿化学協会高機能材料セミナー
矢野浩之 招待 矢野浩之 高分子学会水と膜研究会
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矢野浩之 招待 矢野浩之 活性炭研究会
矢野浩之 招待 矢野浩之 9th International Conference on Wood & Biofiber Plastic Composites
矢野浩之 招待 矢野浩之 The 10th Pacific Polymer Conference
Abinales, 
Patricio N. 2007 Abinales, Patricio N. When 'Baby' Kills: Violence in a Philippine Golden Ghetto, paper presented at the Core 

University Program Special Seminar Project 8 on Changing 'Families', Bangkok, Thailand, 2-

Abinales, 
Patricio N. 2007 Abinales, Patricio N.

Frontier, Empty, Wild and Undeveloped: National Development and Mindanao Island, 
Southern Philippines, to be presented at the conference on Checkpoints and Chokepoints; 
Learning from Mindanao Development Paradigms and Practices, sponsored by the Mindanao 
Studies Consortium. Davao City, Philippines, February 23-24, 2007.

Abinales, 
Patricio N. 2007 Abinales, Patricio N. The Rise and Fall of the Philippine Student Movement, presented at the Seminar on Social 

Movements, Third World Studies Center, Univerity of the Philippines, February 27, 2007.

足立明 2008 足立明
「活動における多様な知のありよう」「人・モノ・技術のネットワークへのイントロダクション」（イ
ニシアティブ4　研究会）、2008年6月20日

足立透 2007

Adachi, T., H. Fukunishi, Y. 
Takahashi, R.-R. Hsu, H.-T. 
Su, A. B. Chen, S. B. Mende, 
H. U. Frey, and L.-C. Lee,

Electrodynamical processes in sprites derived from FORMOSAT-2/ISUAL measurements,　
日本地球惑星科学連合２００７年大会、千葉、幕張、2007.

足立透 2007

Adachi, T., M. Yamamoto, Y. 
Takahashi, A. B. Chen, H.-T. 
Su, R.-R. Hsu, H. U. Frey, and 
S. B. Mende

Vertical and horizontal structures of 630-nm airglow observed with FORMOSAT-2/ISUAL,　
第122回地球電磁気・地球惑星圏学会、愛知、名古屋、2007.

足立透 2007

Adachi, T., H. Fukunishi, Y. 
Takahashi, Y. Hiraki, R.-R. 
Hsu, H.-T. Su, A. B. Chen, S. 
B. Mende, H. U. Frey, and L.-
C. Lee,

New results of SPRITE by ISUAL/FORMOSAT-2 – Estimation of electric fields in sprites - 
2007 ITT meeting, 奈良、奈良、2007.

足立透 2007 招待 足立透
雷・スプライトによる対流圏・電離圏間の結合～Overview～、2007 MTI研究会、東京、小金

井、2007.

足立透 2008 足立透、大矢浩代、土屋史
紀、高橋幸弘

「VLF帯電波観測網による東南アジア域の雷・電離圏活動のモニタリング」第２２回大気圏シ
ンポジウム

足立透 2008 足立透
東南アジア域における雷放電活動のモニタリング、GCOE次世代イニシアティブ研究助成第

３回研究会、京都、宇治、2008.

足立透 2008 足立透
スプライトと気象、全国SSH校コンソーシアム「高々度発光現象スプライトの同時観測」に関

する第２回研究会、高知、高知、2008.

足立透 2008 足立透
東南アジア域における雷放電活動のモニタリング、GCOE次世代イニシアティブ研究助成報

告会、京都、京都、2008.
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足立透 2008 招待
T. Adachi, Y. Takahashi, R.-R. 
Hsu, H.-T. Su, A. B. Chen, S. 
B. Mende, and H. U. Frey,

Transient Luminous Events as Lightning Effects in the Lower Ionosphere: Recent Progresses 
by ISUAL Measurements on FORMOSAT-2 satellite, International Symposium on 
Equatorial Atmosphere-12, Crete, Greece, 2008.

足立透 2008
Adachi, T., Y. Takahashi, A. 
B. Chen, R.-R. Hsu, H.-T. Su, 
H. U. Frey, and S. B. Mende,

Implications of lightning processes for initiations of sprites and halos derived from ISUAL 
measurements, 日本地球惑星科学連合２００７年大会、千葉、幕張、2008.

足立透 2008 足立透、大矢浩代、土屋史
紀、高橋幸弘、山本衛

東南アジアにおける雷活動の光学・電磁波観測システムの構築、日本地球惑星科学連合
2008年大会、千葉、幕張、2008.

足立透 2008 Adachi, T., H. Ohya, F. 
Tsuchiya, and Y. Takahashi,

VLF observation network in the Southeast Asia, Working Group Meeting for the Sprite 
Study, 千葉、幕張、2008.

足立透 2008
足立透、山本衛、橋口浩之、
森修一、櫻井南海子、大矢浩
代、土屋史紀、高橋幸弘、

赤道域における雷活動の観測－科学目標とシステムの諸元－、赤道大気レーダーシンポ
ジウム、2008.

足立透 2008

Adachi, T., M. Yamaoka, M. 
Yamamoto, Y. Otsuka, H. Liu, 
S. Watanabe, C.-C. Hsiao, A. 
B. Chen, R.-R. Hsu

Altitude-latitude distribution of 630-nm airglow observed with the FORMOSAT-2/ISUAL: A 
comparison with plasma density measurements, 第１２４回地球電磁気・地球惑星圏学会、宮

城、仙台、2008.

足立透 2008
Adachi, T., H. Frey, Y. 
Takahashi, A. B. Chen, R.-R. 
Hsu, H.-T. Su, and S. B. 

Multi-spectral measurements of sprites with FORMOSAT-2/ISUAL: consistency and 
inconsistency with theories, 第１２４回地球電磁気・地球惑星圏学会、宮城、仙台、2008.

足立透 2008

Adachi, T., S. Cummer, J. Li, 
Y. Takahashi, R.-R. Hsu, H.-T. 
Su, A. B. Chen, S. B. Mende, 
and H. U. Frey,

Correlated optical and radio signatures in sprite-producing lightning, 2008 AGU fall meeting, 
San Francisco, California, USA, 2008.

足立透 2008 Adachi, T. Multi-spectral Measurements of TLEs & Lightning with FORMOSAT-2/ISUAL, ONR 
Lightning-Ionosphere Workshop, Stanford, California, USA, 2009.

青山　卓史 2008 invite
d

 Takashi Aoyama, Hiroaki 
Kusano, Christa Testerink, 
Joop E. M. Vermeer, 
Tomohiko Tsuge, Hiroaki 
Shimada, and Atsuhiro Oka

The 9th International Congress on Cell Biology, October 7-10, 2008 (Seoul, Korea), 
“Phospholipid Signaling in Root Hair Development.”, Teun Munnik (Chair of Session, 
Invited)

青山　卓史 2008 青山卓史
第31回日本分子生物学会年会、第81回に本生化学会大会、合同大会、シンポジウム、

2008年12月9-12日、「植物細胞形態形成におけるリン脂質シグナルの役割」

青山　卓史 2008 佐藤麻紀子、松山友美、中田
理恵子、青山卓史、井上裕康

第31回日本分子生物学会年会、第81回に本生化学会大会、合同大会、2008年12月9-12
日、「大腸菌を用いた味覚修飾活性を有する組換えミラクリンの発現」
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青山　卓史 2008
草野博彰、シャクタカシ、内藤
夏佳、鶴巻由美、田中　基、
佐々木忠将、青山卓史、山川
博幹、島田浩章

第31回日本分子生物学会年会、第81回に本生化学会大会、合同大会、2008年12月9-12
日、「イネの胚乳形成におけるOsCEO遺伝子の機能解析」、草野博彰、シャクタカシ、内藤
夏佳、鶴巻由美、田中　基、佐々木忠将、青山卓史、山川博幹、島田浩章

青山　卓史 2008 谷口幸美、下島美恵、太田啓
之、青山卓史

第21回植物脂質シンポジウム、2008年11月28-29日、「シロイヌナズナのホスホリパーゼD遺

伝子PLDz2の発現と機能」

青山　卓史 2008 谷口幸美、柘植知彦、岡　穆
宏、青山卓史

日本植物生理学会・2008年度年会、2008年3月20-22日、「リン酸欠乏下におけるシロイヌナ

ズナ・ホスホリパーゼD(PLDz2)の機能解析」

青山　卓史 2008
真木祐子、佐古香織、山崎直
子、園田　裕、今井久美子、
青山卓史、山口淳二

日本植物生理学会・2008年度年会、2008年3月20-22日、「トライコームの形成を指標とした

26SプロテアソームサブユニットRPT2aの機能解析」

青山　卓史 2008

草野博彰、Christa Testerink、
Joop E. M. Vermeer、安田敬
子、柘植知彦、島田浩章、岡　
穆宏、Teun Munnik、青山卓

日本植物生理学会・2008年度年会、2008年3月20-22日、「ホスファチジルイノシトールリン

酸5-キナーゼPIP5K3は根毛先端伸長の鍵調節因子である」

藤田幸一 2008 藤田幸一
「『緑の革命』と経済的離陸：インドの経験から何を学ぶか？」2008年10月20日、パラダイム
研究会。

藤田素子 2009 Motoko FUJITA
Biodiversity and Ecosystem Function in the Human-made Landscape: Birds Transport 
Human-Derived Nutrients into Urban Forests. The Second International Conference of Kyoto 
University Global COE Program, 2009.3.9

藤田素子 2009
Motoko Fujita, Dewi M. 
Prawiradilaga and Tsuyoshi 
Yoshimura

The Role of Remnant Forest in Conserving Bird Diversity in Acacia Plantation in Indonesia. 
The Second International Conference of Kyoto University Global COE Program, 2009.3.10

藤田素子 2008
Motoko Fujita, Tsuyoshi 
Yoshimura, Dewi 
Prawiradilaga, Yuli Lestari, 

熱帯大規模アカシア植林地における生物多様性の評価および鳥類相の変化に起因する物
質循環への影響. GCOE-次世代イニシアティブ報告会. 2008.4.12

藤田素子 2008 藤田素子，Dewi 
Prawiradilaga，吉村剛

鳥類の多様性を損なわない熱帯大規模植林は可能か？日本生態学会第55回（福岡）．

2008.3.16

藤田素子 2008
Motoko Fujita, Dewi M. 
Prawiradilaga and Tsuyoshi 
Yoshimura

Evaluation of bird diversity in Acacia plantation forests. ATBC-Asia International 
Conference, Kuching, Malaysia. 2008.4.24

藤田素子 2008 藤田素子
持続可能なアカシア植林地に関する生態学的研究．第94回生存圏シンポジウム　生存圏

萌芽・融合ミッションシンポジウム．2008.3.10

藤田素子 2007 招待 Motoko Fujita Evaluation of biodiversity of birds with special references to avian contribution to nutritional 
cycling in Acasia planation forests, SBS-RISH Seminar, 13 December, 2007, Penenag, 

藤田素子 2008 招待 Motoko Fujita Biodiversity in Tropical Plantation Forests – The importance of conserving biodiversity -, 
Humanosphere Science School, 22 February, 2008, Cibinong, Indonesia.
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古市剛久 2008 古市剛久
持続可能な社会を目指す研究の枠組みと地理学．東北地理学会2008年春季大会シンポジ
ウム「地理学の社会貢献」

古市剛久 2008 古市剛久・Wasson, R.・Olley, 
J

土砂の化学性を用いた土砂起源地特定手法－粒度及び化学組成保存の組み込み－．日
本地形学連合2008年秋季大会．口頭発表．

蓮田隆志 2008 蓮田隆志
「ベトナム鄭氏政権の成立過程に関する一考察 ――鄭検期の政権構造――」広島史学研

究会2008年度大会東洋史部会、2008年10月26日、於広島大学

蓮田隆志 2008 蓮田隆志
“Một vài nét về vai trò của hoạn quan trong thế kỷ 17”. The third international conference on 
Vietnamese studies, Vietnam: integration and development. 4-7, December 2008, My Dinh 
national convention centre, Hà Nội.

蓮田隆志 2008 蓮田隆志
「ベトナムにおける族結合の出現とその確立についての一試論　――良舎鄧氏を素材とし

て――」次世代の地域研究研究会、2009年2月24日、於京都大学東南アジア研究所
Hau, 

Caroline 2008 (co-presenter) “On Asianism as Fantasy and Network,” GRIPS Global COE Program Workshop on 
“Political Networks in Asia,” Graduate Research Institute of Policy Studies, Tokyo, February 

Hau, 
Caroline 2009 Hau, Caroline

“Family Matters: Kinship, Politics, Business and the “Chinese”/”Mestizo” in the 
Philippines,” JSPS Core University Symposium on “The Making of East Asia  from Both 
Macro and Micro Perspectives,” CSEAS, Kyoto University, February 23, 2009.

Hau, 
Caroline 2008 Hau, Caroline

“Blood, Land, and Conversion: The Politics of Belonging in Jose Angliongto’s The 
Sultanate ,” paper read at the CSEAS-Netherlands Institute for War Documentation Joint 
International Workshop on “Chinese Identities and Inter-Ethnic Coexistence and Cooperation 
in Southeast Asia,” July 4, 2008, CSEAS, Kyoto University.

Hau, 
Caroline 2008 Hau, Caroline “Mestizoness and the Politics of Belonging in Post-Independence Philippines,” Seminar, 
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星川圭介 2008 星川圭介
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究８「変貌する『家族』」研究会（京都大学東南アジア研究所）2008年3月23日

細田尚美 2008 細田尚美
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文化人類学学会第４２回大会、2008年6月１日、京都大学

石川登 2008 ISHIKAWA, Noboru
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Basin, Northern Sarawak”, Canadian Council of Southeast Asian Studies (CCSEAS) Biennial 
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司、馬場啓一、林隆久、Sri 
Hartati, Enny Sudarmonowati

「様々な糖鎖分解酵素を発現する組換えポプラの糖化性」第58回　日本木材学会大会 
2008年3月18日

海田るみ 2007
Rumi Kaida, Yumi Satoh, 
Vincent Bulone, Tomomi 
Kaku, Takahisa Hayashi, 
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Southeast Asia．Asia Forest Workshop 2008. Interdisciplinary and Transnational Discussion 
on Multiple Impacts of Forestry and Land Use Change in Tropical Asia．2008年20-21日．プ
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片岡樹 2008 片岡樹
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42回研究大会（於京都大学）2008.6.1
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片岡樹 2008 片岡樹
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風戸真理 2009 招待 風戸真理
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風戸真理 2008 風戸真理
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風戸真理 2008 風戸真理
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類学会 2008年6月1日　京都大学

木村大治 2008 木村大治
「コンゴ民主共和国ワンバにおけるティラピア養殖と小家畜飼養の試み」日本アフリカ学会
2008年5月

木村大治 2008 木村大治
「インタラクションの境界と接続」電子情報通信学会 ヒューマンコミュニケーション基礎研究

会 基調講演 2008年11月

木村周平 2007 木村周平
「トルコ・イスタンブルにおける社会の地震的編成」第726回東京都立大学・首都大学東京社
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人文研）2008.6.20
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「地震の不安と地域社会：トルコ、イスタンブルの事例から」シンポジウム「災害に立ち向かう
地域/研究」（於：京都大学東南アジア研究所）2008.7.11

木村周平 2008 KIMURA, Shuhei "Future earthquakes in Japan and Turkey: An analysis of the social arrangement of 
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インドネシア」「世界災害語り継ぎ研究会」（於：人と防災未来センター）2008.10.11

木村周平 2008 木村周平
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木村周平 2008 木村周平
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木谷公哉 2007 木谷公哉
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（於名城大学）、2008年5月24日

小林祥子 2007 Sanga-Ngoie K. and 
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Proceedings of the World Conference on Timber Engineering 2008, paper.437 (CD-ROM), 
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Proceedings of the World Conference on Timber Engineering 2008, paper.435 (CD-ROM), 
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“Facilitative Research” on Community Forestry in Sumber Agung Village, Lampung 
Province”, presented at the First Kyoto University and LIPI Southeast Asian Forum in 
Indonesia “In Search of New Paradigm on Sustainable Humanosphere ”, held at LIPI (the 
Indonesian Institute of Sciences) on 25-26 November, 2007

島上宗子 2008 島上宗子
「住民主体を促す社会調査と外部者の関与」国際開発高等教育機構（FASID）NGOディプ

ロマコース『住民主体の開発とNGO～地域の現場から学ぶ～』2008年2月10日

島上宗子 2008 島上宗子
“Pengalaman Jepang dalam Pengelolaan Hutan Berbasis Masyarakat”（コミュニティを基盤とし

た森林管理と日本の経験）JICAグヌン・ハリムンサラク国立公園管理計画・本邦研修、2008
年2月15日［インドネシア語］

島上宗子 2008 Shimagami, Motoko

“Hutan Iriai: Pengalaman Jepang dalam Pengelolaan Hutan Berbasis Masyarakat”（入会林野

をめぐる日本の経験）、Workshop “Hutan Adat dan Undang-Undang Kehutanan” （慣習林と

森林法）、MUSWIL I AMAN SULSEL（ヌサンタラ慣習社会連合南スラウェシ地区第一回

地区会議）、2008年3月15日［インドネシア語］

島上宗子 2008 Shimagami, Motoko and 
Hedar Laudjeng

“Sharing Experience on Iriai Commons: Lessons from Participatory Joint Research Linking 
Japan and Indonesia” presented at "Governing Shared Resources: Connecting Local 
Experience to Global Challenges," 12th Biennial Conference of the International Association 
for the Study of Commons, Cheltenham, England, July 14-18, 2008.

島上宗子 2008 Shimagami, Motoko

“Reclaiming the Customary Rights to Forest: Forestry Policy and Masyarakat Adat  in Post-
Suharto’s Indonesia” presented at the Fourth Afrasian International Symposium on “The 
Question of Poverty and Development in Conflict and Conflict Resolution” held at Ryukoku 
University, 15-16 November, 2008.
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島上宗子 2008 Shimagami, Motoko

“Community-based Forest Governance in Indonesia: Action-Research for Interactive 
Learning and Partnership Building” presented at the 7th Workshop of the API Fellowship 
Program “Asian Alternatives for a Sustainable World: Transborder Engagement in 
Knowledge Formation”  held at Yogyakarta, Indonesia, 21-28 November, 2008

島上宗子 2008 島上宗子
「インドネシアにおけるコミュニティ・フォレストリー政策の展開と媒介者の役割」ワークショッ
プ『アジアの森林保護制度による人々の暮らしへの影響と対応』於：総合地球環境学研究
所、2008年12月26-27日

島上宗子 2009 島上宗子

Motoko Fujita; Keron Petrus; and Koji Tanaka. “Protecting Forest, Empowering 
Communities: Development of Community Forestry Policy in Decentralizing Indonesia” 
poster presented at the Second G-COE Conference In Search of Sustainable Humanosphere 
in Asia and Africa “Biosphere as a Global Force of Change” held at Kyoto University, 9-11 

清水展 2008 清水展
「『地域』は後からやって来る：人類学者／地域研究者のあいだで悩んでいることから」地域
研究コンソーシアム 2008年度公開シンポジウム「地域研究の実践的活用―開発・災害・医

療の現場から」於・民族学博物館、2008/11/08。

清水展 2008 清水展
「東マレーシア（北ボルネオ）・サバ州から見た多民族・多文化社会の可能性」福岡アジア文
化賞・市民フォーラム「多民族・多文化社会、そして一つの＜国民＞：マレーシアの実験」於
アクロス・福岡、2008/9/14。

清水展 2008 清水展
「災害に立ち向かう地域/研究」G-COE若手養成・研究部会、イニシアティブ4、萌芽科研「防
災教育・自然災害復興支援のための地域研究を目指して」（代表清水）共催シンポジウム
「災害に立ち向かう地域／研究」(７月11～12日)における基調報告、於東南アジア研究所、

清水展 2008 清水展
「生存基盤が壊れるということ―ピナトゥボ山大噴火（1991）による先住民アエタの被災と新

生の事例から―」G-COEパラダイム研究会＋イニシアティブ４研究会、2008/5/19。

白石壮一郎 2009 白石壮一郎

2009年3月　｢アジア･アフリカにおける<市民社会>と<参加>の現在｣　研究会『持続的な社
会を構築するための「参加的民主主義」の検討：アジア・アフリカにおけるローカルな政治実
践の経験から学ぶ』(京都大学グローバルCOEプログラム「生存基盤持続型の発展を目指す

地域研究拠点」次世代イニシアティブ助成による)

白石壮一郎 2008 白石壮一郎
2008年6月　｢失墜する象徴、変化の語りと他者化の実践―アフリカ農村部における地酒の

社会的含意とその変化｣　日本文化人類学会第42回研究大会分科会・経済の生態人類学　

(於京都大学)

白石壮一郎 2007 SHIRAISHI Soichiro
October, 2007 Social Changes, Modernity and Communality among Agrarian Societies in 
East Africa. Re-contextualizing Self/Other Issues: Toward a HUMANICS in Africa , in 
Makerere University, Uganda.

白石壮一郎 2007 白石壮一郎
2007年6月　｢社会関係の再定義の場としての土地争議―土地所有を正当化する言説の分

析を中心に｣　日本文化人類学会第41回研究大会　(於名古屋大学)
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白石壮一郎 2007 白石壮一郎
2007年5月 ｢援助プログラムによる『エンパワーメント』評価はいかにして可能か？―ウガンダ

共和国の貧困削減プログラム県別事前調査報告書[2000]を題材として｣　日本アフリカ学会

第44回研究大会・地域開発フォーラム　(於長崎市)

白石壮一郎 2007 招待 白石壮一郎
2007年5月 「『近代的な個人』への主体化のプロジェクト―『社会開発』・『人間開発』を考え

る」　公開ワークショップ｢ADB（アジア開発銀行）は必要か？｣ (於京都精華大学黎明館)に
おける招待講演

孫 暁剛 2009 Sun, X. “Coping with Natural and Socio-economic Uncertainty in Arid Africa,” at The Second 
International Workshop "Biosphere as a Global Force of Change", 2009, G-COE, Kyoto 

孫 暁剛 2008 Sun, X.

“Longitudinal and Comparative Study in Search of the Continuity and Change in Pastoral 
Subsistence of East Africa”, at International Workshop “Pastoral Societies in Africa: New 
Possibilities for Sustainable Development through the Interaction of Scientific Researchers 
and Development Workers”. 2008, Nairobi

孫 暁剛 2008 孫 暁剛
「グローバル社会における生業牧畜民の適応戦略： 非平衡生態系、脆弱性、持続可能性」　

G-COEイニシアティブ２研究会　2008

孫 暁剛 2008 孫 暁剛
「東アフリカ牧畜社会における不確実性への対応とリスクマネジメント」生存圏研究所 第72
回定例オープンセミナー 　2008

鈴木玲治 2009 鈴木玲治
「長期休閑型の焼畑移動耕作が森林植生の長期的変化に与える影響―ミャンマー・バゴー

山地のカレン集落の事例―」東南アジア学会関西部会、京都大学、2009年1月31日

鈴木玲治 2009 鈴木玲治
「ミャンマー・カレンの営む焼畑土地利用の履歴と森林植生の長期的変化」GCOEシンポジ

ウム「生存を支える『地域／社会』の再編成」、KKRホテルびわこ、2009年1月24日

鈴木玲治 2008 鈴木玲治、竹田晋也、フラマ
ウンテイン

「ミャンマー・バゴー山地のチーク皆伐跡地におけるタウンヤ造林間作期の立地環境と参加
農民の土地選択」、日本熱帯生態学会、東京大学、2008年6月21日

鈴木玲治 2008 鈴木玲治、竹田晋也、フラマ
ウンテイン

「伝統的焼畑を営むカレン集落における土地被覆の長期的変化 －ミャンマー・バゴー山地

の事例－」、日本森林学会、東京農工大学、2008年3月27日．

鈴木玲治 2007
Suzuki, R., Takeda, S., Saw 
Kelvin Keh and Hla Maung 
Thein

Impact of forest fires on the long-term change in soil properties of teak plantations in the 
Bago Mountains, Myanmar, International workshop on Thinning as an essential management 
tool of sustainable teak plantation, Kasetsart University, Bangkok 25th November 2007.

鈴木玲治 2007 鈴木玲治、竹田晋也、フラマ
ウンテイン

「休閑地の植生回復に与える焼畑土地利用履歴の影響 －ミャンマー・バゴー山地における

カレン焼畑の事例－」、日本熱帯農業学会、宮崎大学、2007年10月13日．
玉田芳史 2007 玉田芳史 「2つの民主主義とポピュリズム」日本タイ学会第9回大会、2007年7月7日、北海道大学

玉田芳史 2007 TAMADA Yoshifumi ‘Prachathipatai kap prachaniyom song yang chon kan (in Thai)’, Chiang Mai University, 
Seminar at the department of history, 17 July 2007

玉田芳史 2007 玉田芳史 「タイの民主化とクーデタ」南山大学アジア太平洋研究センター、2007年10月11日

玉田芳史 2007 玉田芳史
「タイのクーデタと民主化」アジア政経学会2007年度全国大会共通論題「東アジア民主政治

の方向性」、2007年10月14日、東京女子大学
玉田芳史 2007 玉田芳史 「タイ政治の現状と展望」東京外国語大学日本タイ修好120周年特別講演会、2007年12月
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玉田芳史 2008 玉田芳史
「外国人受け入れ国としてのタイ：流入と国籍をめぐる歴史」アジア政経学会東日本大会、
東京外国語大学、2008年5月24日

玉田芳史 2008 TAMADA Yoshifumi (Keynote Speech) Democracy, Democratiation and De-Democratization in Thailand”（タイ

語）タイ政治学・行政学会第9回研究大会、タイ・チュラーロンコーン大学政治学部、2008年

田中雅一 2007 Tanaka Masakazu 2007年4月6-7日（金・土）U.S. Military Chaplain in the Time of Peace and War，国際ワーク

ショップWORKSHOP ON　“WAR, PEACE AND MILITARY IN ASIA ” at Palace Side, 

田中雅一 2007 田中雅一
2007年6月2日（土）日本文化人類学会　第４１回研究大会　「天皇家のおくりもの――外交
贈答台帳の分析」

田中雅一 2007 田中雅一
2007年7月15日（日）第４０回南アジア研究集会「誘惑するインド――性とエージェンシーの
視点から」

田中雅一 2007 田中雅一
2007年9月17日（日）第６６回学術大会　日本宗教学会２００７『宗教――存在の深層へ』　

「合衆国陸軍従軍牧師の性格――関連文書の分析から」

田中雅一 2007 田中雅一
2007年9月30日（日）東京外大AA研「「もの」の人類学的研究――もの・身体・環境のダイナ

ミクス」第２回研究会　「性交する身体――アニマル化とサイボーグ化のはざまで」

田中雅一 2008 田中雅一
2008年1月29日（火）筑波大学　宗教学・比較思想学研究会　「宗教学におけるジェンダー
研究の位置づけ」

田中雅一 2008 田中雅一
2008年2月22 日（金）京都サステナビリティ・イニシアティヴ学内ワークショップ（第６回）「環
境変化への現実的対応」　メルパルク京都　井合進「変動に強い社会の構築に向けて」に
ついてのコメント

田中雅一 2008 田中雅一
2008年3月22日（土）京都サステナビリティ・イニシアティヴ「社会・環境に与える人災と天災

の影響」芝蘭会館別館　「構築主義・戦略・モラル――伝統的な請託学的知識（ＴEK）再考

田中雅一 2008 田中雅一
2008年4月21日（月）人文研　共同研究「複数文化接触領域の人文学」　「複数文化接触領
域研究の中間総括」

田中雅一 2008 田中雅一
2008年5月11日（日）東京外大AA研　研究会「人類社会の進化史的基盤研究（１）」　「ネット
ワーク編成における誘惑と信頼」

田中雅一 2008 田中雅一 2008年6月1日（日）日本文化人類学会第42回研究大会　京都大学　「強壮剤から見た男性

田中雅一 2008 田中雅一
2008年6月5日（木）人文研アカデミー　共同研究セミナー「身体＝フェティッシュをめぐる技
術」　「野生の技法 強壮する男性身体」

田中雅一 2008 田中雅一
2008年9月13日（土）日本宗教学会第67回学術大会　公開シンポジウム「現代社会における
宗教学の役割を問う」筑波大学 「誘惑する宗教学」

田中雅一 2008 田中雅一
2008年10月18日（土）民博共同研究会「日本人類学史の研究」　「京都探検大学における
人類学の系譜」

田中雅一 2008 田中雅一
2008年12月6日（土）東京外大AA研　研究会「社会空間論の再検討：時間的視座から」　

「わたしがこわれるとき――売春経験を考える」
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生方史数 2007 Ubukata, F.

“The ‘Scaling-up’ Attempts of Community Forest Management: Two Contrasting Cases in 
Yasothon Province, Northeast Thailand”. International Symposium on “Forest Stewardship 
and Community Empowerment: Local Commons in Global Context.” Kyoto International 
Community House, Oct. 11-12, 2007.

生方史数 2007 生方史数
「『プカランガン』からみたジャワ系移民の生活世界」G-COE次世代研究イニシアティブ 研究

助成第1回研究会.　京都大学.　2007年11月20日

生方史数 2007 生方史数
「共有林管理制度と保全活動：タイ・ヤソートン県Ｋ郡の事例」第18回国際開発学会全国大

会.　沖縄大学.　2007年11月24日－25日.

生方史数 2007 生方史数
「ユーカリ論議から見えてくるもの」G-COE「生存基盤持続型の発展を目指す地域研究拠

点」シンポジウム「技術と社会のネットワーク―研究課題と展望」　京都大学東南アジア研究

所　2007年12月14日.

生方史数 2007 Ubukata, F.

“Let’s Get Villagers Involved in: The Strategic Shift of Raw Material Procurement and Its 
Consequences in the Thai Pulp Industry”. JSPS – NRCT Core University Program by JSPS 
and NRCT on Private Faces of Power and Institutions in Southeast Asia, Royal City Hotel, 
Bangkok, Dec. 6-7, 2007.

生方史数 2008 生方史数
『「プカランガン」からみたジャワ系移民の生活世界』G-COE次世代研究イニシアティブ 研究

助成報告会.　京都大学.　2008年4月12日

生方史数 2008 生方史数
「コモンズにみるローカルな制度形成プロセスの現代性」第4回G-COEイニシアティブ1研究

会　京都大学東南アジア研究所　2008年5月12日.

生方史数 2008 生方史数
「コメント　アジアの経済発展とその制約要因」アジア政経学会西日本大会.桃山学院大

学.2008年6月28日

生方史数 2008 生方史数
「塩と共に生きる？：タイ東北部における塩害と生存基盤」東南アジア研究所シンポジウム
『災害に立ち向かう地域／研究：生存基盤持続への寄与を目指して』京都大学東南アジア
研究所　2008年7月11－12日.

生方史数 2008 Ubukata, F.

“Changing Boarders of the Management Unit: an Effect of Decentralization and 
Formalization in Communal Forest Management, Yasothon, Thailand”. The 12th Biennial 
Conference, International Association for the Study of Commons, University of 
Gloucestershire, Cheltenham, England, July 14-18, 2008.

生方史数 2008 生方史数
「二元論を超えて：タイの林業・森林保全の現場から考える」ワークショップ『アジアの森林保
護政策・制度による人々の暮らしへの影響と対応』総合地球環境学研究所　2008年12月26

生方史数 2009 Ubukata, F.

“Bridging the Formal-informal Gap? Changing Institutional Arrangements in Communal 
Forest Management in Thailand,” The Second International Conference of Kyoto University 
Global COE Program, In Search of Sustainable Humanosphere in Asia and Africa, 
“Biosphere as a Global Force of Change,” Inamori Center, Kyoto, March 9-11, 2009.

生方史数 2007 生方史数
「タイ農村における共有地管理制度の進化プロセスに関する研究」平成18年度開発経済学

研究派遣者報告会.　 財務省財務総合政策研究所研究部.　2007年3月30日.
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生方史数 2007 Ubukata, F. and Akarapin, T.
“Household Differences of Tree Planting Strategy and Tree Management in Northeast 
Thailand”. International Workshop on “Thinning as an Essential Management Tool of 
Sustainable Teak Plantation”, Faculty of Forestry, Kasetsart University, Bangkok, November 

生方史数 2009 Ubukata, F.
“Science in Policy Making: the Eucalyptus Debate and Villagers in Thailand”. International 
Symposium on Forest Policies for a Sustainable Humanosphere, Center for Integrated Area 
Studies, Kyoto University, Inamori Center, Kyoto, February 17-18, 2009.

梅村研二 2007
Sasa Sofyan Munawar, Kenji 
Umemura, Fumio Tanaka, 
Shuichi Kawai

The Properties of Mild Steam and Chitosan Treated Ramie and Pineapple Plant Fiber 
Bundles, Proc. CD p. 371, The 2007 IUFRO All Division 5 (Forest Products) Conference, 
Taipei, 29 October-2 November (2007)

梅村研二 2007
Sasa Sofyan Munawar, Kenji 
Umemura, Fumio Tanaka, 
Shuichi Kawai

The Properties of Chitosan and Mild Steam Treated Pineapple, Ramie and Sansevieria Fiber 
Bundles, Proc. CD ISSN:1881-4034, The 16th Indonesian Scientific Conference 2007 in 
Japan, Kyoto, 25 August (2007)

梅村研二 2007 Kenji Umemura, Shuichi 
Kawai

Characterization of chitosan-glucose film. International Symposium on Advanced Biomass 
Science and Technology for Bio-based Products, Beijing, China, May 23-25, 2007

梅村研二 2007
Sasa Sofyan Munawar, Kenji 
Umemura, Fumio Tanaka, 
Shuichi Kawai

The Properties of Chitosan and Mild Steam Treated Pineapple, Ramie and Sansevieria Fiber 
Bundles, The 16th Indonesian Scientific Conference 2007 in Japan, Kyoto, 25 August (2007)

梅村研二 2007
Sasa Sofyan Munawar, Kenji 
Umemura, Fumio Tanaka, 
Shuichi Kawai

The Properties of Mild Steam and Chitosan Treated Ramie and Pineapple Plant Fiber 
Bundles, The 2007 IUFRO All Division 5 (Forest Products) Conference, Taipei, 29 October-
2 November (2007)

梅村研二 2007 梅村研二、川井秀一 キトサンとグルクロン酸反応物の諸特性、日本接着学会第45回年次大会、東京、6/28-29

梅村研二 2007 梅村研二、川井秀一
タンニン酸添加によるキトサンフィルムの特性変化、第57回日本木材学会大会、広島、8/8-
10（2007）

梅村研二 2007 石川綾子、梅村研二、川井秀
一

グルコースを添加したキトサンのフィルム特性と接着性能、第57回日本木材学会大会、広

島、8/8-10（2007）

梅村研二 2007 Sasa SM, Kenji Umemura, F. 
Tanaka, S. Kawai

The properties of alkali and steam treated ramie and sansevieria fiber bundles、第57回日本

木材学会大会、広島、8/8-10（2007）

梅村研二 2007
Han Guangping, Wu Qinglin, 
Kenji Umemrua, Yoichi 
Kojima, Shigehiko Suzuki

Bamboo-fiber filled high density polyethylene composites: Effect of coupling treatment and 
nanoclay, 第57回日本木材学会大会、広島、8/8-10（2007）

梅村研二 2008 梅村研二、海法圭司、川井秀
一

キトサンで接着したバガスパーティクルボードの特性、第58回日本木材学会大会、つくば、

3/17-19（2008）

梅村研二 2008 Sasa SM, Kenji Umemura, S. 
Kawai

The properties of oriented fiber board using mild steam-treated plant fiber bundles, 第58回日

本木材学会大会、つくば、3/17-19（2008）

梅村研二 2008 梅村研二、石川綾子、川井秀
一

キトサンの接着性能に及ぼす単糖の添加効果、日本接着学会第46回年次大会、大阪、

6/26-27（2008）
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梅村研二 2008
Kenji Umemura, Hidefumi 
Yamauchi, Takeshi Ito, 
Masaaki Shibata, Shuichi 

 Effect of UV Irradiation on the Color and Chemical Structure of PMDI Cured with Water, 
International Symposium on Wood Science and Technology. Harbin, China, September 27-
29 (2008)

梅澤俊明 2007 Toshiaki Umezawa, Shiro 
Suzuki, Daisuke Shibata

Tree Biotechnology of Tropical Acacia, 第８回コロキウム｢植物バイオテクロジーの最前線｣

(JSPS- Sweden (SU)/Japan (NAIST) Colloquium on Frontiers of Plant Biotechnology), 
Stockhorm University, 2007/10/4

梅澤俊明 2007 Toshiaki Umezawa, Tree Biotechnology of Tropical Acacia, THE FIRST KYOTO UNIVERSITY - LIPI 
SOUTHEAST ASIAN FORUM:SUSTAINABLE HUMANOSPHERE IN INDONESIA, 

梅澤俊明 2007 梅澤俊明, イネリグニン生合成の代謝工学, 草本系バイオマスの収集・保管・前処理を中心にして、バ

イオマス研究会、東京, 2008/3/12

梅澤俊明 2007 梅澤俊明, 鈴木史朗
木質バイオマスの改良技術, 日本農芸化学会2008年度大会シンポジウム　未来型バイオリ

ファイナリーの新展開, 名古屋, 2008/3/29

梅澤俊明 2008 梅澤俊明、鈴木史朗
バイオマスデザインとリファイナリー -競合から共存へ-リグニンの代謝制御による木質バイオ

マスの改良, 薮田セミナー　(日本農芸化学会) 神戸, 2008/5/9

梅澤俊明 2008 Toshiaki Umezawa
The Subunit Composition of Hinokiresinol Synthase Controls Both Geometric　and 
Enantiomeric Selectivities in Hinokiresinol Formation 1st International Conference on Plant 
Secondary Metabolism, Kunming, China, 2008/6/8-11

梅澤俊明 2008 梅澤俊明
バイオ燃料開発におけるリグニンの制御, モノづくりフェア２００８ 自動車産業におけるバイオ

燃料の将来は？～食料と競合しない植物資源からのバイオマスエネルギー開発最前線～, 
福岡, 2008/10/24

梅澤俊明 招待 梅澤俊明
The Second International Conference of Kyoto University Global COE Program In Search of 
Sustainable Humanosphere in Asia and Africa , Biosphere as a Global Force of Change 
Biofuel as a Global Force of Change session paneler

和田泰三 2008 佐藤孝宏　和田泰三
地域サスティナビリティ指数の作成にむけて　GCOEイニシアティブ1研究会 2008年6月23
日（月）　京都大学 東南アジア研究所

和田泰三 Sato T, Wada T. How to assess the sustainability of our humanosphere?　-Towards the development of 
humanosphere index -, GCOE The Second International Workshop　"Biosphere as a Global 

渡辺一生 2008
Kazuo Watanabe, Kazutoshi 
Hoshikawa and Shuichi 
Miyagawa

Expansion and Alteration of Rain-fed Paddy Field in Don Daeng Village, Northeast Thailand, 
International Symposium in Khon Kaen 2008 “Sustainable Resource Use and Management in 
Lao Lowland and Northeast Thai Villages under the Contemporary Economic Transition: 
Comparative Integrated Rural Studies”，Khon Kaen University, (2008).

渡辺隆司 2007 Watanabe, T. 10th International Congress on Biotechnology in the Pulp and Paper Industry(ICBPPI) (平成

19年6月)
渡辺隆司 2007 渡辺隆司 G-COE第2回パラダイム研究会 (平成19年10月)

渡辺隆司 2007 渡辺隆司
第1回　学際交流ワークショップ ーバイオエタノール生産拠点としての東南アジア人工林展

望－ (平成19年7月)
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渡辺隆司 2007 Watanabe, T. International Academy of Wood Science 2007 Annual Meeting (平成19年10月)

渡辺隆司 2007 Watanabe, T. The first Kyoto University- LIPI South East Asian Forum: Sustainable Humanosphere in 
Indonesia (平成19年11月)

渡辺隆司 2007 Watanabe, T. Research Institute for Sustainable Humanosphere (Kyoto University) - School of Biological 
Sciences (Universiti Sains Malaysia) Seminar (平成19年12月)

渡辺隆司 2008 Watanabe, T. ASEAN COST+3: New Energy Forum for Sustainable Environment, Pre-Symposium, 6th 
Eco-Energy and Materials Science and Engineering Symposium (EMSES) (平成20年5月)

渡辺隆司 2008 Watanabe, T. 99th RISH Symposium VTT-RISH Joint Symposium -Sustainable Utility of Wood Biomass 
(平成20年6月)

渡辺隆司 2008 招待 渡辺隆司 日本応用糖質科学会近畿支部大会 (平成20年10月)
渡辺隆司 2008 招待 渡辺隆司 日本農芸化学会関西支部大会シンポジウム (平成20年9月)

渡辺隆司 2008 招待 Watanabe, T. Mie Bioforum 2008 Biotechnology of Lignocellulose Degradation, Biomass Utilization and 
Biorefinery (平成20年9月)

渡辺隆司 2008 招待 渡辺隆司 第60回日本生物工学大会シンポジウム (平成20年9月)

渡辺隆司 2008 招待 渡辺隆司
第3回木質科学シンポジウム “バイオ燃料生産ならびにバイオリファイナリー技術革新に向

けて” (平成20年5月)
渡辺隆司 2007 招待 渡辺隆司 岩手生物工学研究センター (平成19年12月)
渡辺隆司 2007 招待 Watanabe, T. University of Indonesia-Special Seminar (平成19年11月
渡辺隆司 2007 招待 Watanabe, T. LIPI Biotechnology Center -Workshop (平成19年11月)
渡辺隆司 2007 招待 渡辺隆司 庄原バイオマスフォーラム2007 (平成19年11月)
渡辺隆司 2007 招待 渡辺隆司 日本材料学会、第３０回材料講習会“カーボンニュートラル材料最前線” (平成19年11月)

渡辺隆司 2007 招待 渡辺隆司
NTSセミナー”食料資源に頼るな！！セルロース原料による最新バイオエタノール製造技

術” (平成19年11月)
渡辺隆司 2007 招待 渡辺隆司 2007年度日本菌学会西日本支部大会 (平成19年10月)

米澤剛 2009 米澤剛
基盤(S)地域情報学の創出・地域研究統合情報センター全国共同利用研究共催「ベトナム・

ハノイプロジェクト研究会」 開催・参加・発表、ハノイの地形と地下構造、2009年2月4日、京

米澤剛 2008 Yonezawa, G.
GIS-IDEAS 2008，PNC，ECAI Joint International Symposium 参加・発表、Hanoi Urban 
Transformation in the 19-21 Centuries - Topographic Changes and 3-D Modeling -、2008年
12月4-6日、ベトナム・ハノイ工科大学

米澤剛 2008 Yonezawa, G. The third International Conference on Vietnamese Studies 2008 参加・発表、3D 
Topographical Analysis in Hanoi 、2008年12月4-7日、ベトナム・ハノイコンベンションセン

米澤剛 2008 米澤剛
2008年度第1回HGIS研究会 参加・発表、地域情報学的手法を用いたベトナム・ハノイの都

市変容の解明、2008年6月22日、京都大学

米澤剛 2008 米澤剛
日本情報地質学会Geoinforum2008 参加・発表、ベトナム・ハノイの都市変容と地形変化、

2008年6月12-13日、北海道大学
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米澤剛 2008 米澤剛
地域・環境情報ネットワークワークショップ 参加・発表、京都大学東南アジア研究所におけ

る地図資料とメタデータ、2008年5月10日、総合地球環境学研究所

米澤剛 2007 米澤剛
情報処理学会：人文科学とコンピュータシンポジウム2007　参加・発表、GISを用いたベトナ

ム・ハノイの都市形成、2007年12月13-14日、京都大学

米澤剛 2007 Yonezawa, G. Workshop on Spatiotemporal Analysis of Hanoi using the Area Informatics Approach - 
Historical and Geological Viewpoint，3-D Topographical Analysis in Hanoi，2007年9月13

米澤剛 2007 米澤剛
第31回東南アジアセミナー「時空間で地域を観る・解く・語る―地域研究と空間情報科学

―」参加・発表、地下のしくみと地上をつなぐ空間情報分析、2007年9月6日、京都大学

米澤剛 2008 招待 米澤剛
OSGeo財団（The Open Source Geospatial Foundation），招待講演「GISを用いたベトナム・

ハノイの都市形成変容」，2008年5月27日，大阪市立大学

吉村剛 2007 招待 Tsuyoshi Yoshimura Biodiversity in Tropical Plantation Forests – Termite fauna as a bioindicator in plantation 
forests -, Humanosphere Science School 2008, February 21-22, 2008, Cibinong, Indonesia 

吉村剛 2007 招待 吉村剛 シロアリ・環境・住宅、フクビ化学工業（株）、研修会、平成20年3月12日、大阪 (2008)

吉村剛 2008

Yoko Takematsu, Tsuyoshi 
Yoshimura, Sulaeman Yusuf, 
Wakako Ohmura and 
Yoshiyuki Yanase

Temporal change in the species richness of termites on Acacia Hybrid plantation, The 6th 
Conf. Pacific Rim Termite Res. Group, Kyoto, March 2-3 (2009).

吉村剛 2008 山下聡、吉村剛、佐藤大樹、
服部力

人為活動が多孔菌類群集に及ぼす影響　－温帯、亜熱帯、熱帯間での比較、第120回日

本森林学会、京都、2009年3月25～28日 (2009)
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会議開催日時 主催 プロシーディングス等
 2007/11/26-27 GCOE, HAKU and LIPI Proceedings:　LIPI SOUTHEAST ASIAN FORUM　Sustainable Humanosphere in Indonesia

 2007/12/5-7 CIAS and GCOE CIAS Discussion Paper No.4: Transborder Environmental and Natural Resource Management. Wil 
 2007/12/6-7 Proceedings: Private Faces of Power and Institutions in Southeast Asia

Proceedings Volume 1　"Entrepreneurship in East Asia: Establishing a New Model of East Asian 
Proceedings Volume 2　"Changing "Families"; Comparative Asian Economic History: Institutions 

 2008/02/21-23 LIPI and GCOE Proceedings: "Humanosphere Science School  Feb 21 to 22, 2008"
 2008/2/1-2 GCOE and JSPS Islamic System, Modernity and Institutional Transformation

2008/7/4-5 GCOE and Netherlands 
Institute for War Chinese Identities and Inter-Ethnic Coexistence and Cooperation in Southeast Asia

2008/11/8-9 GCOE and Osaka University Multiple Paths of Economic Development in Global History
2008/11/17-20 Kasetsat University and GCOE The FORTROP II Conference

2008/12/4-6 JVGC, HUMG, and GCOE GIS-IDEAS 2008，PNC，ECAI Joint International Symposium
2009/2/17-18 CIAS and GCOE Forest Policies for a Sustainable Humanosphere

2009/3/3-4 GCOE and JSPS New Paradigm for Human Beings and Nature: Frontier of Asian Area Studies
2009/3/9-11 GCOE Biosphere as a Global Force of Change

　（4）G-COE関連国際会議の成果としてのプロシーディングス等出版物

JSPS, NRCT and GCOE
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林隆久 2007 特許 糖化用植物および植物由来原料の調製方法, 特願2008-077110, 2007, 林　隆久、馬場啓一
林隆久 2007 エッセイ 産業利用をめざした遺伝子組換えポプラの野外試験がはじまる, 科学技術動向月報(2007).
林隆久 2007 エッセイ 民族の問題, サステナ, 2, 46-47 (2007).
林隆久 2007 エッセイ 遺伝子組換えポプラ, サステナ, 3, 42-43 (2007).
林隆久 2007 エッセイ セルラーゼ, サステナ, 4, 36-37 (2007).
林隆久 2007 エッセイ 自由研究, サステナ, 5, 34-35 (2007).
林隆久 2008 インタビュー 「（インタビュー）植物で未来をつくる」、松永和紀著、2008年3月30日、化学同人出版．
林隆久 2008 新聞 「(サイエンス)最新技術を駆使した森林復元」、『日本経済新聞』 2008年3月30日．
林隆久 2008 エッセイ 知の融合のかたち, サステナ, ６, 40-41 (2008).
林隆久 2008 エッセイ 一病息災，二病長命, サステナ, ７, 38-39 (2008).
林隆久 2008 エッセイ おあがり, サステナ, ８, 42-43 (2008).
林隆久 2009 エッセイ 人口爆発問題, サステナ, ９, 40-41 (2009).
林隆久 2009 エッセイ インドネシアの冬, サステナ, 10, 42-43 (2009).
林隆久 委員 生物多様性影響評価検討会林木分科会委員（平成17年度～）
林隆久 委員 Journal of Wood Science編集委員
林隆久 委員 Cellulose編集委員
林隆久 委員 糖質学会評議員

籠谷直人 2008 エッセイ
「アジア史の古典研究をとおした帝国とネットワークの解明」京都大学　”Newsletter No.2 Global COE Program”生存
基盤持続型の発展を目指す地域研究拠点

川井秀一 2007 TV、新聞
テレビ・新聞報道　ＮＨＫニュース平成19年12月18日および19日毎日新聞朝刊、日本経済新聞朝刊、京都新聞朝

刊19年12月19日マレーシアＫＨＰ社とのアカシア造林木の持続的な生産・利用と環境貢献に関する共同研究に関

川井秀一 2008 特許
特許第4097249号「木材用接着剤および木材の接着方法」、発明者：梅村研二、川井秀一、特許権者：独立行政法

人森林総合研究所、独立行政法人科学技術振興機構、登録日：2008年3月21日出願

川井秀一 2008 TV テレビ報道　ＮＨＫスペシャル（ＮＨＫハイビジョン特集）　平成20年3月22日放映　木と土と紙　伝統を受け継ぐ　西
本願寺御影堂 平成大修復

川井秀一 NPO活動
日本木材学会主催の「日本の森を育てる木づかい円卓会議」議長を経て、2006年にNPO法人才の木を設立、理事
長に就任。木材利用と森づくりを通した環境教育の普及・啓発事業と調査活動を行っている。

河野泰之 委員 日本学術会議連携会員
小杉泰 2007 講義 「イスラーム世界の文明と社会」泉北教養講座　ライフセミナー講座2007.6.8
小杉泰 2007 講義 「現代のイスラーム世界――暮らしと発想法――」京都大学春秋講義（水曜講義）2007.10.31

小杉泰 2007 講義
「激動するイスラーム世界と国際社会」木曜講座（西宮市立西宮東高校開放講座）：「自爆テロの蔭に―イスラーム政

治と現代世界」2007.11.01
小杉泰 2008 講義 「国際社会と日本」大阪ＹＷＣＡ専門学校 2008.2.13
小杉泰 2008 講義 「イスラームの考え方と最近の動向」京都府警察本部 2008.4.14
小杉泰 2008 講義 「外国人をとりまく諸問題（３）イスラーム編」大阪YWCA専門学校　日本語教師養成講座（基礎コース）2008.7.16

　（5）その他文章、および社会貢献
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小杉泰 2008 講義 「イスラームの基礎知識」ひょうご講座「中東問題とイスラームへの理解を深める」第２回 2008.9.16
小杉泰 2008 講義 「イスラームの社会と暮らし」ひょうご講座「中東問題とイスラームへの理解を深める」第３回 2008.9.30
小杉泰 2008 講義 「現代イスラームの諸相」ひょうご講座「中東問題とイスラームへの理解を深める」第４回 2008.10.7
小杉泰 2008 講義 「イスラーム社会の文化と暮らし」泉北教養講座 2008.10.10
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『イスラームの人間観・世界観―宗教思想の深淵へ』[著]塩尻和子 2008.4.6
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『アラブ・ミュージック―その深遠なる魅力に迫る』[編]関口義人 2008.5.11
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『ブータンに魅せられて』[著]今枝由郎　2008.5.25
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『イラクは食べる―革命と日常の風景』[著]酒井啓子 2008.6.1
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『現代イスラーム思想の源流』[著]飯塚正人 2008.6.8
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『イスラームから考える』[著]師岡カリーマ・エルサムニー 2008.6.29

小杉泰 2008 書評（朝日新聞）
『ウィキペディアで何が起こっているのか』[著]山本まさき、古田雄介／情報化時代のプライバシー研究　[著]青柳武

彦　2008.7.13
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『五輪ボイコット―幻のモスクワ、２８年目の証言』[著]松瀬学　2008.8.3
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『世界遺産―ユネスコ事務局長は訴える』[著]松浦晃一郎 2008.9.14
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『者たちの国へ―ベンガルの宗教文化誌』[著]外川昌彦 2008.9.28
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『来～世界の川が干上がるとき』[著]フレッド・ピアス　2008.10.5
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『イラク崩壊―米軍占領下、１５万人の命はなぜ奪われたのか　[著]吉岡一／
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『中東激変　石油とマネーが創（つく）る新世界地図』[著]脇祐三 2008.10.19
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『国際緊急人道支援』[編]内海成治・中村安秀・勝間靖　2008.11.2
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『「国連」という錯覚』[著]内海善雄　2008.11.30
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『インドネシア　展開するイスラーム』[著]小林寧子 2008.12.7
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 『ヒエログリフ解読史』[著]ジョン・レイ　2008.12.14
小杉泰 2008 書評（朝日新聞） 書評委員お薦め「今年の３点」小杉泰 2008.12.21
小杉泰 2009 講義 「国際社会と日本」大阪ＹＷＣＡ専門学校 2009.2.25
小杉泰 2009 書評（朝日新聞） 『パスポートの発明―監視・シティズンシップ・国家』[著]ジョン・トーピー　2009.1.25
小杉泰 2009 書評（朝日新聞） 『現代のイスラム金融』[著]北村歳治、吉田悦章 2009.2.22
小杉泰 2009 書評（朝日新聞） 『すごい本屋！』[著]井原万見子 2009.3.8
小杉泰 2009 書評（朝日新聞） 『砂糖のイスラーム生活史』[著]佐藤次高　2009.3.15
松林公蔵 検診 高知県土佐町高齢者検診（07-08年8月）
松林公蔵 検診 介護付き高齢者マンション「ライフイン京都」定期検診と介入（07-08年）
水野広祐 2008 辞書 「農村副業」「ボゴール」桃木至朗他編『新版　東南アジアを知る事典』東京：平凡社　2008年6月

水野広祐 2008 新聞
Banjarmasin Post, 2008, 7, 25、において、”Tata Kota Banjarmasin Perlu dibenahi（バンジャルマシン市の都市計画は

是正の必要）"として水野に対するインタビュー記事が大きく報道される。生存基盤概念も紹介

水野広祐 2007 講演
国際東アジア研究センター第１１６回アジア講座「インドネシアにおける新たな発展の方向を求めてー民主化・地方
分権化のインドネシアにおける生存基盤確保型発展の可能性ー」国際東アジア研究センター、北九州、2007年9月
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水野広祐 2008 講演
ＡＰＥＸ第161回公開セミナー　「インドネシアにおける新たな発展の方向を求めて--生存基盤確保型発展の可能

性」、於　東京広尾、ＪＩＣＡ地球ひろば、2008年11月29日

水野広祐 2009 講演
インドネシア講演会「改革インドネシアの11年、権威主義･開発体制はどう変わったのか 」（財）岡山県国際交流協

会・岡山インドネシア友好協会、於：岡山県国際交流センター 2009年2月25日

岡本正明 2008 辞書
「LIPI」、「アンダーソン」、「カラ」、「スラウェシ」、「マカッサル」、「マナド」、「地方自治」、「独立闘争」、「暴力」、「犯

罪」、「国民国家形成」、桃木至・深見純生・柳沢雅之・見市建編『東南アジアを知る辞典』、平凡社、2008年
篠原真毅 委員 電子情報通信学会宇宙太陽発電時限研究専門委員会 H19 幹事, H20 委員
篠原真毅 委員 電子情報通信学会マイクロ波研究専門委員会 H19, H20 委員

篠原真毅 委員
日本学術会議 電気電子工学委員会 URSI分科会 無線通信システム信号処理小委員会 (URSI-C小委員会) H19
総括幹事, H20 副委員長

篠原真毅 委員 IEEE MTT-S Kansai Chapter Technical Committee委員 H19, H20
篠原真毅 委員 日本機械学会マイクロナノ工学専門会議マイクロエネルギー研究会委員 H19, H20
篠原真毅 委員 2009 International Symposium on Electromagnetic Compatibility(EMC09) Local委員 H19, H20

篠原真毅 委員
ASEAN COST+3 (ASEAN Committee of Science and Technology with China, Korea, and Japan) New Energy Forum
for Sustainable Environment (NEFSE) Local Organization Committee member H19

篠原真毅 委員 電子情報通信学会 第8次ハンドブック/知識ベース委員会 編幹事 H19, H20

篠原真毅 委員
宇宙航空研究開発機構 宇宙エネルギー利用システム検討委員会委員 H19, WGメンバー H19, WG4リーダー H19,
WG10副リーダー H19

篠原真毅 委員
財)無人宇宙実験システム研究開発機構(USEF） 太陽光発電利用委員会 委員 H19, 太陽光発電利用委員会発送

電技術専門委員会 委員長 H19, 太陽光発電利用委員会システム専門委員会 委員 H19, 太陽光発電無線送受電

技術研究開発評価委員会 委員 H20

篠原真毅 委員
(財)機械振興協会経済研究所 日本発グローバル発信型ユビキタスネット向エネルギー変換デバイス調査 エネル

ギー変換デバイス調査委員会 委員 H19
篠原真毅 委員 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究本部 宇宙工学委員会エネルギー班 H19

篠原真毅 委員
(独)科学技術振興機構研究開発戦略センター(JST)「希薄分散エネルギー利用技術に関する科学技術未来戦略

ワークショップ」副コーディネータ H19
篠原真毅 新聞 2009.3.10 京都新聞夕刊1面 「空からの電波 地上で発電」
篠原真毅 新聞 2009.3.11 毎日新聞朝刊京都版23面 「飛行船から無線で送電」

杉原薫 2007 書評
(書評)「鴋澤歩『ドイツ工業化と鉄道業』」、『日本経済新聞』2007年11月3日。（『日本経済研究センター会報』９６２
号、２００７年１２月１日、６８－６９頁に再録）

杉原薫 2008 講演
“Japanese Economic Development in Comparative Asian Perspective”, 国際交流基金関西国際センター　平成２０年
度日本社会文化講義（アジア・ユース・フェローシップ高等教育奨学金訪日研修参加者向け）、関西国際センター、
２００８年１２月２日。

杉原薫 2008 エッセイ 「(経済教室)原油高騰下の世界の貿易収支」、『日本経済新聞』 ２００８年２月２５日。
杉原薫 2008 エッセイ 「英国議会資料－学術的利用の新段階－」紀伊國屋書店『電子商品ニュース』EP-158, 2008年9月。
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杉原薫 2009 新聞
「（インタビュー）『生存基盤』考えてみて」（知のあけぼの－京大附置研・センターシンポを前に－２）『読売新聞』2009
年2月22日

谷誠 2008 新聞 森林利用と環境の抜本的施策を　－花粉症の警告－毎日新聞 2008年4月20日、発言席、2008。

脇村孝平 2008 エッセイ
「趣旨説明：特集　日本南アジア学会第20回全国大会・全体シンポジウム『南アジア・日本・世界－グローバル化と南

アジア認識の変貌』」『南アジア研究』第20号、2008年12月、140-1頁。
脇村孝平 2008 書評 書評：「エドワード・ルース（田口未和訳）『インド　厄介な経済大国』」日本経済新聞、2008年12月７日。

脇村孝平 2009 書評
Book Review: Decolonizing International Health: India and Southeast Asia, 1930-65 , International Journal of Asian 
Studies , Vol. 6, Part 1, January 2009, pp. 140-3.

山越言 2008 コメント 「コメント」 （大橋岳著［トランスフロンティアに分布するチンパンジーの生態と保全］）エコソフィア20: 105.
山本衛 委員 日本学術会議　第20期地球惑星科学委員会国際対応分科会IAGA小委員会委員
山本衛 委員 地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS)運営委員
矢野浩之 2007 TV NHKサイエンスゼロ
矢野浩之 2008 新聞 バイオマス繊維複合材を開発　化学工業日報　2007/5/21
矢野浩之 2008 新聞 植物繊維原料の樹脂研究　日本経済新聞　2008/3/10
矢野浩之 2008 新聞 鉄を越える樹脂開発　日本経済産業新聞　2008/3/11,12
矢野浩之 2008 新聞 知の最前線：強く軽い樹木繊維の車　読売新聞　2008/2/15
足立明 委員 日本南アジア学会理事（2008-2012）

足立透 2008 講演
高校生への研究指導及び講演、全国Super Science High-school コンソーシアム「高々度発光現象スプライトの同時

観測」、2008.
足立透 2008 講演 一般講演、第１２４回地球電磁気・地球惑星圏学会アウトリーチ活動「教えて！はかせ！」コーナー、宮城、仙台、

藤田幸一 2007 書評 「須田敏彦著『インド農村金融論』」『アジア経済』48巻5号、2007年5月、pp.84-87.

藤田幸一 2008 書評
「大塚啓二郎・櫻井武司編著『貧困と経済発展：アジアの経験とアフリカの現状』」『農業経済研究』80巻1号、2008年
6月、pp.40-41.

Hau, 
Caroline 2008 Book review Review of Vicente Rafael, The Promise of the Foreign: Nationalism and the Technics of Translation in the Spanish 

Philippines . Southeast Asian Studies 　46.1 (June 2008): 163-65.
Hau, 
Caroline 2008 Book review Book review, Patricio Abinales, The Joys of Dislocation: Mindanao, Nation and Region , ABS-CBN News Online. 

Posted June 11, 2008/06/11
Hau, 
Caroline 2008 Book review Book review, Vicente Rafael, The Promise of the Foreign , Tonan Ajia Kenkyu (Southeast Asian Studies), vol. 46, 

no.1 (June 2008): 163-65.

石川登 2008 講義
京都大学東南アジア研究所東南アジアセミナー講義｢ボルネオのバイオマス社会の今：プランテーション、地球温暖
化、バイオ燃料｣，2008年9月１日、京都大学東南アジア研究所

石川登 2008 講演
マンディの会講演「ボルネオは地球温暖化を救う？ 激動するサラワクの今と、その将来」2008年１月８日、大阪市総
合生涯学習センター

石川登 2007 新聞 「『自然』の境界」（シリーズ）「グローバル化する現代社会を地域から観る」京都新聞 2007年 7 月 22 日掲載
石川登 2007 新聞 ｢国境、国家　現場で考える｣　京都新聞　2008年12月3日掲載
伊藤正子 2008 新聞 ベトナム、タイニエン(Thanh Nien)紙掲載"Hoa giai tu bai hoc Viet Nam"（ベトナムの経験から学ぶ和解）2008年3月

appendix 2-87



伊藤正子 2008 新聞 ベトナム　タインニエン(Thanh Nien)紙掲載"Co gai Nhat voi toc nguoi O Du"（日本人女性とオドゥ族）2008年7月24

片岡樹 2008 エッセイ
「南タイ福建人社会のババ文化と土地公祭祀―プーケットの事例より―」『アジア・アフリカ言語文化研究所通信』122
号: 60. (2008)

片岡樹 2009 書評
「現代ベトナムの少数民族政策の変遷を追う―書評・伊藤正子著『民族という政治』―」『図書新聞』2904号（2009年2
月7日）: 3.

木村大治 2007 新聞
「アフリカの声の世界(ボンガンド)」『京都新聞 2007年12月14日 地域から読む現代－グローバル化の中で 23』木村

大治, 2007

木村大治 2007 新聞
「焼畑とアフリカ熱帯林(ボンガンド)」『京都新聞 2008年1月11日 地域から読む現代－グローバル化の中で 24』木村

大治, 2008

木村大治 2008 事業報告書
「コンゴ民主共和国赤道州ワンバ地区における住民の森林利用に関する研究」http://www.pri.kyoto-
u.ac.jp/hope/reports/19-042-j.html, 2007

木村大治 2008 対談
木村大治，佐藤真「どのように 〈共に在る〉のか……双対図式からみた『共在感覚』」『談』no.81「特集〈共に在る〉哲

学」pp.11-37，たばこ総合研究センター， 2008
木村大治 2008 辞書 「相互行為」「挨拶」「携帯とインターネット」木村大治『文化人類学事典』(日本文化人類学会編)
木村周平 2008 書評 「書評『災害の人類学』」『文化人類学』73巻4号、頁数未定（掲載決定）、2009年
木村周平 2008 講演 国際交流基金主催の異文化理解講座「災害に向き合うアジアの人びと」にて講演（2009年3月25日）

木谷公哉 2008 インターネット記事
CNET オープンソース記事「大学がオープンソースに貢献する」, 2008年3月30日, 
http://japan.cnet.com/blog/geeklog/2008/05/16/entry 27001533/

木谷公哉 2008 講義 「CMSによるウェブサイト構築とGeeklogを使った実習」, 第１回CMS研究会，2008年7月18日, 地域研究統合情報セ

木谷公哉 2008 インターネット記事
CNET オープンソース記事「GoogleMapsAPI をGeeklogで使う簡単便利なプラグイン」, 2008年5月16
日,http://japan.cnet.com/blog/geeklog/2008/05/16/entry 27001533/

木谷公哉 2008 インターネット記事
「GCOEと社会貢献　—情報発信のおけるコミュニティとの連携—」, 2008年7月7日, GCOE運営委員会, 
http://www.humanosphere.cseas.kyoto-u.ac.jp/images/library/Image/pdf/200807 koho kitani.pdf

木谷公哉 2007 イベント
関西オープンフォーラム２００７，主催：関西オープンフォーラム２００７実行委員会，開催：2006年11月9日〜10日，開

催地：大阪南港ATC，イベント運営：実行委員 (http://k-of.jp/2007/about.html)

木谷公哉 2007 新聞
「東南アジアフォーラム開催　持続的生存圏の構築目指し　京都大学と科学院が協力　テレビ会議で大いに討論」、
『じゃかるた新聞』（インドネシア発行）, 2007年11月30日.第１回京都大学東南アジアフォーラム

近藤史 2008 エッセイ 「自転車モドキ」『アフリカをめぐる10の物語』服部志帆・丸山淳子・他（編）、NPO法人アフリック・アフリカ, pp.3-4, 

黒崎龍悟 2009 エッセイ
「貧困削減戦略の現場から」GCOEフィールドコラムhttp://www.humanosphere.cseas.kyoto-
u.ac.jp/article.php?story=20090105&query=%25E3%2582%25B3%25E3%2583%25A9%25E3%2583%25A0

丸山淳子 委員 NPO法人アフリック・アフリカ副代表理事
丸山淳子 2008 新聞 「京都発　サル学の60年　第3部　人の生態を見つめ　“定住化　分かち合う心は今も”」　京都新聞2008年2月28日
増原善之 2008 辞書 「ラオス【歴史】」他９項目、桃木至朗他編『東南アジアを知る事典』平凡社、2008
島上宗子 2007 新聞 「地域から読む現代――グローバル化の中で⑥：『森の守り人』（パル市）」京都新聞第11面、2007年6月22日
島上宗子 NGO活動 NGOいりあい・よりあい・まなびあいネットワーク共同代表
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白石壮一郎 2008 書評
　｢石井洋子(2007)『開発フロンティアの民族誌―東アフリカ・灌漑計画の中に生きる人びと』御茶ノ水書房｣　

『JANESニューズレター』17号　日本ナイル・エチオピア学会

白石壮一郎 農林水産省委託調
2007年11月　農林水産省委託調査　財団法人アジア人口・開発協会調査員、ウガンダ共和国にておいてコミュニ

ティ基盤の協働型森林管理政策の進展に関する現地サーベイ（調査団長)

玉田芳史 2007 新聞
Prachathai(Online journal, http://www.prachatai.com/)　21 July 2007, “Kanmuang thai ruamsamai, ratthaprahan 
ratthathammnanun, prachathipatai jak mummong sattrajan chao yipun”(2007年7月17日のチェンマイ大学での講演の

要旨を紹介)
玉田芳史 2007 新聞 『東京新聞・中日新聞』2007年12月25日「タイ総選挙」に関する談話を国際欄に掲載
玉田芳史 2008 エッセイ 「タイと太平洋戦争--『熱い絹』の背景--」『松本清張研究』第9号、90-97頁
玉田芳史 2008 一般紙 タイ政治についての談話『週間ダイヤモンド』2008年10月11日号、69頁
玉田芳史 2008 新聞 「政権をどう倒したのか」『図書新聞』2900号（2009年1月1日号）
玉田芳史 2008 一般紙 「タイ民主党新政権の前途多難」『週刊ダイヤモンド』2009年3月7日号、127頁.

田中雅一 2007 コメント
Fluid Boundaries, Institutional Segregation and Buddhist Sexual Tolerance: A Responce (2) Religion and Society: An 
Agenda for the 21st Century , Gerrie ter Haar & Yoshio Tsuruoka (eds.), Koninklijke Brill NV: Leiden, The 
Netherlands, pp.161-164, 2007

田中雅一 2007 コラム コラム３　サティー　椎野若菜編『やもめぐらし――寡婦の文化人類学――』明石書店pp.193-199, 2007
田中雅一 2007 翻訳 イヤル・ベン=アリ　「イスラエル軍隊研究に向けての個人的な旅立ち」『人文学報』９４：149-157, 2007

田中雅一 2007 書評
杉本星子『「女神の村」の民族誌――現代インドの文化資本としての家族・カースト・宗教――』『南アジア研究』第１

９号日本南アジア学会、pp.169-174、 2007
田中雅一 2007 書評 関根康正『宗教紛争と差別の人類学』『宗教研究』第８１巻第３号　pp.196-201、2007

田中雅一 書評
Legible Bodies: Race, Criminality and Colonialism in South Asia .　By Claire Anderson. Oxford: Burg, 2004. pp.245, 
International Journal of ASIAN STUDIE S, volume 5, part 1:121-123.

田中雅一 2008 書評
Genders, Transgenders and Sexualities in Japan.  By Mark McLalland and Romit Dasgupta. Social Science Japan 
Journal 11(1) Summer 2008:155-158.

田中雅一 2008 書評
河合香吏編『生きる場の人類学――土地と自然の認識・実践・表象過程』『文化人類学』73-2:259-263、　日本文化

人類学会、2008
田中雅一 2009 事典項目 着衣と脱衣　日本文化人類学会（編）『文化人類学事典』、pp.78-79、丸善株式会社、2009
田中雅一 2009 事典項目 性的誘惑　日本文化人類学会（編）『文化人類学事典』、pp.522-525、丸善株式会社、2009
生方史数 2007 書評 書評「井上真編　躍動するフィールドワーク：研究と実践をつなぐ」『林業経済』60(4). 28-31.
生方史数 2007 講演 「タイ農村の社会変化と人々の暮らし」第16期ひろしまアジア塾公開講座　ひろしま国際センター　2007年9月26日.

生方史数 2008 講演
「地域社会と開発　パート1：タイの共有林管理を事例に」日本福祉大学　国際社会開発研究科修士課程　テキスト

科目集中講義　2008年5月11日.
渡辺隆司 委員 資源エネルギー庁（バイオ燃料技術革新協議会エタノールWG委員）
渡辺隆司 委員 経済産業省地域新生コンソーシアム研究開発事業「木質バイオマスからの新規バイオエタノール生産技術の開発」
渡辺隆司 委員 (財)バイオインダストリー協会（研究開発委員会委員、分科会委員）
渡辺隆司 委員 独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO技術委員）
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渡辺隆司 委員 (財)有機質資源再生センター（客員研究員）
渡辺隆司 新聞 日本経済新聞（平成21年2月23日朝刊）「木材の糖効率よく採取　マイクロ波当てて離れやすく」
渡辺隆司 新聞 朝日新聞（平成20年8月22日朝刊）「木クズ発酵バイオガス キノコの菌ふりかけ成分分解」
渡辺隆司 新聞 日本経済新聞（平成19年5月4日朝刊）「キノコ（白色腐朽菌）とマイクロ波を用いた木質バイオマスの糖化・発酵前処
渡辺隆司 新聞 日経産業新聞（平成19年1月22日）「マイクロ波使い資源化　エタノール生産へ糖抽出」
渡辺隆司 新聞 朝日新聞（平成19年8月3日、東北版）「秋田杉からバイオ燃料」
渡辺隆司 新聞 秋田さきがけ（平成19年8月3日）「木質からエタノール」
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島田周平 2008 日本地理学会賞(優秀賞)
島田周平 2008 大同生命地域研究奨励賞
矢野浩之 2008 第４９回日本木材学会学会賞:セルロース系ナノ材料の開発（H.20.1.24）

山本衛 2007 地球電磁気・地球惑星圏学会 田中舘賞(平成19年5月受賞)，論文名: 中緯度電離圏イレギュラリティの構造と発生
機構に関する研究

石川登 2008 第三回樫山純三賞
米澤剛 2008 平成20年度日本情報地質学会論文賞受賞，2008年6月12日

藤田素子
2007  「都市から山地に至るランドスケープにおける鳥類排泄物による栄養塩の運搬」横浜国立大学環境情報学府提出．

博士学位論文．
Sasa Sofyan 
Munawar

2007 PROPERTIES OF NON-WOOD PLANT FIBER BUNDLES AND THE DEVELOPMENT OF THEIR 
COMPOSITES, 京都大学農学研究科提出、課程博士学位論文、2008年3月

木村周平 2008 「社会の災害的編成：トルコ、イスタンブルにおける、地震災害をめぐる知識・政策および社会関係についての人類
学的研究」東京大学大学院総合文化研究科提出博士学位論文

近藤史 2008 「タンザニア南部高地における在来農業の創造的展開と互助労働システム—谷地耕作と造林焼畑をめぐって—」京

都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科博士論文

黒崎龍悟 2008 「タンザニア、マテンゴ高地における外部インパクトと内発性の発現過程に関する研究」京都大学大学院アジア・アフ
リカ地域研究研究科博士学位論文．

丸山淳子 2008 『ポスト狩猟採集社会への移行に関する研究：ボツワナにおけるサンの再定住と社会関係の再編』 平成19年度京都
大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科博士論文

中村香子 2008 「ケニア・サンブル社会における年齢体系の変容動態に関する研究―青年期にみられる集団性とその個人化に注

目して―」京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科提出．博士学位論文．
渡辺一生 2008 タイ国東北部・天水田集落における農業基盤の変遷に関する研究，岐阜大学大学院連合農学研究科博士論文．

佐々木綾子
2008 Socio-economic Studies on Transformation of Traditional Tea Cultivation in Northern Thailand. Dr. Agr. Thesis, 

Kyoto University.

中村香子
2008  「ケニア・サンブル社会における年齢体系の変容動態に関する研究―青年期にみられる集団性とその個人化に注

目して―」京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科提出．博士学位論文．
和田泰三 2007 Orthostatic hypotension in older people and its association with mortality. MSc.Thesis, University of London.

　（6）受賞

　（7）学位論文
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篠原真毅 特許取得 松本 紘, 篠原 真毅, “マイクロ波発生装置”, 特願2003-350463号, 2003.10.9, 特開2005-117451号, 2005.4.28, 4022624号, 2007.10.12 

篠原真毅 特許取得
篠原 真毅, 七日市 一嘉, 三谷 友彦, 松本 紘, 木村 友久, 鬼頭 克巳,“導波管スロット結合を用いた電力分配器”, 特願2004-160272号,
2004.5.28, 特開2005-341443号, 2005.12.8, 4010419号, 2007.9.14 確定

篠原真毅 特許取得 H. Matsumoto and N. Shinohara, “Oscillator Array, and Synchronization Method of the Method of the Same”, US7,427,901 B2, 
篠原真毅 特許取得 H. Matsumoto and N. Shinohara, “Microwave Generator”, US7,471,945 B2, 2008.12.30 確定
篠原真毅 特許公開 松本 紘, 篠原 真毅, “マイクロ波発生装置”(特願2003-350463号の分割), 特願2007-6184号, 2007.1.15, 特開2007-97233号, 2007.4.12, 

篠原真毅 特許公開
松本 紘, 篠原 真毅, 山本 敦士, 桶川 弘勝, 水野 友宏, 池松 寛, “平衡二線線路式レクテナおよびそれを使用したレクテナ装置”, 特願

2005-307097号, 2005.10.21, 特開2007-116515号, 2007.5.10, 出願中

篠原真毅 特許公開
木村 友久, 森 健, 篠原 真毅, 松本 紘, 三谷 友彦, 七日市 一嘉,“導波管スロット結合を用いた電力分配器”, 特願2005-325130号,
2005.11.9, 特開2007-134897号, 2007.5.31, 出願中

篠原真毅 特許出願 木村 友久, 森 健, 篠原 真毅, 松本 紘,“アンテナ”, 特願2007-059684号, 2007.3.9, 出願中
篠原真毅 特許出願 篠原 真毅, 三谷 友彦, 宮川哲也, 松本 紘, 丹羽直幹, 高木賢二, 浜本研一, “無線電力受電アダプタ”, 特願2007-202305号, 2007.8.2, 
篠原真毅 特許出願 橋本隆志, 藤田晋, 篠原 真毅, 三谷 友彦, 松本 紘, “車両用給電装置”, 特願2007-237130号, 2007.9.12, 出願中

篠原真毅 特許出願
丹羽直幹, 浜本研一, 高木賢二, 佐薙稔, 野木茂次, 篠原真毅, 三谷 友彦, “無線電力の可変分配方法及び装置”, 特願2007-262793
号, 2007.10.7, 出願中

篠原真毅 特許出願
園部太郎, 吉川暹, 篠原真毅, 三谷友彦, 蜂谷寛, “マイクロ波を用いた不純物ドープ金属酸化物の製造方法”, 特願2008-42652号,
2008.2.25, 出願中

篠原真毅 特許出願
渡邊隆司, 篠原真毅, 三谷友彦, 親泊政二三, 都宮孝彦, 瀬郷久幸, 高見泰博, “マイクロ波照射装置、及び連結型マイクロ波照射装

置”, 特願2008-193434号, 2008.7.28, 出願中
矢野浩之 特許出願 特願2007-142560
矢野浩之 特許出願 特願2007-153897
矢野浩之 特許出願 特願2007-234080
矢野浩之 特許出願 特願2008-153489
矢野浩之 特許出願 特願2008-82027
矢野浩之 特許出願 特願2008-169959

渡辺隆司 特許公開
特許公開2007-104937号「薬剤耐性遺伝子の利用」、発明者：甲　真理、仲亀　誠司、塚本　晃、杉浦　純、渡邊　隆司、本田　与一、

王子製紙株式会社、公開日：2007年4月26日

渡辺隆司 特許公開
特許公開2006-240125号「リグノセルロース系植物材料の糖化方法」、発明者：渡辺　隆司、小峰　法子、椎葉　究、日清製粉株式会

社、国立大学法人京都大学、公開日：2007年4月19日

　（8）特許
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